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まえがき 

 

 法輪大法の輔導をより良く行うため、研究会と各地の輔導站
ほどうたん

の要求に応じて、

私が輔導員の会議で説法、法を解釈したものを、私の確認を経て、現在正式に出

版しました。 

 

 当時、会議に参加した人の中に、他の省、市からの輔導員も少しいました。私

が法を説き、法を解釈した後、一部の人が録音に基づいて文字に整理しました。

しかも、一部の地方ではこれを互いに写し合い、複製しています。私が法を説き、

法を解釈する時、すべて特定の環境、特定の条件と具体的な対象者の中で行なっ

ていたので、これらの要素を離れて写し合ったものは、理解において、私の説い

た大法と異なる意義が生じ、人に誤解されやすいので、大法を広めるにはよくあ

りません。 

 

 出版発行した『法輪大法義解』は輔導員内部の読み物です。各輔導員は法輪大

法を伝える時、自分に責任を負い、学習者に責任を負い、社会に責任を負い、大

法に責任を負わなければなりません。大法を広めたり問題に解答する時、受け入

れ側の大法に対する理解の程度と受け入れ能力に基づいて、適切に行わなければ

なりません。 

 

李 洪 志 
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長春法輪大法輔導員のための説法 

李洪志 

一九九四年九月十八日 

 

 

 在席の皆さんはすべて輔導員と世話人であり、法輪大法の創設において、特に

長春法輪大法の創設において極めて重要な作用を果たしています。多くの煉功場

の学習者がたくさんの問題を提出しました。我々の輔導員や世話人が一部の問題

に対して解答しにくく、あるいは解答できませんでした。これには二つの原因が

あります。一つは法に対する理解が不足しているからです。実は我々は講習会に

おいてすべて説きましたが、法を十分に理解できさえすれば、何でも解答できる

はずです。これがその原因の一つであり、しかも最も主要な原因です。もう一つ

は輔導員は学習者と身近に接しているので、学習者から提出された一部の具体的

な問題に解答しにくく、あまりよく解答できません。 

 

 私はずっとこのように思っています。つまり、法は私がすでに普遍的に概括的

に説きました。あなた自身の修煉の問題に関してはこの法に従って行えばよいの

です。もし何もかも解き明かしたら、あなた自身が修めるものはなくなるので、

私はこれ以上多く説かないことにしました。さらに説いたら、私があなたを持ち

上げたのと同じことになります。残っているのは幾らかの具体的な問題です。し

かし、一部の学習者はやはり聞こうと思っており、どうしても安心できないので

す。私に聞くことができないので、我々の輔導員や煉功の時間が比較的長い古い

弟子に聞きます。しかし、輔導員や古い弟子が自らぶつかったことのない問題で

あれば、やはり解答しにくいのです。 

 

 私はなぜ皆さんに一緒に集まって煉功するように要求しているのでしょうか？ 

問題にぶつかったら互いに切磋琢磨し、一緒に検討すれば、これらの問題も解決

できるからです。自分一人で煉功する場合、問題にぶつかったら解決できず、非

常に困惑します。煉功場において、皆さんが一緒に検討してみれば、多くの問題
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が解決できます。実は一つの問題をしっかり把握して、つまり心性から探せば、

どんな問題でも解決できます。しかし、やはり一部の具体的な問題は輔導員にと

って確かに解決しにくいのです。これらの問題を解決するために、私は今回の会

議を開くことにしました。これも長春の輔導員にとって特別なことであり、ほか

の各地ではまだこのような機会はありません。今回帰ってきて処理すべき問題が

たくさんあり、学習者はみなこれを知っているので、できるだけ私を邪魔しない

ようにしています。電話が鳴るだけでも、酷く私を邪魔するかもしれないので、

多くの学習者は電話をかけることも控えています。このことを私は知っています。

皆さんに集まってもらったのは皆さんのために幾らかの問題に解答するためです。

総輔導站から届けられた一部の学習者の体験談とまとめられた幾つかの問題を、

私は読む時間がありません。なぜなら、私は第三冊目の本──『轉法輪』を修正

しており、やるべきことがまだたくさんあるからです。 

 

 今日、皆さんのために問題について解答するのは、主に皆さんが今後仕事をす

る上での便宜をはかるためです。ここまで話が及びましたので、私はもう一つの

問題を話します。つまり、在席の輔導員は責任感を持たなければならず、動作の

指導に責任を持つだけではまだ不十分であり、法理をしっかり理解し、本当に身

に付けなければなりません。多く本を読み、多く録音を聞くべきであり、少なく

とも一般の学習者より理解できて、初めて本当に良い輔導員になることができま

す。法に対する理解は必ずしっかりしなければなりません。学習者に何かの問題

があれば、少なくとも一般的な解答ができるように、指導作用を果たせるとまで

言えなくても、だいたい分かるように説明できなければなりません。真に高い次

元への功を伝えることは、つまり人を済度することであり、すなわち本当に修煉

することなのです。もし、このように考えてみれば、これは寺院の中、あるいは

山奥で専修することと何の違いもありません。 

 

 我々のこの法は主に常人社会の中で伝え、大部分は常人の中で修煉しています。

そこで我々は修煉者に対して、常人の中で修煉する現れは常人とほぼ一致するよ

うにと要求しています。はっきり言えば、我々の煉功場の責任者は寺院の中で修

煉する住職、方丈と同じです。これはただ、たとえ話で、我々に官職を与えたり、
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資格を与えたりする人はいません。我々はつまりこのような修煉形式を採ってい

ます。考えてみてください。それは同じことではありませんか？ 多くの修煉者

を良く率いることができれば、それは功徳無量のことです。良く率いることがで

きなければ、私に言わせれば、それは責任を果たしていないのです。このような

目的で皆さんに集まってもらったのです。総輔導站の責任者はこの問題を私に話

したことがあり、「もう一回講習会を行なったらいかがですか？」と話しましたが、

私が思うには、この法をあまりにもはっきり説きすぎると、かえって皆さんの修

煉によくありません。それは常人の中の道理になってしまい、我々は常人の中で

いかに修煉するかという問題を説く必要がありません。後に私がこれらの紙に書

かれている問題を皆さんに解答した後、残りの時間に皆さんは何かの問題があれ

ば提出してください。何かの知識を探求しようという問題を提出しないでくださ

い。国家の政策に及ぶ問題も提出しないでください。我々が修煉の過程でぶつか

った典型的な問題、主にそのような問題に解答するので、皆さんは提出してくだ

さい。 

 

 我々は輔導員と世話人だけが会議に参加するように通知しましたが、今後通知

を受けていない人を絶対に連れて来ないようにしてください。来る人が多すぎる

と、事が運び難くなります。すべて輔導員なので、少し高く、少し具体的なこと

を話して、輔導員が今後の仕事をやりやすくなるようにと思っていました。しか

し、在席の中に新しい学習者がおり、講習会に一度しか参加しておらず、ひいて

は一度も講習会に参加したことのない人もいます。突然こんなに高くて奥深いこ

とを聞くと、非常に受け入れ難く、彼には良い作用を果たすことができず、かえ

って彼の思想の中に抵抗する気持ちを生じさせやすく、これによってこの人を駄

目にしてしまうことになります。 

 

 輔導員は責任を持たなければならず、新しい学習者の動作が正しくなければ、

彼らに正しい動作を教えるべきです。一部の古い学習者は動作がすでに良くでき

ていますが、まだ少し正確でないところがあれば、煉功が終わった後、彼に教え

ればいいでしょう。入静の邪魔をしないように、煉功の途中で彼を邪魔しないよ

うにしてください。新しい学習者に対して、必ず輔導しなければなりません。質
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問をする人がいれば、辛抱強く説明してあげなければなりません。我々の煉功場

のすべての学習者はこの責任があり、普く衆生を済度すべきです。普く衆生を済

度するとは何でしょうか？ 衆生に法を得させることこそ本当に普く衆生を済度

することなのです。人が聞きに来たら、あなたは説明しなくてそれでいいのでし

ょうか？ 

 

 輔導員は必ず煉功を専一にしなければなりません。専一に煉功できない学習者

に対して、注意してあげたり、助けてあげたりしなければなりません。どうして

も専一にできず、彼が自分のものを放下できなければ、離れて別の功を練りに行

くように勧め、我々の学習者を妨害させないようにすべきです。彼がどうしても

離れなければ、それも仕方ありません。彼は練っても得られず、これは悟性が良

くないのです。我々佛家は慈悲から出発するので、厳重に正法を破壊していなけ

れば、彼を懲らしめようと思ってはいけません。 

 

 人に病気を治療してあげたり、あるいは病気を治療するために人を我々の煉功

場に連れて来たりする人がいますが、これは大法を破壊することです。これは一

つの非常に厳粛な問題であり、誰もこのようにしてはいけません。もしこのよう

にしたら、もう私の弟子ではなくなります。もし輔導員がこのようにしたら、す

ぐ更迭しなければなりません。断固としてこの二つのことを排除しなければなり

ません。 

 

 輔導員は仕事に責任を持つべきであり、煩わしい仕事でも積極的に取り組むべ

きです。一部の年配の輔導員は、法に対する理解が足りず、自分は良いと思って

いても、はっきり説明できません。その場合、助手をつけて輔導員の仕事に協力

させた方がよいでしょう。法に責任を負うべきで、あなた個人の損得ではなく、

あなた個人の損得も法と緊密に関わっているのです。輔導の仕事をする時、個人

の様々な考えを混ぜ入れてはいけません。さもなければ個人と団体の修煉を妨害

することになります。輔導員の煉功動作はできるだけ正確にし、できるだけビデ

オテープの動作と同じようにするべきで、大体同じでなければなりません。僅か

な違いは免れがたいので、絶対に一致して同じ形にすることは不可能です。大体



 

 
8 

一致していれば構いませんが、違いが大きすぎてはいけません。特に輔導員の場

合、あなたがそのまま人に教えると、ずれが生じます。 

 

 これから問題に解答します。 

 

弟子：形神倶滅とはどのような状態でしょうか？ 

 

師：形神倶滅は一つの古い名詞で、我々はそれを形神全滅と言います。倶という

字の発音は良くなく、滅とはつまり散らしてしまうという意味ですが、倶と聚は

同音で、聚はすなわち集まるということなので、我々は今後それを形神全滅と呼

びます。もちろん本の中に書いてあるのはやはり形神倶滅ですが、この本は過渡

期の読み物に属します。我々の第一冊目の本である『法輪功』を書き上げた時、

低次元の気功と類似する部分がありました。第二冊目の本、つまり『法輪功』（改

訂版）は、気功よりかなり高くなりました。私は今、私の説いた全部の法を整理

しており、将来書き上げたら真に修煉を指導する大法とします。新しい本の中で

は多くの名詞が正されることになります。 

 

 形とは、すなわち有形の身体を指すのであり、我々の肉眼で見えるこの物質空

間の身体だけを指しているのではありません。各空間にもあなたの身体が存在し

ており、みな有形なもので、みな物質的存在であり、極めてミクロ的な次元まで

みな身体が存在しています。言い換えれば、どれほどの空間があろうとも、どこ

にも人の身体があります。形神全滅とはすなわちこれらの身体がすべて存在しな

くなるという意味です。 

 

 神とは、すなわち人の元神を指しています。主元神にしても、副元神にしても、

各種の生命体にしても、形神全滅になった時、それは非常に恐ろしいことです！ 

全宇宙の中でこれより恐ろしいことはなく、すべて滅びることになり、何もかも

無くなってしまいます。もちろん、まだ無限のミクロ物質の存在があり、私は真

空でも物質が存在すると話したことがあります。我々の現在の物理学の研究はた

だ中性微子というレベルにしか達しておらず、最小の物質は中性微子だと認識し
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ています。これは物質の本源物質まで、生命の最も微小の本源物質まではほど遠

く、遥かに遠いのです。超ミクロの物質、最も原始的な状態にまで壊滅された時、

我々はそれを形神全滅と言います。また最も原始的な状態に戻ったので、それは

もう存在しなくなり、かなり高い次元にいる大覚者もそれが見えなくなったので

す。同時に思惟も無く、完全に散乱した最もミクロ的な形式になってしまい、か

つて高次元で大法に罪を犯したらこのように処理されるのです。人類の壊滅もこ

のようなことであり、人類がすでに最低の次元まで落ちてきたので、さらに悪事

を行なったらこのような問題に直面することになります。つまり宇宙の中から徹

底的に消滅され、思惟も無くなり、物質もほとんど無くなり、最も原始的な、最

も原始的な状態にまで消滅されるのです。 

 

弟子：男佛や女佛の性別は修煉者の肉身の性別でしょうか、それとも主元神の性

別なのでしょうか？ 

 

師：人が出世間法まで修煉できた時、すでに羅漢果位の修煉に入っており、つま

り初果羅漢になったのです。その時、すでに佛だと言ってもよいのです。実際、

あなたはすでに佛体での修煉なのです。羅漢は初果羅漢、正果羅漢と大羅漢に分

けられています。各次元の距離はかなり開いていますが、しかし大菩薩は佛陀だ

と言えます。羅漢果位の修煉に達した時に悟りを開いたら、男女にかかわらず、

みな男身の形象を現します。あなたは常人の中で修煉しており、あなたの肉身の

性別は変わりません。あなたの肉身は時に男性になり、時に女性になるのなら、

それはおかしなことになります！ 昔、羅漢果位まで修煉して圓満成就した人が

いますが、圓満成就は境地に達したことと同じではありません。もし人が修煉し

て羅漢果位にまでしか圓満できず、さらに高い次元へ修煉できなくなったら、そ

のまま定められることになります。彼は一旦功を開いたら、男性でも女性でもす

べて男身の形象を現します。彼の身体は彼が修煉してできた佛体であり、羅漢果

位においてはみな男体を現すのです。 

  

 本来の元神は、男性あるいは女性であるかもしれません。彼のその身体は、高

エネルギー物質により転化されたものであっても、あるいは彼が修煉して成就し
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たその金剛不壊の体であっても、あるいは涅槃の時、佛が彼に与えたその佛体で

あっても、羅漢果位においてはみな男身の形象を現します。菩薩の境地に達した

らみな女身の形象を現しますが、元神の性別は変わりません。佛の境地に達した

時、やはり身体を持っていますが、その身体は高エネルギー物質で構成したもの

になります。さらに高くなってもやはり身体を持っており、つまり異なる空間の

身体（佛体）です。佛の境地に達したら、性別が主元神の性別に戻り、男佛は男

佛で、女佛は女佛になります。 

 

弟子：本体と佛体を修める意義は？ 

 

師：我々がここで言っている本体は低次元での修煉における一つの概括的な名詞

であり、あなたの各空間の身体を指しており、あなたの肉身もその中に含まれて

います。 

 

弟子：正法を得て、正果を成すことは、圓満成就とみなされます。ならば、我々

はどの程度まで修めたら圓満成就になるのでしょうか？ 

 

師：圓満成就は我々が言う果位の高低とは違い、あなたが羅漢果位にまで修めれ

ば、あなたはすでに佛体の修煉なのです。過去は如来しか佛と呼ばれなかったの

ですが、現在、佛は比較的多くなりました。区分すればつまり如来も一部の佛を

管掌し、それらの佛は如来の次元に達しておらず、菩薩を超えれば、佛と呼ばれ、

大菩薩も佛と呼び、ひいては羅漢、菩薩をも佛と称します。みな佛家だからです。

ですから、皆さんに教えますが、あなたが羅漢果位まで修めたら、すでに佛体修

煉の段階に入っており、つまりこういう意味なのです。しかし、あなたはすでに

佛体をもって修煉する段階になりましたが、必ずしも圓満になったとはかぎりま

せん。人の根基は違い、忍耐力も違います。菩薩果位にまで修煉できる人がいれ

ば、佛の果位にまで修煉できる人もおり、さらに高い、如来を超える果位にまで

修煉できる人もいれば、羅漢果位にまでしか達することができない人もいます。

しかし、どの次元に達したとしても、すべて三界から跳び出したので、全部果位

を得たと言えます。つまり、あなたはすでに正果を得たのです。それでも、必ず
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しも圓満になったわけではありません。例えば、あなたに菩薩果位で悟りを開き、

圓満成就するように按排してあげましたが、あなたが羅漢果位に達しても、まだ

あなたの最終の修煉の目的に達していなければ、圓満にはなっていません。つま

り、このような関係なのです。あなたが払った分だけ、修煉した分だけ、それ相

応に得られます。あなたは圓満にまで修煉できていませんが、あなたはすでに果

位を得ています。しかし、あなたはやはり圓満にまで修煉できていないので、ま

だ次元の問題が存在しており、まだあなたの修煉の最終の目的に達していません。 

 

弟子：返本帰真と正果を得ることとの関係は？ 本と真との意味は？ 

 

師：返本帰真は常人の中で言われる返朴帰真とは異なります。我々の言った返本

帰真とはあなたの先天の本性に返り、あなたの本性、あなたの本質、あなたの本

来の姿に返ることです。あなたが常人社会の中に落ちてきて、すでに本来の姿が

覆い隠されています。常人社会の中で白黒は逆になり、是非は逆になっており、

あなたは本来の姿に返る必要があります。帰真は道家の名詞で、我々が修煉して

いるこのものは非常に大きいので、すでに佛家自身の範囲を超えており、一部は

道家の言い方です。道家は修煉して成就したら、真人になり、つまり佛に成就し

ます。彼らは真人と呼び、真正の人なのです。 

 

弟子：私が永遠に修めていく願を立てたことと、先生が我々に按排してくださっ

た道とはどういう関係なのでしょうか？ 

 

師：あなたは永遠に修めていく願を立てましたが、この永遠というのは絶対的で

はないでしょう。正果を得ず圓満にならずにいつまでも修めるのですか？ 修め

るには目標がなくてはならず、高次元を目指して修めていくことは、あなた自身

の立てた願に基づき、さらにあなたがどれくらいの高さまで修煉できるかを結び

合わせて、師父があなたのために按排するのです。みな非常に科学的なのです。

あなたは本来鋼なのに、鉄として按排されたら、それはいけません。あなたが菩

薩果位にまで修めることができるのに、羅漢果位に按排されたら、これもいけま

せん。非常に正確に見ており、それには見当違いは少しもありません。 
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弟子：宇宙の中に全く同じものはありますか？ 

 

師：修煉方法は一人の大佛が一つの法門を主宰しており、どこでも同じです。し

かし修煉の方法は同じではなく、我々の今日のこの法輪と同じようなものはあり

ません。しかし、旋回しているものは他にもあります。地球も回転しており、密

教は意念で一種の輪を推して回します。このようなものは他にもあり、長春のあ

る気功師も太極を旋回して練っていますが、我々のものと違い、彼は内へ収める

だけで外へ放たず、我々のものと同じではありません。惑星は恒星のまわりを回

っており、電子は原子核のまわりを回っており、みな旋機が存在していますが、

内涵には千里の差があります。二種の同じものは存在するかもしれませんが、極

めて極めて少なく、私はまだ見たことがありません。 

 

 私が皆さんに話したように、大覚者たちは今日のこの事を按排したので、それ

ならば宇宙の演化過程の中で一切の事はすべてこの事のために道を開かなければ

なりません。宇宙の形成の初期にはすでに最後の大事のために按排をしていまし

た。そうであれば、多くの事はすべて今日の末劫の時、最後の一回の正法を伝え

るために按排したのかもしれません。なぜ今世紀のこの年代に歴史上において未

曾有の気功ブームが現れたのか、私に言わせればそれは偶然のことではありませ

ん。なぜ様々な功法が現れたのか、これも偶然ではありません。これらの事は常

人の考えているような簡単な問題ではありません。 

 

弟子：法輪と法輪世界とはどんな関係ですか？ 

 

師：法輪世界は法輪世界の如来が主宰している非常に厖大で素晴らしい世界です。

法輪はただ法の功の一面の体現であり、まだほかに法の一面の体現があります。

法の一面の体現では、私の説いた法以外に、さらに高い法と形態を我々は公開し

ておらず、公開することも許されません。功の一面では、私はすでにその図形を

描き出しましたが、まだほかにその法の一面があり、功の一面はすなわちこの形

式なのです。我々の学習者は将来正果を得て、果位を成就した後、自分で法輪を
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修煉し作り出すことができるようになり、一つだけ修煉し作り出すことができま

す。あなたはかなり高い次元に至ってもただ一つの法輪しか持つことができず、

それはあなた自身の体現であり、それは私があなたに植えつけたその法輪に替わ

り、下腹部に位置し、それはあなたの真正の果実です。しかしながら法輪はまた

法の体現であり、それは分身できます。あなたが神通を使えば、それは分身でき

ます。あなたも幾つかの法輪を放つこともできますが、私が今日修めたそのよう

な形式のそれほど多くの独立体になることはありえません。 

 

 皆さんが知っているように、このものはそれほど大きく、それほど貴重で、幾

代もの人が作り出したものです。あなたは一度の修煉の過程で私が修めたこれほ

ど大きなものを修めて出そうと思っても、それは不可能であり、絶対不可能なこ

とです。皆さんは一つの法輪を修めて出すことができます。それは問題ありませ

ん。この法輪は威力がとても大きいので、もしこの空間に持って来ることができ

れば、法輪が作動すると、それは大変なことになります。それはすごい威力があ

ります。あなたが将来、修めて出したその法輪でも、この空間で回ると、一陣の

巨大な竜巻が吹くようになるでしょう。その威力は非常に大きいのです。なぜ法

輪を常人社会で顕現させないのでしょうか？ なぜこの空間に出てきて作用をす

るようにさせないのでしょうか？ その威力は本当に大きすぎるからです。法輪

は別の空間で作用をしても十分にあなたを保護することができ、非常に大きな作

用をしています。 

 

弟子：法輪は宇宙の縮図であり、法輪世界は宇宙と同じ大きさですか？ 

 

師：そうではありません。法輪世界は我々のこの宇宙の非常に高い次元にある単

元世界の一つです。宇宙は相当厖大なのです。新しい学習者が在席しているので、

一部のことは話しにくいのです。彼らは受け入れられません。我々のこの厖大な

宇宙の中には、無数の小宇宙があります。人類は一つの小宇宙の中に存在してい

ます。しかしこれらの小宇宙の中には無数の銀河系があります。如来の次元の佛

が一つの小宇宙を見てもその果てが見えません。大宇宙はどれほど大きいのか、

過去には人類に知られてはいけないことであり、それはとてつもなく厖大なので
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す。人が修煉する過程で、身体は外へ拡大することができ、つまり身体の容量が

増大し、身体の容量は次第に大きくなり、心も広くなり、思想は昇華し、次元は

向上していきます。常人のこちらにある身体はこのような変化が見られず、常人

と同じです。圓満成就の時になったら、身体が一体になります。合体したその一

瞬、あなたが常人の中でその法力を体験する暇がないうちに、すぐ連れて行かれ

ます。それは常人に対する妨害があまりにも大きいからです。みなこのようにし

ます。私がよく話したように、修道者は深山の中で長期に修煉して、人々は彼ら

の能力が非常に大きいと思っていますが、実は彼らの能力は非常に小さいので、

初めて彼らに世間で神通を開放することを許したのです。しかし現在、人に示す

者も非常に少なくなりました。彼らも常人社会を破壊してはならず、さもなけれ

ば自分自身もだめになることを知っています。 

 

弟子：講習会に参加したことがなくても法輪を修めて出せますか？ 

 

師：この問題について私は何回も話したことがあります。本を読んでも同じです。

本当に大法に従って修めさえすれば、あなたは一人で最も僻地に住んでいても、

それも問題はありません。私の本の中には私の法身があり、一字一字は浅い次元

から見ればすべて法輪ほど大きなもので、あなたが何かを考えれば、彼はすべて

察知できます。同様に、本当に修煉さえすれば必ず得られます。自分で本を読ん

で煉っても、煉功場に行って古い学習者と一緒に煉っても、どちらでも結構です。

本当に修めさえすれば必ず得られます。皆さんが知っているように、釈迦牟尼は

世を去ってからすでに二千年あまり経ちましたが、末法の時期になる前に修煉し

て成就した僧侶はたくさんいましたし、かなり高い次元まで修めた人もいます。

先生の傍で、親授を受けなければ修煉できないというわけではありません。 

 

弟子：この空間にある私が修めて法輪世界に行ったら、別の空間にある多くの私

も、同様に修めて法輪世界に行けますか？ 

 

師：そうとはかぎりません。もし彼らがよく修めたら、あなたと一体になり、あ

なたの護法として存在できますが、あなたが主導し、彼は護法として副元神と似
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ています。もし彼がよく修めなければ、彼も独立した生命体なので、彼はだめに

なります。あなたが修めたらあなたしか得られず、修める人しか得られないので

す。 

 

弟子：法輪大法は漸悟なのですが、我々はいつ漸悟の状態に入りますか？ 

 

師：我々の多くの学習者はすでに漸悟状態に入っています。多くの学習者はよく

修めていますが、声を上げず話さず、それは彼らが言わないだけです。私はハル

ビンで講習会を開いた時にこう話しました。四千あまりの人がここに座っていま

すが、どれだけの人が修めて成就できるのか、将来どれだけの人が道を得られる

のか、私はまだ楽観しておらず、皆さんがいかに修めるかにかかっているのです。

四千あまりの人が一度に佛になり、四千あまりの人が全員漸悟状態に入るという

のは、それは不可能なことです。煉功場に来て法輪大法を煉る人の中に、どれぐ

らいの人が漸悟状態に入ったのか？ 本当に堅実に修めているのか？ 異なる漸

悟状態に入りますが、あなたが漸悟状態に入ったら、すぐ神通が大いに顕れると

いうことではありません。 

 

 ここでついでに一つの問題を話します。我々の多くの人はすでに漸悟状態に入

っていますが、彼はいつも恐れています。何を恐れているのでしょうか？ 現在、

人類社会の執着心はあまりにも大きいので、この方面については私が特に強調し

ており、功能が出たとしてもそれにかまわず、天目が開いたとしても追求しては

いけないと言いました。しかし皆さんに教えますが、あなたの天目が本当に開い

たら、あなたに追求する心がなければ、見てもかまいません。あなたの神通が出

たら、人のいないところで運用してみても問題はありません。この点について皆

さんにはっきり言いますが、それを執着心とみなさないでください。あなた自身

の法であり、あなたは自分自身の法を運用してみても、これは執着心と違うので

す。現在すでに漸悟状態に入った人がいますが、彼は自ら恐れており、いつも緊

張していますが、使わなくてもいけません。多くの人は天目が開きましたが、彼

はいつも幻覚だと思っており、これではいけません。開いたら、見られるなら見

てもかまいません。執着と体験とは違うことです。 
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弟子：現在、三花聚頂に達した人はいますか？ 正果を得た人はいますか？ 

 

師：現在、多くの人はすでに三花聚頂を超えていますが、圓満成就に達した人は、

今はまだいません。みな果位の中で修めており、異なる次元の果位の中で修めて

いるのです。 

 

弟子：我々が今から一生懸命に煉功して心性を修めるなら、一年半の時間の中で

出世間法修煉に達することができますか？ 

 

師：時間の制限はなく、修めるか修めないかはあなた個人の問題です。どれくら

いの高さまで修められるか、忍耐力がどれくらいあるか、耐える力はどれくらい

あるか、すべてあなた個人の問題です。先生の指定した時間内に修めて抜け出る

と言っていますが、あなたの心性はそこまで達することができますか？ 心性は

昇華して上がることができますか？ 法に対する認識はそれほどの高さまで達す

ることができますか？ あなたは常人の中での執着心を放下できますか？ 個人

の利益の前で、人と争い闘うことにおいてあなたは放下できますか？ これらは

すべて個人が修める問題であり、あなたに決めてあげる人はいないし、時間の制

限もありません。羅漢果位まで速やかに修めて上がる人もいれば、一生かかって

修める人もいます。すべてあなた自身の忍耐力、自分に対する要求の厳しさによ

ります。これはすべて個人の問題です。 

 

弟子：我々は自分自身を守れるところまで修めた後、まだ上を目指して修めたけ

れば、どうすればよいでしょうか？ 

 

師：先ほど私はすでに話しました。釈迦牟尼はすでに世にいなくなりましたが、

彼の弟子はまだ上へ修めることができます。仮に先生が本当に世にいなくなって

も、私の法身がまだいるでしょう。私は本当に消えたわけではないし、形神全滅

になったわけでもありません。 
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弟子：難を逃れるために煉功する人がいますが、彼らの結末はどうなりますか？ 

 

師：いかなる求める心を抱いて煉功に来ても、すべて正果を得ることはできませ

ん。しかし、人の法に対する認識においては、認識の過程を与えるべきです。多

くの煉功者は病気を治療するために入って来たのですが、ある認識の過程を通し

て初めて高次元のものがあることを知りました。我々は今日高次元において法を

伝えており、講習会に参加したばかりの人はまだどういうことなのかが分からず、

突然、高次元へ修煉する功を伝えているのを聞き、我々の説法を聞いているうち

に、彼は徐々に認識できたのです。このような過程の存在を許すべきで、これは

確かに必要なのです。彼は病気を治療するための心、難を逃れるための心、どん

な心を抱いて入って来たにしても、その心を放下してから、初めて修煉の目的に

達することができます。病気治療や健康維持の目的に達するためであっても、彼

が難を逃れる考えを抱いて来たのならば、それもいけません。 

 

 難は自分自身が作ったもので、生々世々で自分がやった良くないことによって

作った借りであり、返さなければいけないのです。あなたが修煉の過程の中で嘗

めた苦は自分で作った業力によって現れた関ですが、それは良いことでもありま

す。我々はそれを利用して、あなたの心性を向上させます。それは良いことでは

ありませんか？ 修めて佛になることもできれば魔になることもあります。それ

はこの道理なのです。業力の存在があって、迷いの中で初めてあなたに修煉させ

ることができます。 

 

弟子：他の空間の多くの私は肉身という次元の空間に存在しているのですか？ 

 

師：そうではありません。我々に見えない他の次元の空間に存在しています。同

等の次元の空間においては、我々人類はこの身体を持っているほかに、もう一つ

の空間にも人の身体があります。その空間にある人は我々こちらの人よりずっと

強いのです。彼らには名と利はありませんが、情があります。ですから、彼も色

身を帯びています。形象は我々とほぼ同じですが、我々よりも少し美しいのです。

彼らの身体は漂うことができます。彼らは歩かないので、足はほとんど見えませ
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ん。あちこち漂うのです。このような空間があります。これは同等次元の空間で

す。 

 

 私は皆さんにもう少し空間の問題を説明します。我々の現在の科学者は研究し

て、電子が原子核を巡って回転しているのを発見しました。その運行は我々の地

球が太陽を巡って回転するのと似ているのではありませんか？ それは同じこと

ではありませんか？ 我々は今その電子の上に何があるか見えるような顕微鏡を

持っておらず、もしあなたに見えるなら、あなたはその上に生命体があるのを発

見できるかもしれません。私が話したように、これらのことはすべて我々の今日

の物理学の認識に符合していますが、しかし我々の現在の科学手段はやはり極め

て限られているのです。 

 

弟子：多くの学習者は周囲の環境、病気、黒い気に極めて敏感であり、これはど

ういうわけですか？ 

 

師：この部分の学習者はみな、功が出る状態に近づいており、まだ気を煉る低い

レベルから抜け出していません。気を煉る最高形式において、すでに乳白体状態

に入った時にこのような体現があるはずです。しかしそれは非常に短い過程であ

り、気にする必要はなく、恐れる必要もありません。自然に任せればよいのです。

あなたが過剰に恐れるなら、それも一種の執着心です。気にしないで、すべてを

必然とみなして、自然に任せてよいのです。この次元を通り過ぎれば、あなたは

もう感じなくなります。功が出ればあなたの身体は功に覆われるようになります。

これらの黒い気、病気はあなたの身体に侵入することができなくなるので、感じ

なくなります。 

 

弟子：一部の学習者は心性が絶えず向上していますが、坐禅する時に結跏趺坐が

できず、無理やりに重い物で押さえたり、縄でくくったりしてもいいでしょうか？ 

 

師：私の知っているところでは、昔一部の和尚は坐禅の時、石ローラーや石臼で

押さえることがありました。石ローラーを使うにしても、石臼を使うにしても、
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すべて自分の意志であり、彼は人に頼んでしてもらうのです。しかし道士は違い

ます。道家は弟子を一人か二人しか採らず、しかもその中の一人しか真伝が得ら

れません。弟子に対する要求はとても厳しく、度々弟子を叩くこともあります。

耐えられるかどうかにかかわらず、何としてもあなたに乗り越えさせます。その

ため、彼は一般的に強引な方法で、弟子の足を縛りつけ、両手を背後に縛って、

自身で縄を解くことができず、身体を横にしても解くことができず、痛くて気絶

する者もいます。昔このようにする人がおり、その時の修煉は非常に苦しかった

のです。 

 

 我々は今日このように要求しません。なぜなら我々のこの一門は人心を真っ直

ぐに指して修めるからです。ですから、我々は人の心性の向上を最も重要なこと

とみなしているのです。形体上の修煉は第二のものだとみなしています。あなた

はできるだけ耐えて足を組む時間を延ばすべきです。しかし厳しく規定してはい

けません。なぜでしょうか？ 皆さんも知っているように、釈迦牟尼の時代には

戒律がありましたが、釈迦牟尼在世中に経書は無く、いかなる文字も残っていま

せん。釈迦牟尼が世を去ってから、後人が釈迦牟尼の言った言葉を思い出してそ

れを整理して経書としたのです。釈迦牟尼は在世中にたくさんの修煉の規定を制

定し、これを戒律として文字で残しています。しかし我々には今日法があり、戒

律はありません。修めるかどうか、修めることができるかどうか、基準に達して

いるかどうかは、みな法によって量られるのです。ですから我々が修煉するには

厳しい規定を定めてはなりません。皆さん考えてみてください。末劫の時期にな

って、根本からだめになり、済度の範囲に含まれず、消滅されるべき人がいます。

講習会を開いた時、このような人が講習会に入った可能性があり、無理矢理連れ

て来られたかもしれません。あなたが彼にそのようにさせれば、骨折するかもし

れません。ですから我々は厳しく規定していません。自発的な方法を採り、あな

たが耐えられるなら、できるだけ耐えてください。しかし、皆さんに教えますが、

本当に修めたければ、真に法の威力を感じた人はみな修めることができ、あなた

は頑張って試してみても構いません。問題はないはずです。 

 

弟子：宇宙には果てがありますか？ 
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師：宇宙には果てがあるのです。しかし、これらのことを探求しないでください。

この果てはあまりにも大きく、如来の次元において指している宇宙の果てはみな

小宇宙の果てです。この小宇宙でも、人類は言うまでもなく、如来佛でさえ見て

も際限がなく計り知れないのです。それはとてもとても厖大なのです。 

 

弟子：『文芸の窓』の中には一匹の大蛇が李洪志先生のために道案内をしていたと

書かれていますが、それは本当のことですか？ 

 

師：これは『文芸の窓』が文芸作品の角度に立って創作したものです。その学習

者は二回講習会に参加しましたが、深く理解できませんでした。一回目の講習会

の後、彼はすでに書き始めました。彼は非常に感動して、この法は非常に素晴ら

しいと思って書き始めたのです。二回目の講習会の時、彼は何かを書こうと思い

ながら聞いたのです。皆さんが知っているように、静かな心で聞いて初めて会得

することができます。彼はやはりよく会得できなかったので、我々が見たこの文

芸作品の形式に書き上げてしまいました。文中の一部のことは芸術的に加工され

たものであり、その大蛇は存在していません。観音菩薩は私の師父だと書いてい

ますが、それも存在しない芸術的な加工です。しかし、彼の目的は良く、この法

を広めたいだけです。動機は良いので、この点は肯定しなければなりません。彼

の理解には限りがあるため、このような作品を書いてしまいました。文芸作品な

ので、彼は元々文芸の角度に立って書いたのです。小説なので誇張してもよく伸

縮性もかなり大きくなります。それを我々の学習の指導の材料としなければ結構

です。その中で書いた五戒、十悪十善の内容はすべて原始佛教のものです。我々

は戒を講ぜず、修めるか修めないかの基準は我々がすでに法の中で説明しました。 

 

弟子：「玄法至極」と「旋法至虚」との区別は何でしょうか？ 

 

師：玄法至極とは、我々が言ったのは一つの概括的な名詞です。これは法を伝え

る初期の理解の問題です。この「玄」ではなく、旋転の旋であるべきです。我々

の法は元々圓容の法であり、ですからそれは旋転しているのです。法輪はすなわ
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ち輪のような表現形式です。旋法至虚は、間違いがなく、かなり高い境地に達す

ることができ、極点に達するという意味です。旋法至虚は、我々修煉過程の中の

一つの名詞であり、我々のこの功の中の呪文でもあります。 

 

 皆さんが知っているように、その呪文は覚者、あるいはこの一法門の中で修煉

する覚者、あるいはこの一法門の中で成就した覚者を招いて、あなたのために護

法となり、あなたを加持するという作用を果たすことができます。宗教の中でも

呪文はやはりこのような作用を果たしています。呪文を唱えれば功が伸びるとい

う言い方がありますが、それは全く不可能なことです。それはただ以上のような

作用を果たすことしかできません。至虚とは、とても高い次元に至ることを指す

のです。人々の見えない境地は虚界と呼ばれますが、それはこの意味でしょう。

道教の中にはこの名詞がよく見られますが、太極がまだ形成される前に太虚と呼

ばれていました。つまりそれはとても高くとても原始的なのです。 

 

弟子：坐禅の時、座る時間を延ばすために、繰り返し口訣を唱え、千回以上唱え

ると、法輪が変形してしまうことがありますか？ 

 

師：口訣を唱えると良い作用があります。千回以上唱えても法輪を変形させるこ

とはありません。もちろんあなたが功を開き、悟りを開いた後に分かるようにな

りますが、かなり高い次元に達したら、口訣を唱えてはいけません。あなたが唱

えればその震動はあまりにも大きいので、あなたがずっと唱えると、ゴーンゴー

ンという震動で人につらい感じを与えてしまいます。 

 

弟子：ある学習者は煉功してから、頭が割れそうになったのですが、なぜでしょ

うか？ 

 

師：「割れた」なら良いことです。我々は頂を開くことを講じるので、「割れた」

ことは良いのです。割れる時「パッ」と割れ、あまり大きな感覚のない人もいれ

ば、割れる時、ゆっくりで、とても辛い人もいます。しかし物事は二つの方面か

ら見なければなりません。執着心を放下せず、良くないものを招いて捨てたくな
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い人がいます。煉功の時に法はそれを除去するので、それはあなたに頭痛を起こ

させ、あなたに正法を修めさせないために、このような情況が現れる場合もあり

ます。肝心なのはあなたが修められるかどうか、法に従ってそれらのものを放棄

できるかどうかということです。 

 

弟子：煉功する時、頭に冷汗が出て、ショック状態のようになる人がいますが、

どうすべきでしょうか？ 

 

師：この現象はあり得ることです。我々の講習会でこのような人もおり、どこの

講習会にもいます。なぜでしょうか？ 身体を浄化して病を除く時、みな強い反

応があります。しかし煉功場ではこんなに猛烈な反応はないはずです。その場合

はゆっくり取り除かれるからです。もしこの人がかなり良いのであれば、これは

正常なことだと思います。もしこの人が自分に厳しく要求せず、でたらめにやり、

この功を練ったり、あの功を練ったりして安定せず、心性が高くない場合には問

題になるかもしれません。彼を暫く休ませ、他の功を練ったことがあるのか、あ

るいは何か誤ったことをしたかどうかを確かめてみましょう。その反応の勢いが

過ぎてから再び煉ってみましょう。現在煉功に来ている人がみな真に修煉する人

だと保証できないからです。 

 

弟子：ツボ按摩をするのはいいですか？ 

 

師：我々はツボ按摩などはやりません。世間法修煉の段階で人のために病気を治

療してはならず、このようなやり方はありません。真に修める人には病がなく、

私の法身がすべてを取り除き、やるべきことは全部してあげました。ツボ按摩な

どは必要ありません。修煉者の業力は按摩で消去できるものですか？ あなたが

他人に按摩をするなら功を帯びるはずであり、我々はこのようなことを薦めませ

ん。もし医者であれば問題はありません。それは常人の中の職業だからです。 

 

弟子：人の副意識は人の一生に伴いますが、彼はどのような作用をしていますか？ 
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師：人の副意識は主に人が無意識の状態下で悪いことをしないようにするのです。

人の主意識がとても強い時、彼には左右することができません。 

 

弟子：私は坐禅する時、かなり長い時間座れるときもあれば、十分間しか座れな

いときもあります。どうしてでしょうか？ 

 

師：それは正常な現象です。足を組むことも業を滅することであり、その心志を

苦しめ、その筋骨を労せしめることです。いかに筋骨を労せしめるのか？ それ

はすなわち煉功時間を増やして、足を組む時の苦痛に耐えることで、主にこの二

つの方面に現れます。その筋骨を労せしめること自体は業を滅して向上する過程

です。足を組むことは業を滅することではありませんか？ しかしこの業を一気

に足に押し付けることではありません。それは一塊一塊のようなもので、一塊が

やってきたら痛みが強くなり、消去されたら楽になります。足を組む時は往々に

して辛くても暫らくすると楽になり、また辛くなります。みなこのようなのです。

あなたがこの塊の業を消去したら、その時は長い時間組むことができます。しか

し業がやってきたとき、あなたは足を組むとすぐ辛くなるかもしれません。しか

しあなたが耐えられれば、足を組む時間は以前と同じぐらい組むことができます。

ただ痛くて辛いだけです。 

 

弟子：飲酒により煉功者が煉り出した生命体は身体から離れることがあります

か？ 

 

師：そうです。喫煙も同じことを起こします。そのようなものにくすぶられると、

それはあなたの身体から離れます。その時何もかもなくなり、他の人から見れば

あなたの身体に功はなくなっています。以前にも話しましたが、真に修煉したい

と思うのであれば、これぐらいの執着心すらも放下できないのですか？ 修煉を

遊び事としてはいけません。これは極めて厳粛な問題です。我々は人類が何か大

きな災難に遭い、命を守るために修煉するようにとは言いません。我々はこのこ

とを言わず、これを以て一種の動力としてあなたを押し進めて修煉させることも

しません。我々が言っているのは、本当に修煉すればあなた個人の永遠の問題を
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解決できるのではないかということです。 

 

 佛教の中では六道輪廻を説いていますが、その説によれば、人は常人社会の中

で時間はかなり長く感じますが、しかし時間がさらに長い空間から見れば、人類

の時間はかなり速く進むのです。二人の人がそこで会話をしている時、振り返っ

て見るとあなたが生まれ、また二言三言話しているうちに振り返って見ると、あ

なたはすでに寿命を終えて亡くなっています。人はなぜ人体を持っているこの段

階で修煉に励み、人体を保ち続けるよう努力しないのですか？ 佛教の言うとこ

ろによると、六道輪廻に入れば、あなたがどんなものに転生するかも分かりませ

ん。動物に生まれ変わったら、何百年か何千年経ってから初めて再び人身を得ら

れます。もし石に生まれ変わったら、その石が風化しなければ、あなたは出られ

ず、万年経っても出られません。動物には修煉をさせません。しかしそのもの自

身は先天の条件を備えて修めることができます。これは自然環境によりもたらさ

れたのです。しかしそれには高い功が出ることは許されません。高い功が出れば、

それはすなわち魔になるのです。それは人の本性を備えていないからです。そう

いうわけでそれを殺さなければなりません。動物が高く修めたら殺さなければな

らず、雷もそれを撃ちます。それはなぜ憑依しようとするのですか？ それは人

体を得ようとしており、人体を得てから正々堂々と修めることができるようにな

るからです。以前は人体を得てから修煉を許されましたが、現在では人体を得た

としても許されません。あなたが修めよう、法を得ようとすれば、頭を白紙の状

態にして常人の中に来て得なければできません。現在これはすでに変えてはなら

ない規定になっています。覚めたままで常人の中に来てはいけません。頭を白紙

状態にして悟りながら修めることしかできません。何でも分かれば、誰でも修め

に行くのではありませんか？ 佛も次元を高めるために、常人の中に来て苦を嘗

めたいのですが、それでも頭を白紙状態にしなければなりません。覚めたままで

何でも見え、何でも分かるならば修めない人がいるのでしょうか？ それでは向

上の問題が存在しなくなるのです。この意味は、修煉はとても厳粛なことで、い

かなる執着も修煉に影響すると皆さんに教えているのです。 

 

弟子：更年期が過ぎた高齢の女性は、生理がこなくても、修められますか？ 
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師：更年期が過ぎた高齢の女性は、生理がこなければ、修煉の進み具合が遅いか

もしれません。一部の高齢の女性は確かに緊張感を持つべきです。彼女たちの一

部の人は急がなければなりません。急ぐようにと言われたら、一生懸命に動作を

煉るようになりますが、心性を修めることが最も重要だと知るべきです。稀にこ

の方面で少し遅れる人がいますが、正常な進み具合ならみな生理がくるはずです。 

 

弟子：学習者はどこかに痛みがあり、頭痛、腹痛......なぜでしょうか？ 

 

師：煉功中の様々な反応も正常なことです。業を消去するには辛くないはずはあ

りません。病を取り除くのも辛いのです。一部の学習者には功が出る頃、この功

はあなたの身体に付いており、功能は万種以上にもとどまりません。一つ一つの

功はすべてエネルギーがかなり大きく、密度がとても高く、威力がとても強い高

エネルギー物質です。それがあなたの身体の中でちょっと動いてもあなたは辛く

感じるのです。しかも異なる形態の功、異なる形態の功能、異なる形態の術類の

ものが、あなたの身体の中に現れて、それが動くとあなたは辛く感じるのです。

あなたがそれを病気だと思えば、またどのように修煉するのでしょうか？ あな

たが本当に法に基づいて修めれば、それはすべて正常なことだとあなたには分か

るはずです。 

 

 以前ある人は身体に憑き物が憑いていました。ある気功師は彼に、あなたの身

体には、大蛇が憑いていると教えました。彼はそれでいつも、大蛇が憑いている

と感じます。私は彼に今はもういなくなったと教えましたが、彼はそれを信じず、

まだ身体の中で動き回っていると思っています。憑き物があるとあなたが思うと、

その大蛇が憑いていた時の状態が彼の身体に現れてきました。彼のその心が取り

除かれるまで、この状態は変わりません。それはあなたのその心を取り除くため

なのです。もしそれが一種の執着を形成してしまえば、取り除き難くなります。

その人はかなり長い時間がかかってやっと取り除きました。 

 

弟子：いかに功能に対応しますか？ 例えば、天目で何らかの物や光が見えたら、
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それを見るほうがよいのか、それとも見ないほうがよいのでしょうか？ 

 

師：見えるなら見てもいいのです。煉功の時に静かに観察すれば、これは執着で

はありません。 

 

弟子：一部の学習者は天目が開いて幾つかの光景を見ましたが、輔導員は功能が

なく見えません。 

 

師：見えるか見えないかは、異なる人が異なる次元で修煉して達した漸悟状態に

よるものです。漸悟に達したとしても、あなたの功が高いから高く開き、彼の功

が低いから低く開くとは限りません。それは違います。天目の次元の高さは人の

功の次元の高さを決めることはできません。自身の要素、条件、多方面の原因に

よりあなたがはっきりと見えるかどうか、あるいは見ることができるかどうかが

決められており、これは多方面の原因により決められたことです。それは人の修

煉が良いか悪いかを意味しているわけではありません。必ずこの点に注意してく

ださい。私は天目が開いたので、私は他の人より功が高いというのは、誤った認

識です。 

 

 我々の長春ではこのような人が現れたのではありませんか？ 彼は天目が開い

たので、自分は誰よりも高いと思いました。この人の身体には憑き物があり、あ

の人には何かがあると言いふらしていますが、すべて彼自身が想像したものです。

我々の煉功場ででたらめに行い、最後に彼は誰に対しても不満を覚え、私よりも

高いと言うようになりました。ですから、我々は天目が開いたかどうかで誰がど

れくらい高い次元にまで修めたかを量ってはいけません。正常な情況下では相応

した状態が現れてくるのです。我々の中には特別に良い人はいますが、まだ彼に

見せておらず、相当高くまで修煉してから、初めて彼に見せるのです。ですから

これをもって良し悪しを量らないでください。 

 

 今後、皆さんは私を見かけても、見かけなくてもよく、先ほどの質問で、先生

がいなくなったら我々はどうすればよいのですか、と聞きました。釈迦牟尼が当
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時在世中に、師尊、あなたがいなくなったら、誰を師としますか、と聞いた人も

いました。釈迦牟尼は戒を師とすると言いました。我々は法を師とします。心性

の高さを以て修煉の良し悪しを量る基準にすべきであり、功能の多さを基準にし

てはいけません。さもなければ、みな功能を追求するようになるのではありませ

んか？ 功能はあなたの修煉の過程の中に付随して現れたものです。世間法で修

煉して現れた功能はすべて人の本能です。それは人の思想が複雑になるにつれて

次第に退化しました。 

 

 あなたの修煉につれて、それが自然に現れてきます。あなたが返本帰真して元

へ戻る時、初めて人の本性が戻ってきます。彼にいくらはっきり見えたにしても、

私の見た次元を見ることはできないし、見えたとしても、宇宙の最高の真理まで

はまだまだ遥かに遠いのです。彼に見えたのはただその次元の体現であり、それ

を真理としてはいけません。人が修煉の過程の中で、ある次元のことを評価の基

準にするのは正しくないのです。「法には定法なし」とは、すなわちこの道理です。

ある次元の体現を真理としてはいけません。法には定法はなく、ある次元の法は

その次元でしか作用しません。ですから、彼はある次元のもの、その次元の状態

を見て、かなりはっきり見えたら歓喜心が生じてしまいますが、しかしそれはと

ても浅い次元のものであり、くれぐれもこのことを覚えておいてください。 

 

弟子：子供が修煉する際、五式の功法は必ずやらなければならないのですか？ 

 

師：子供の場合は多く煉功できれば多くてもよく、少ししかできなくてもそれで

よいのです。修煉の主要な目的は人の心性を高めることです。ですから、子供に

対して心性に関することを多く教えてあげれば、子供に対して良いでしょう。私

はとても幼い時、全然外形のものを煉ることができず、主として心性を修めたの

です。一部の子供を普通の子供として扱わないでください。一部の子供はたいへ

ん素晴らしいのです。当初我々がこの事をやると決めた時、すでにかなり高い次

元の人がついて来ました。私が来た時、各次元の中からもついて来た人がおり、

彼らは私が間もなくやろうとすることを予測できました。特に最近この時期にな

って、我々のこの小宇宙と銀河系の中からやって来た人がかなり多くいます。少
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し前は、彼らは予測できなかったのですが、私が出山の直前になって、彼らは知

り、どんなことが起きるのかが見えたので、たくさんついて来ました。何のため

に来たのでしょうか？ 法を得るために来たのです。彼は以前の法がすでに崩壊

したことが分かり、あらためて修煉するためにやって来ました。彼らを一般の人

と見なさないでください。彼らはかなり素晴らしいのです。しかしどの子供もこ

ういうことではなく、一部の子供はかなり素晴らしいのです。 

 

弟子：自分がどの次元まで煉ったかを、どうすれば知ることができますか？ 

 

師：我々の一部の学習者はすでに漸悟の状態に達しており、また一部の学習者は

次第に漸悟の状態に達するようになります。達しても、達していなくても、ある

いははっきり見えても、見えなくても、煉功場で煉功した後、互いに切磋する時、

皆に話してもかまいません。あなたが顕示心を持たずに話せば、我々全体の修煉

に有益なのです。天目でものが見えても話してはならず、話したら天目は閉じら

れてしまうと言う人がいます。これは昔の煉功ではすでに普遍的に認識されたこ

とですが、彼が話したから天目が閉じられるというわけではありません。皆さん

考えてみてください。気功を普及するあの時期に煉功者の中に徳を特に重んじる

人がいたのでしょうか？ 本当に修煉する人は極めて少なく、彼は徳を重んじる

ことを知らないので、何かが見えたらすぐ話してしまい、自分の執着から顕示心

が現れるので、当然ながら天目が閉じられてしまったのです。 

 

 また一部の人は言うべきことも言うべきではないこともすべて話してしまい、

そのため彼の天目は閉じられてしまいました。これがその原因です。もし法に対

する認識を高めるために、互いに交流するなら私に言わせれば、それは何の問題

もありません。この点について、はっきり区別しなければなりません。もし彼の

天目が閉じられ、傷つけられたら、それは彼が常人に言うべきでないことを言っ

てしまい、あるいは顕示心を帯びていたからです。煉功者の顕示心は執着心の体

現ではありませんか？ ですから閉じなければいけません。当初一部の人の天目

が閉じられた時、彼に機会を与えているのです。彼にはっきり見えたり、はっき

り見えなかったりする時、あるいは見えたり見えなかったりするのは、つまり彼
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に注意しているのです。しかしそれらの人はどうしても悟れず、最後に完全に閉

じられてしまいました。傷つけられた人もおり、ひどく傷つけられてしまったの

です。 

   

弟子：正果を得ることと圓満成就は、どの次元ですか？ 

 

師：この問題に関して私はすでに話しました。正果を得るということは、羅漢果

位に到達したらもう正果を得たのです。圓満成就とは修煉が終ることです。通常

では正果を得るとともに功を開いたことを指し、すなわちこの二つのことを同時

に修煉し終えると圓満成就なのです。 

 

弟子：その後いかに修煉しますか？ 常人とどう違いますか？ 

 

師：まだ常人の中で常人と同じように苦に耐えなければなりません。あなたが羅

漢果位を得たとしても、常人の中で大した力もない子供があなたを罵っても、あ

なたが常人の中で修煉しているので、引き続きあなたの心を取り除かなければな

りません。一部の人、根基がよい人は、彼の心はすでにかなり取り除かれました

が、再びあなたにもう一度繰り返させるのです。一般の修煉、正常な修煉では、

一通りで圓満になりますが、一部の人には二度繰り返させます。あなたが高いと

ころへ修めようとするならば、三度繰り返させて、すべて修めて乗り越えました

が、再度あなたに繰り返し修めさせます。もっと高いところへ修めようとするな

ら、この問題が現れるはずで、あなたはやはり常人の中で修めなければなりませ

ん。もしあなたが羅漢果位を成就したら、あなたに迷惑をかける人はおらず、常

人の中で誰もがあなたに迷惑をかけず、あなたがこの環境を離れればどのように

修めるのでしょうか！ もしあなたに迷惑をかける人が常人ではなく、常人の中

で佛や菩薩、羅漢らが現れて、あなたにトラブルを作ってあなたの執着心を取り

除く、それはありえないのです。師父があなたにこれらのことを作り、これらの

ことを按排し、すべての難を按排するにしても、やはり常人を利用して行なった

り、常人を使ってあなたを妨害したりして、常人の環境の中で向上させます。 
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弟子：一部の学習者は講習会に参加してから、また他の功法に参加しましたが、

まだ引き続いて法輪大法を修煉しようと思ったらどうすればいいでしょうか？ 

 

師：このような人は往々にして悟性があまり良くありません。我々は修煉は縁に

従うと言いました。彼は得ようと思って法輪大法を学びました。彼に学びに来さ

せる人はいません。彼は法輪大法が良くないと思うようになり、学ばなくなりま

した。彼は後でまた法輪大法がいいと思って、また学びに来たくなり、それなら

学びに来てもよいのです。しっかり修められるかどうかは彼個人の問題です。法

輪大法に入って真に修める弟子になれるかどうかに関しては、我々は彼に厳粛に

言わなければなりません。つまりあなたが我々のところで修めるなら、それ一つ

だけを修煉し、法輪大法に専念して修めなければなりません。さもなければあな

たは何も得られません。ここで専一でなく、むやみに練るなら何にもなりません。

我々は善意で彼に言えばよいのです。しかし、あなたが我々のところで煉功して

はいけないと言ってはいけません。我々には何の権力もなく、人に命令する資格

はありません。人に勧めることしかできず、善を勧め、善を勧めるのです。 

 

弟子：各地で講習会を行う状況や全国での法輪大法の情勢はいかがでしょうか？ 

 

師：現在、法輪大法の講習会を行うことは、とりあえず全部断っています。断っ

た理由は私が今処理する必要なことが沢山あり、各方面のことも処理しなければ

ならないからです。これからどうするかに関しては、現在はまだ考えていません。

処理し終わってから、処理した情況により決定します。法輪大法の発展状況を言

うと、私は皆さんに教えますが、現在、我々の法輪大法は人から人へと伝わり、

法輪大法を学ぶ学習者はすでに相当多くなり、私に言わせれば数十万人もいるで

しょう。私が各都市に行って講習会を開く時、当地の市や県から来た人もおり、

人の来ていない県はほとんどありません。彼らは帰った後、あちこちに行って伝

え、このように伝わっているので、発展はすでに非常に速く、人数は非常に多く

なりました。湖北省のある県の町では、最初学ぶ人は二人しかいなかったのです

が、現在千人以上に発展しました。このような事例はたくさんあります。煉功場

に行って煉功する人がいれば、煉功場に行かないで煉功している人もおり、具体
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的な数字はなかなか把握しにくいのです。 

 

弟子：かつて精神病や癲癇を患った人は煉功できますか？ 

 

師：私は皆さんに注意しておきますが、このような人を我々の煉功場あるいは講

習会に連れて来ないでください。もしかすると、我々の法を破壊することになり

かねません。もし講習会であるいは煉功場で彼に発作が起きたら、人々から法輪

大法を煉ったから病気になったと言われてしまいます。そうなれば、我々の法を

破壊したのではありませんか？ なぜなら、我々には一つの前提があり、人のた

めに病気を治療してはいけないからです。ただし我々には一つの条件があり、本

当の修煉者に対しては、小さな病気なら、即時に解決することができます。大き

い病気にかかった人、身体にあまりにも多くの良くないものを帯びている人は、

自分の考え方を変えてから、初めて取り除くことができ、修煉したいと決心して

から、初めて彼のために業を取り除くことができるのです。もちろん、一部の人

はまだ修煉する意思がないうちに、すでに処理してあげました。本を読み始めた

時すでに処理しました。なぜでしょうか？ 彼の根基がとても良く、彼は元々得

るべきだからです。このことはみな一律に見てはいけません。家族の中にこのよ

うな病人がいて、大法が良いと思うなら、彼に学ばせてもよく、彼に家で学ばせ

ればよいのです。我々は先に明言しておきますが、私が勝手にこれらの常人の問

題を解決してはいけないのです。彼が修められるかどうか、彼自身によるほかあ

りません。修められないなら、あなたも彼に修めさせないでください。一旦問題

が現れたら大法を破壊してしまうことになり、私がこれらの常人の問題を解決し

てあげてもよいのですか？ 私が治療してあげないので、彼は法輪大法を煉って

精神病になった、先生は治療してくれないとあちこちで言いふらし、私に泥を塗

ります。いずれにせよ、我々はすでにはっきり言いましたが、彼を講習会に入れ

ず、煉功場にも来させません。癲癇の人なら一般的に問題はありません。講習会

で我々は癲癇の人は講習会に参加してはいけないと明確に言ったことはありませ

ん。一般的に我々の係員は彼に入ってほしくはありません。彼が考え方を変えて

いないうちは、発症しやすいからです。発症すれば我々に影響をもたらします。

癲癇の人は精神病の人と違い、彼は単一の問題であり、ただ頭の中に一つのもの
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があるだけです。その良くないものが取り出されたら良くなります。一般的には

このような情況です。 

 

弟子：全体の向上についてどのように理解しますか？ 

 

師：全体の向上とは、つまり完全無欠の向上ということです。我々の修煉過程の

中で、あなたの身体のあらゆる生命体とあなたが修煉してできた生命体はみなあ

なたと一緒に向上します。我々は全体の調整を講じますが、全体的に皆さんのた

めに、学習者のために身体を調整します。全体の向上とは、主にあなたの心性が

上がってきて、あなたの功も同時に上がってくることを指しています。先ほど話

したことと同じです。ある人は、なぜ生理がこないのかと聞きましたが、あなた

の心性が上がってきたら、功も上がってくるのです。業力があまりにも大きい人

は身体を調整しても、一部がついて上がることができず、遅れる可能性もありま

す。つまり全体的に向上しなければならず、その先決条件としてはまず心性が向

上しなければなりません。ただ身体を変えたいとか、劫難から逃れたいと思うな

らそれはいけません。修煉で自分自身を変えようとすれば、心性を修めることか

ら始めなければなりません。次元の高さを決める功がなければ、つまりあなたの

心性の高さが変らなければ、何を話しても無意味なことです。 

 

弟子：一部の学習者が提出した問題ですが、魔の大法に対する妨害についていか

に対処すべきでしょうか？ 

 

師：皆さんに教えますが、我々の正法を伝えることに、もし反対する人がいなけ

ればそれこそおかしいことです！ 皆さん考えてみてください。私が今日もしこ

の事をやらなければ、私は一番楽です。私が皆さんのためにこの事をしているの

で、私が遭った妨害とあなたたちが遭った妨害が、みなこの法を阻害し、人に法

を得させないのです。人があと一歩というところに至ると、法を得ようとすれば、

魔は許さず、あなたを阻害しようとします。その魔は、あなたは私に借りがあり、

私がまだあなたに返してもらうのを待っているのに、あなたが法を得たら、私に

返すべき借りはどうするのかと考えています。その魔はあなたを恨むのです！ 
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各方面の要素はみな阻害の作用をしています。はっきり言えば、すべては自分で

もたらしたことであり、人はみな業力があります。昔、イエスは、人間よ！ 汝

には罪があると言いました。彼が人間には罪があると言ったのは、業を罪と称し

たからです。実際はこうなのです。自分が良くないことをしたので業力をもたら

しました。それは罪ではありませんか？ それは各方面に阻害の作用をします。

あなたが正法を得たので、もちろんあなたを妨害します。つまりこの原因です。

ですから、我々が遭ったこれらの事はすべて我々の心性に対する試練です。法輪

大法を学んだらいかに良くないとか、あれこれ言う人もいますが、それもあなた

が固い意志を持っているかどうか、本質からこの法を認識できるかどうかを試し

ているのです。あなたがまだ本質からこの法を認識していなければ、あなたはど

う修めるのですか？ あなたが悟りを開く前に、法に対して固く信じることがで

きるかどうかという観念がずっと存在しており、どの門派においても同じです。

本質的なものにおいてあなたがまだ固い信念を持っていなければ、それではあな

たは何を修めるのでしょうか？ ですからこの方面の試練と妨害があります。 

 

 私が講習会を開く時、必ずたくさんの別の気功講習会も同時に始まります。私

がもしそこで講習会を開かなければ、そんなに多くもありませんが、私が講習会

を開くと、一気に多くの邪な気功も集まって来て講習会を開きます。なぜでしょ

うか？ つまりあなたがこの事をやろうとすれば、それと相応して魔の妨害もや

って来ます。すなわちこのように按排されているのです。どの門に入るのか、正

法を得るのかそれとも邪法を得るのかはあなた次第です。あなたがどの門に入り

たいのか、あなたが決めることです。言われたように、人が修めることは非常に

難しいことであり、しかもこうあるべきなのです。非常に難しいのも当たり前の

ことです。なぜなら、我々の一切はすべて自分がもたらしたからです。しかしこ

の難の中から人の心性、悟りが現れます。向上できるかどうかは、様々な方面の

原因により、相補って成し遂げられます。弁証法的にこれらの事を見るべきであ

り、ですからこれらの妨害があるはずです。 

 

 長春にはこのような人がいました。彼は、私は佛だ、あなたは他の人に従って

学ばなくてもよい、私はどうのこうのと言いました。各方面の妨害、甚だしきに
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至っては私の個人の名誉に対する破壊もあり得るのです。あなたがそれを受け入

れるかどうか、信じるかどうか、どのように対処するかを見るのです。それは様々

な手段を使って破壊しに来るはずであり、あなたの心を動揺させるためです。あ

なたが揺るぎなく信じるかどうかを見るのです。 

 

 ある人は一心に正法を修め、あれこれのことに動揺しないと言いました。実際

は、我々の多くの学習者はすでに法の威力を体験し、自らの変化もかなり大きく、

私の説いたこの道理も分かっています。それでも、彼がまだ動揺するなら、それ

は悟性の問題ではありませんか、悟性は確かに非常に低いのです。つまりこうい

う道理です。ですからこれらの妨害は、私に言わせればそれも正常なのです。修

煉はまさに荒波が砂を洗うように、砂をすべてふるい落とした後、残ったものこ

そ真の黄金です。どれぐらい黄金が残るか、それは皆さんがいかに修めるかによ

るのです。 

 

弟子：法輪大法の宣伝資料を多く作って、煉功場で宣伝するために使ってはいか

がでしょうか？ 

 

師：我々の法輪大法の宣伝、功を伝える方法は、すべて現在の気功の宣伝方法と

は違うのです。皆さんが知っているように、我々は何かを誇張したこともなく、

何かを持ち出して見せびらかしたこともありません。このようなことはありませ

ん。他の気功師はもし病人を一人でも治したら、あちこちにこれを宣伝し、聞く

人がいなくなるまでずっと宣伝をやめないのです。我々にはこのようなことはあ

りません。我々の学習者は何千、何万人もおり、みな病気がなくなりましたが、

これを宣伝したこともなく、これらのことをわざわざ持ち出すこともありません。

もちろん、初期の頃、皆さんは新聞で何らかの情報を見たことがあります。なぜ

でしょうか？ 初期の頃、我々は通常の気功の形式で伝え出したのです。最初か

らこんなに高いことを説いたら、人々は受け入れられないのです。ですから、我々

もこのような初歩的なものから次第に認識させる過程を歩みました。皆さんも知

っているように、我々が初期に長春で講習会を開催した時、私が説いたものもか

なり高かったのですが、しかし、いつも気功と称していました。我々は今日、高
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次元へと功を伝えるので、これらのことはもう言わなくなりました。これも人々

に次第に認識させる一つの過程なのです。 

 

弟子：自動車工場は十万人以上の従業員がいる企業なので、うまく展開できなけ

ればどうしましょうか？ 

 

師：我々のこの法輪大法は、自動車工場において本来比較的うまく展開していま

した。皆さんはそれらの魔を知っているでしょう。それらの妨害はかなりすごい

のです。それはつまり魔なのです。しかし我々はすでに話しましたが、これらの

ことはみな相補って成り立つものです。どれくらいの人が修められるのか、修め

られないのか、それは個人によることです。妨害がなければそれはどうして可能

なのでしょうか。妨害をする人がいなければ、あなたの修煉はあまりにも易しす

ぎるのではありませんか？！ 大道がこんなに平坦で、上へと修めるのに、いか

なる難もなければ、これは修煉ではありません。そうではありませんか？ 魔難

があって初めて人は修めることができるかどうかを見分けられ、初めて人の各種

の執着心を取り除くことができます。しかしこの魔は確かに非常に大きいのです。

それは相当大きな破壊作用を果たし、たくさんの人を台無しにしました。果たし

た作用はすでに一般の魔の作用を超えました。これらのことはかなり高い次元に

おいても知られており、高級生命もみな知っています。どう処理しますか？ こ

れらのことに関しては私の同意が必要になります。私は人に一度機会を残したい

のですが、今見たところではこの機会はもう残してはいけないのです。将来自動

車工場では大法を学ぶ人がきっと多くなってくるはずです。 

 

弟子：一部の学習者は講習会に参加しようとしていますが、ずっと参加できてい

ません。朝晩の煉功場の学習者はどうしたらいいでしょうか？ 

 

師：一部の学習者は講習会に参加しようとしていますが、私のこの講習会はずっ

と行なっていても、また十年続けていても、まだ参加しようとする人がいるはず

です。我々には多くの古い学習者がおり、さらに私の本や録音テープ、録画テー

プがあり、すべて法を伝播し人を済度し教化する作用を果たすことができます。
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実は、皆さんはすでに主力の作用を果たしています。特にこの期間において、あ

なたはきっと主力の一人です。私が直接伝えなくても得ることができます。そう

ではありませんか？ そうであれば、皆さんはこの方面の仕事をできるだけ多く

担当すべきだと思います。他の人を助けて、特に学ぶために煉功場に来た人に対

して、輔導員はさらに責任を負うべきだと思います。あなたの責任は小さくなく、

簡単に人に呼びかけるようなことだと見てはいけません。できるだけ多く法を会

得し、多く法を学び、より多くのものを習得すべきです。 

 

 私は一つの問題点を特別に強調したいと思います。つまり我々の煉功場で、望

ましくない反応が出たり、変な状態が現れたり、気が狂ったようになったりする

人は、必ず他の功を練ったり、他に追求しているものを放棄していないのです。

これは間違いのないことです。絶対に間違いのないことです。このような人は百

パーセント他のものを練っており、あるいは家で他のものを祀っており、放棄し

ていないのです。これは一つの情況です。もう一つは法輪が変形した問題です。

これも他の功法を混ぜて練って、あるいは意識の中で混ぜたことによって起こっ

た問題です。この二つの情況は、皆さんに教えますが、間違いなくこのような原

因によって起こった問題です。この二つの情況だけは普通私の法身がかまうこと

はありません。彼は他の功を練り、混ぜて練るので、我々法輪大法の人ではあり

ません。私の法身は彼にかまわず、法も彼に与えません。それらのでたらめな魔

は彼が法輪大法を煉り始めたのを見れば、もちろん彼を妨害し危害を加えるので

す。彼は気が狂って、法輪大法を破壊しかねません。このような問題が現れるこ

とがあります。このような人もいます。彼は一心に法輪大法を修煉していますが、

意念の中であるいは動作の中ではいつも何かを感じてみたい、何か他のものを加

えてみたいと思っています。以前、他の功を練っていた時に少し感覚がありまし

たが、今回法輪大法を煉ったら、そのような感覚はなくなりました。彼はまだそ

のような感覚を求めています。これは執着するものを追求しているのではありま

せんか？ 彼が以前のものを加えると、法輪は変形してしまい、法に問題が現れ

ます。絶対こういう情況です。 

 

弟子：人生の本当の意義はより楽に生きるためですか？ 
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師：次のような考えを持っている人もいます。つまり私は何のために修めて佛に

成就するのかと言っています。これは佛に対する認識が非常に乏しいことを物語

っています。何のために佛を修めるのかと言っています。笑い話ではありません。

彼は確かに知らないのです。何のために佛を修めるのでしょうか？ 一つは、永

遠に人身を保つことができるようになります。二つ目は永遠に苦しまず、永遠に

美しく生きていくことができます。人の一生は非常に短いのですが、人身が保た

れることはその一面です。その他には彼は苦しまないのです。あなたの生命が生

じたところはかなり高い宇宙空間にあります。宇宙空間から来たのですから、本

性は善良なのです。自分が悪いほうに変ってしまったので、一歩一歩ここに落ち

て来て、壊滅されるのを待つばかりです。それはこのような過程です。何のため

に元に戻るのでしょうか？ 本当にあなたが生じたところは高層の空間なので、

それこそ最も美しいところで、あなたのいるべきところです。 

 

 大覚者の言葉で言えば、人はまるで泥沼に落ちているようで、みなここで泥ん

こ遊びをしているのです。しかしここに人が来た時、みなこのようであり、まだ

悪くないと思っています。人はみなとても良いと思っており、泥んこ遊びをして

いるのに、まだ気持ちが良く、悪くないと思っています。一つ例を挙げますが、

人を罵っているのではありません。例えば、豚小屋の中で寝ている豚は糞尿の泥

の中におり、その境地の感覚では、それは悪くないと思っているでしょう。人は

常人の境地の中におり、一旦昇華して上がってきて振り返って見れば、とても耐

えられるものではありません。つまりこういう道理です。人は常人の中で泥んこ

遊びをしており、いたるところでとても汚いと言われていますが、つまりこうい

う意味です。この汚い環境の中で自分は他人より少しきれいだと思って自慢して

いますが、実際は泥だらけの身体を泥水で洗っているに過ぎず、私に言わせれば

さほどの違いはないのです。 

 

弟子：人生の本当の意味はよく修煉して、佛になることですか？ 

 

師：佛になることではなく、返本帰真なのです。よく修煉して元に戻ることが、
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本当の意味です。高級生命の立場から見ればこうなのです。しかしあなたが常人

の中の学校の先生に聞けば、このようにあなたに教えるはずはありません。なぜ

なら常人は常人の中の事情をあまりにも重く見ており、彼には宇宙の真相が見え

ないからです。人類は現在、西洋から伝わってきたこれらの知識を詰め込まれて

あまりにも絶対化しており、かえって人はますます物質化してしまいました。現

有の理論を用いて一切を量り、人類はこの常人の中にますますひどく陥っていま

す。 

 

弟子：夢の中であちこちトイレを捜して、やっと一か所見つけましたが、目覚め

たらすでに漏れていましたが？ 

 

師：皆さんに一つ例を挙げましょう。武当山は真武つまり玄武、道家でいう玄武

大帝の修煉の場です。武当山での玄武の修煉物語を読んだことがあります。それ

は彼の修煉の過程を語っています。その中の一節に彼のことをこう書いています。

彼が長年修煉して、四十年あまりの歳月で、すでにかなり高い次元にまで修煉で

きました。ある日夢の中で、魔が彼を妨害しに来て、美女に化けて全裸になりま

した。彼がふらふらしている時、自制できず情を起こしました。その後、彼は非

常に悔しくてとても後悔しました。彼は自分の修煉はまだ見込みがあるのか？ 

こんなに長年修めてきたのに何にもならず、自分の心を律することもできず、も

う駄目だと思い、自棄になって山から下りて来ました。下りて行く途中で、針を

磨いているおばあさんを見かけました。鉄棒を針にしようと磨いていたのです。

当時、古代の人はみなこの方法で針を磨いていたのかもしれません。 

 

 彼は、おや、あなたはなぜこんなに太い鉄棒を磨いて針にするのですか、とお

ばあさんに聞きました。おばあさんは時間を長くかけて磨けば必ず針になると彼

に教えました。真武は心から感動しました。このおばあさんは針を磨く時に碗の

中に水を入れていました。水は一杯になって溢れているのに、まだその中に入れ

ています。彼はおばあさんに、水が溢れているよと言いました。彼女は満ちたら

自然に溢れると言いました。実は彼女は彼に啓示しているのです。一人の人が修

煉の過程で、それをあまり重く見ないようにという意味を彼に教えたのです。一
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回上手くできなくても、次回はきっと上手くできます。人体にはみなこのような

本能があるので、満ちたらそれが漏れるのです。彼女は彼にこの意味を示したの

です。この話の中に一つの物語を語りましたが、あまりまとまっておらず、あま

り適切ではないようです。しかし皆さんに教えますが、このことはその通りかも

しれません。先ほど質問を提出した人のことは、このようなことかもしれません。 

 

弟子：站樁あるいは坐禅をするたびに、煉功し始めると、すぐ煉りたくなくなり

ますが、やめたらまた後悔するのですが？ 

 

師：それは自分の心から生じた魔の妨害です。常人の心には魔（思想業力の妨害）

が生じることがあるのです。なぜでしょうか？ あなたの心の中、思想の中に生

じたそれらの良くない思想物質はみな抵抗の作用をするのです。あなたの修煉が

良くできていれば、このような悪い物質は消滅されてしまいます。ですから、そ

れは承知せず、あなたに煉らせないのです。なぜあなたは煉功する時いつも動揺

するのですか？ 思想の中で、煉るのをやめよう、こんなに苦しいと思うからで

しょう。あなたに教えますが、その思想には原因があるのです。外からの魔の妨

害がなくても、自身からの魔の妨害があるはずです。それらの良くない物質によ

る作用です。いかなる物質も他の空間においてはみな霊体です。 

 

 私はこのような話をしたことがあるのではありませんか？ あなたが良く修煉

できればそれが消滅されてしまいます。それを消滅して初めてあなたは良く修め

ることができ、初めてその悪い考えを取り除くことができます。坐禅の時、入静

できない人がいます。雑念がずっと湧いてきます。それはあなたにそれらの物質

が存在しているからです。それも生きているものです。それはあなたの思想の中

で以前生じたものであり、妨害の作用をしています。あなたが良く修煉できれば、

それは消滅され、消滅されればされるほど少なくなり、最後には全部消滅されま

す。それではそれが承知しますか？ あなたが修煉すれば、それは妨害します。 

 

 思想の中で師父を罵り、我々の大法を罵る人もいます。しかし必ずはっきり分

からなければなりません。それはあなた自身の主意識が罵るのではなく、思想業
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という悪い物質があなたの思想に反映して生じたのです。一旦この問題が現れれ

ば、すぐそれを抑えなければなりません！ 主意識は必ず強くならなければいけ

ません。修煉を邪魔する意識が現れれば、すぐ排除します。こうすれば、私の法

身はあなたの思想がしっかりし、動揺しないのを見て、あなたを助け、それらの

大部分を消去します。ですからあなたはこのような体験があるはずです。 

 

弟子：修煉の次元はすでに決まっていますが、大法無辺なので、もっと高い大佛

に修めて成就できるということは本人が達した次元を指しているのですか？ 例

えば羅漢に達してから再び願を立ててあらためて修めることもあるのでしょう

か？ 

 

師：ある人は羅漢果位まで修め、羅漢果位で圓満成就することを定められていま

したが、それではだめで、私はまだ高いところまで修めたいと思い、あなたに本

当にその能力があれば、あなたは再び願を立てて、もっと高いところへ修めるこ

とができるのです。昔このような人がいましたが、非常に稀です。なぜあまり見

られないのでしょうか？ 人に修煉の道を按排する時、按排したその次元はすで

に彼自身の情況に基づいて按排したので、各種物質の多少は自分の耐える能力に

よって決められているのです。ですから一般的に大きな違いはないはずです。し

かし特別に良い人も稀にいます。彼の持っている一部のものは隠れており、一定

の次元では見えないのです。修煉が一定の次元に達すると、その師父はもう自分

の力で導くことができなくなったと見て、自ら去って行きます。それからまた別

の人が来て導きます。このような情況もあるのです。さらに高い次元へ導くこと

は、自分が言う必要はなく、彼が自らあなたをさらに高い次元へ導くことになり

ます。 

 

弟子：ある日、李先生の夢を見ました。先生は、あなたの情況はちょっと特殊だ

と言われました。その意味は、私はどこかの方面において駄目であるかも知れな

いということのようです。その後、李先生は私のために身体を調整されて、私は

下腹部、足の裏にサーっとした流れを感じました...... 
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師：これはとても簡単なことです。これはあなたが修められないということでは

なく、あなたが修める過程でまだ他の要因があることを意味しています。これは

一般的に法身が解決できます。この状態は夢ではなく、確実に接触したのです。

あなたは昼間に定力が足りず、定の中で見えないので、夢の中で見ました。それ

はかまわないのです。夢の中で私と接触することは正常なことです。 

 

弟子：より良く修煉するために、日常の生活の中で真、善、忍を心の中で念じる

のはよろしいですか？ 

 

師：日常生活の中で真、善、忍を心の中で念じるのは、問題ありません。これは

構いません。煉功の時には念を動じさせないようにしてください。 

 

弟子：『長春夕刊』の報道によると、今年の夏チベットである人が経を講じ、大小

の二百あまりの活き佛が参加しました。どのようにこのことを見ますか？ 

 

師：和尚も、ラマ僧も人間です。彼らが何かをやりたければやればよいのです。

彼らがやったことは佛がやったのではなく、佛がやらせたのでもありません。常

人はこれらのことを重く見ています。修煉者ははっきりと分かるべきです。経を

講じることも同じで、修行者の一種の宗教活動にすぎません。そのうえ、末法時

期には講じられるものはもう何もないのです。その他にもう一つの問題に触れま

すが、皆さんが知っているように、和尚にしても、ラマ僧にしても、国家の政治、

法令に干渉してはならず、常人の中のことに干渉してもいけません。そのような

デモを行なったり、独立運動を行なったり、皆さん考えてみてください。修煉者

としてこれをすべきでしょうか？ これは常人の執着心ではありませんか？ 常

人のことをあまりにも重く見すぎたのではありませんか？ これらのことは、修

煉者の取り除くべき執着心ではありませんか？ 私は我々法輪大法のところは浄

土だと言いました。これは間違いのないことです。我々は学習者に対する心性の

要求が非常に高いのです。我々は学習者に心性の修煉を重んじることを要求して

います。英雄や模範人物は、常人の中の英雄や模範人物にすぎず、我々の要求で

は、あなたが常人を超えて、完全に個人の利益を放棄し、すべて他人のためにす
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るのです。その大覚者は何のためにするのですか？ 彼はすべて他人のためです。

ですから、学習者に対する私の要求は、かなり高く向上も非常に速いのです。 

 

 一つの例を挙げて説明しましょう。私が先ほど言ったこの話は決して行き過ぎ

ではありません。全国各地の各業種でどんな大型の会議を開く時にも、落し物を

捜すのは非常に難しいのです。もちろん稀に良い人もいますが、それは非常に少

ないのです。法輪大法の講習会では落し物は全部見つかります。どこの講習会で

も同じです。何千人もいる講習会で、毎回の講習会で拾った腕時計や金のネック

レス、指輪、お金、金額は多いものから少ないものまで、千元以上のものもあり、

拾ったらすぐ届けてくれます。私が会場で放送したら、落とし主が取りに来ます。

このようなことは、雷鋒を見習うあの年代で見たことはありますが、学習者も最

近は長年見たことがないと話しています。講習会が終わってから学習者はみな自

ら心性を要求し、他人と社会に責任を持ち、厳しく自分を律することができます。

私が言った我々のところは浄土であるということは正しいのではないでしょう

か？ 

 

弟子：ある学習者は何かの自然○○功の本をめくってみました。本の中で自分の

功を自画自賛し他人を批判して、法輪大法をけなす内容があります。この学習者

は二頁めくった後、本の中にこの功の動物の影が動いているのが見えたので、入

静に影響を受けましたが？  

 

師：我々はすでに言いました。これらのものを読んではいけません。あなたは何

のためにそれを読むのですか！ 真剣に修煉する弟子はこれらの偽りのもの、邪

なものを全部焼却したのに、あなたはまだそれをめくり、この差はあまりにも大

きいのではないでしょうか？ あなたは求める心を抱いてそれを見ていたのでは

ありませんか？ でたらめなものを見ないでください。本物の功法は、公に伝え

ておらず、これらのことに関わらないのです。気功を普及する気功師は、やるべ

き事をすでにやり終えたのです。現在、今日この功が現れ、明日にはあの功が現

れても、それらの気功はほとんど偽物です。外部で、正法を伝えることを妨害し

たり破壊したりしているのです。 
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 ことの分かる気功師は、みな伝えなくなりました。今でも伝えているのなら、

法を妨害しているのではありませんか？ やるべき事をやり終えて、大きな功績

を立てました。今もさらに伝えるならば、妨害になります。ですから金銭のため、

売名のため、利益のための偽気功師はすべて魔です。彼自身が自分は魔であるこ

とを知らないのです。我々は講習会で絶対的に言わなかったのは、主に一部の人

が受け入れられないことを配慮したからです。実は、ほとんど魔が妨害している

のです。 

 

弟子：学習者が入静して煉功する時、いつも邪な考えが現れるのですが？ 

 

師：そうです。これも私が先ほど話したことで、以前自分が良くないことをした

時に生じた各種の考えが物質として存在しており、これらの物質が作用している

からです。あなたがそこに座って煉功する時、それらの良くない考えは、人を罵

りたくなったり、悪い事をやりたくなったりして、あなたを操り考えさせます。

つまり以前思想の中に生じた悪い物質がまだ作用しているのです。先生を罵る場

合もあります。あなたは心配しないでください。あなたはできるだけそれを抑制

し、排斥すれば、それは消滅されるはずです。必ずこのような良くない考え方を

排斥してください。一旦現れても心配しないでください。それはあなたが先生を

罵りたいのではなく、思想業力があなたの大脳に反映しているのです。 

 

弟子：学習者が静功している時、他の学習者がある功にはイタチの憑依があると

周りの人にいつも話しています。夜、学習者は夢の中で誰かに香を焚くように教

えられましたが？ 

 

師：今後これらの話は直接別のでたらめな功を練る人に言うべきではありません。

我々の一部の学習者はとても仲のよい友達がいて、彼が練っているのがその憑依

した功であれば、あなたは彼に説明しても構いませんが、できるだけ側面から話

しましょう。あなたが多くの見知らぬ、しかも憑依した功を修練する人のところ

に行きその功が良くないと言ったら、もちろん彼らはあなたを攻撃し、一緒に非
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難し、場合によっては聞きづらい言葉を言うかもしれません。我々はこれらの厄

介な事を避けるべきです。我々は善を勧めるように話します。彼が認識できれば

いいのですが、我々はできるだけこれらの事を避けるべきです。本当にその功の

門に入ってしまって、その中から出ようと思わない人は、すでに邪道に入ったの

で、彼の本性はすでに迷ってしまい、少なくとも悟性が駄目になったのです。改

めることができればもちろんいいのですが、改めようとしなければ、無理に勧め

てもだめです。要するにやり方に少し注意すべきであり、これらのことに注意す

ればいいのです。邪なものがあなたを傷つけることはできません。 

 

弟子：カレンダーを複製する人が原価で学習者に譲っており、一銭も儲けがない

ならいいでしょうか？ 

 

師：これらの事を私はこう考えているのです。たとえこの学習者が非常に良くて、

皆のためにこの事を行い、原則的にも背くことはありませんが、しかしその中に

は金銭のやり取りの問題があります。たとえ原価でも金銭に関わっています。私

の考えではできるだけこれらの事を避けて、金銭に触れないでください。なぜな

ら、あなたが金銭に触れているうちに、時間が長くなると心の中でバランスが取

れなくなる可能性があるからです。いつもこれらの事をやっていれば、次のよう

な考えが生じるかもしれません。つまり私はこのままでは採算がとれないとか、

私の交通費はこの中から捻出すべきではないかとか、他に少し損失があったので

算入すべきではないかと考えてしまいます。これによって人の各種の心を助長す

ることになります。段々とこの事に対して把握できなくなるので、くれぐれもこ

れらの事に注意しなければなりません。 

 

 なぜ皆さんにお金に触れさせないのか、皆さん知っていますか？ 釈迦牟尼は

二千五百年前、人にお金と物に触れさせないようするために、皆を連れて深山に

入って修煉していました。ただ一つの托鉢用の碗しか持っていませんでしたが、

この碗に関しても一度法を説き、碗に対しても執着してはいけないと注意しまし

た。これらのことは適切に処理できなければ強く人を妨害し、人の修煉に影響す

るので、くれぐれもこのような事に注意しなければなりません。イエスも当時人々
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を連れてどこかに着いたら、そこで食べ物をもらって、お金に触れさせなかった

のではありませんか？ 私はこの事に言及しましたので、この例を挙げました。

あなたたちはまだ深く理解できないかもしれません。私は必ず正しく歩まなけれ

ばなりません。私もあなたにこのようにさせてはいけません。長い歳月が経って

から、人々が李洪志の時期にこうした人がいたと言うなら、それではこの法はま

だ伝わることができるのでしょうか？ とっくに駄目になってしまい、時間が長

く経たないうちに駄目になってしまいます。写真がほしい人がいますが、ほしい

なら、あなたは自分で複写して自分で現像すればいいのです。しかしできるだけ

学習者の範囲に限定した方がよいのです。将来これらのものは、我々は社会で公

開して発行するかもしれません。私のカレンダーまでも出版物の統一番号がつけ

られたのです。将来我々は統一的にこれらのことを管理し、くれぐれも自分で勝

手にやらないでください。適切に処理できなければ大法を傷つけることになりか

ねません。 

 

 どのように販売するのでしょうか？ それは原価で販売してもいけません。く

れぐれもこのような心が動いてはいけません。何の役にも立ちません。自分が修

煉して向上し人を助けるなら、必ずしもこのような形式を採る必要はありません。

皆に法を知らせ、皆に少しでも法を伝えれば何よりもいいのです。人の心性の向

上は外形のものよりずっと重要です。これらのことは統一して法輪功研究会が管

理します。総站、分站、輔導站はみなお金に触れてはいけません。我々の法輪功

研究会はどんなことをするにもみな私の同意を経てから彼らは初めてやるのです。

どんな名目でも無断で行なってはいけません。それは権利を侵すことであり、社

会の法律も許さないことです。 

 

弟子：ある人はしっかり心性を修めようと思っていますが、日常生活の中で彼の

心に触れるものはなく、試練のような夢を見たこともありません。本人は先生が

自分を見守ってくれていないのではないかと心配していますが？ 

 

師：そうではありません。一人一人が各自に持っているものとその本人の状態は

みな同じではありません。彼の持っているものは複雑なものであるかもしれませ
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ん。皆さんに一つ例を挙げましょう。これはある特定の人を指しているのではあ

りません。僅かな人は、わりと高い次元からやって来たので彼は苦を嘗める必要

はなく、この法に同化しに来たのです。同化し終われば彼の修煉はそれで終わっ

たのです。僅かな人、極めて少ない一部の人はこのような人です。ただし、あな

たの言ったことはこの情況ではないかもしれません。私はただこのような情況が

あるということだけを言っています。たくさんの人には様々な要素が存在してい

るかもしれません。あなたが苦を嘗めるか嘗めないかにかかわらず、この法に同

化し、この法を学ぶことこそ極めて重要なのです。 

 

弟子：少なくない学習者が、夢の中で見た師父が教えた功は五式の功法の中のも

のではありませんが、どうすればいいでしょうか？ 

 

師：五式の功法の中の動作でなければ、それは魔があなたに教えたので、みな偽

りのもので、絶対私があなたに教えたのではありません。今日皆さんに伝えたの

はただこの五式の功法だけです。これらの功法で十分にあなたの身体を変え、あ

らゆる術類と有形のものを煉り出すことができます。真にあなたの次元の高低を

決定するその功は、練り出すものではありません。それはすでに足りています。

夢の中での練功は、頭の中で気づいたらやめてください。練るならこれは心性が

まだあまり堅実ではありません。もし堅実であるなら念が動くとすぐ気づくべき

です。 

 

弟子：圓満成就にならないうちにこの世から去って行った人はどうなりますか？ 

 

師：圓満成就にまで修めることができず、圓満成就に達していなくても、彼はそ

の果位にいて、果位を得たら、すでに成就したのです。しかし世間法から出てい

なければ、それは確かに問題があります。世間法から出ていない場合、三界内に

おいて異なる次元の空間に彼の行くところがあります。彼はある次元まで修めた

らその次元に行けるので、それも得るべきものを得たのです。もし、彼がそれで

はいけません、私はよく修めなかったが、願を立てて来世も続けて修めたいと思

うなら、それでは彼は来世にまた修煉の状態の中に入って、また続けて修めるよ
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うに按排することができます。しかし一つ注意すべきことは、把握できなければ

非常に危険です。また良く修めることができなければ、やはり下へ落ち、元より

悪くなる可能性があります。もし良く修めたら、元より良くなります。つまりこ

のような関係が存在しているのです。 

 

弟子：心性を修煉する過程で、いつも自分がやり間違えることを恐れ、いつも法

により量っていますが、やはり何かにぶつかります。これでよろしいですか？ 

 

師：やることをすべて心配していますが、そんなに執着しなくてもよいと思いま

す。この関係は非常に対応しにくいのです。考えすぎれば執着になりますが、考

えが足りなかったら、間違った事をやってしまう心配もあります。そんなに頭を

緊張させる必要はないと私は思います。我々は何かをする時に、一般のことなら

やれば良いか悪いかがすぐ分かるはずです。しかも、あなたにはこの事が終わっ

たらまたあの事が出てくるような、そんなに多くのことがあるはずはありません。

常人の中の事は考えなくても分かるはずだと思います。突然に現れた事なら、そ

れは良いことか悪いことかを考える必要があります。いつもそんなふうに考え、

どんなことをしてもそんなふうに考え、些細なことでも考えてしまうのは、私に

言わせればそれは心が執着しすぎたのです。正々堂々と修煉して、大事に着目す

べきです。もちろん修煉の過程の中で、自分が認識できなかった事をやり間違え

てよく把握できなければ、それはあなたがまだそこまで修煉していないからだと

思います。一部の事はあなたがまだ認識できない場合、それほど執着してはなら

ず、この心を取り除くべき時が来たら、自然に認識できるようになるはずです。 

 

弟子：性命双修の功法であれば元嬰と重なり合うのです。これは正しいでしょう

か？ 

 

師：つまり性命双修では、改変した本体と修煉してできた元嬰は、その時になる

と全部あなたの元神と合体して一体になるのです。 

 

弟子：肉を食べると業力が生じますか？ 
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師：肉を食べることそのものは、業力を生じることはなく、殺生の概念も存在し

ません。肉を食べることそのものは執着心ではなく、肉の美味しさに対する人の

執着心を助長するのです。 

 

弟子：一人一人の身体に持っている徳には限りがあり、修められる功の高さが定

められていますが、功を開き悟りを開いた後、まだ徳を積んで向上することがで

きますか？ 

 

師：徳には限りがあるので、功を開き悟りを開いた後は絶対に向上できないので

す。功を開いた後、この人は何でも見え、何でも接触でき、何でも分かるように

なるので、もう悟性は存在しません。何でも分かったうえで苦に耐えて高く修め

ることができれば、それでは修めない人はいないでしょう。佛でさえもさらに上

を目指して修めるはずです。なぜ彼の修煉は非常に遅くなるのでしょうか？ つ

まり彼はもうほとんど苦を嘗めることはないからです。彼は特殊な貢献ができた

時だけ、ほんの少し向上できます。この中にはこのような関係があります。もし

徳が足りないというのであれば、まだ業力があります。苦を嘗めれば、業力を転

化できるので、徳に転化できます。自分はまだ修められ、まだ修めたいと思い、

もし本当に続けて修めることができれば、親戚や友人の業力を取って来て、あな

たが消去してあげれば、それも徳に変わります。しかしこれは非常に難しいこと

です。これは人の心性、心の容量に相応して成り立つのです。その一歩になると、

すでに満杯になり、もう入れられなくなります。このような状態が現れます。さ

らに苦を嘗めると、容量が足りないことによってその人は悪く変わり、落ちてし

まい、修煉が無駄になってしまうかもしれません。 

 

弟子：釈迦牟尼はすでに功を開きましたが、なぜ四十九年間法を伝えてから、初

めて如来に達したのですか？ 

 

師：非常に高い次元から来た人は、如来を何倍も超えており、彼が修めるなら、

功を開いてから、四十九年も必要とせず、その半分の過程あるいはもっと短い過
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程を歩めばかなり高い境地に達することができます。これは彼の根基と関係があ

り、彼のいる次元とも直接関係があり、前世にいた次元ともかなり大きく関係し

ています。一人一人状況が異なります。 

 

弟子：釈迦牟尼は四十九年間で如来の次元に達したのですが、誰が彼に功を演化

してあげたのですか？ 彼は頓悟に属しますか、それとも漸悟に属しますか？ 

 

師：彼は頓悟に属するのです。彼は人を済度しに来たので、修煉しに来たのでは

ありません。誰が彼に功を演化してあげたのでしょうか？ 誰も功を演化してあ

げませんでした。下りて来てこのような事をする人はすべて、下りる前に、多く

の大覚者と共にこの事を討論し、自分が参与して今後やる事を決めます。決めて

おいてから、計画通りに歩み、いつになったら功を開き、いつ圓満になり、いつ

終了するかは、すべて決められていたのです。彼は我々が言っているような功を

開き、悟りを開くことではありません。あなたはあまり理解できないかもしれま

せんが、つまり彼は一度に自分の記憶を開いて、以前の自分が修煉したものを思

い出しました。彼はそれを持ち出して人に伝えたのです。釈迦牟尼が当時伝えた

法、宗教の法、佛教の法は高くないと私は言いましたが、これは釈迦牟尼が高く

ないということではありません。釈迦牟尼は自分のものを全部伝えてはいません。

彼は二千五百年前に原始社会から抜け出たばかりの人に対して伝えたので、それ

は彼の法のすべてではありません。 

 

弟子：坐禅する時だけ功を演化するのですか？ それとも心性が向上すると同時

に演化しますか？ 

 

師：坐禅中、煉功中、苦しみの中、難を受ける中で、すべて功が演化し、心性が

向上する過程で次元の高さに相応する功が伸びているのです。 

 

弟子：観世音は佛になったと言う人がいますが？ 

 

師：人の言ったでたらめなことを信じてはいけません。皆さんに言いますが、末
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法の時期に至った人類社会では、覚者たちはみな手を引いて関わらなくなり、彼

らが関わることも許されなくなりました。手を引いて人類社会に関わらなくなっ

ただけではなく、末劫の中で彼らの境遇もかなり困難になり、自分のことさえ手

に余っているのです。これらのことによって、彼らのいる次元でも問題が現れま

した。私は皆さんに以前このことを話したことがありますが、現在他人のことを

構う人はもういないと言いました。これは大げさに言っているのではありません。

皆さんに教えますが、これらのことは紛れもないことです。あなたが佛を拝むに

しても、各種の宗教の像を拝むにしても、その上には何もありません。ごく稀に

一つの影がそこに存在しているかもしれませんが、しかし彼は話ができるほか、

もう何もできなくなりました。今は末劫になり、この時期になったらこのように

なるのです。 

 

 現在、人々が認識している観音菩薩は、すなわち数年前人々が拝んでいた観音

菩薩です。彼女の功は実際、如来佛や阿弥陀佛よりも少し高いので、大菩薩自身

は佛でもあります。しかし、彼女はまだ如来の境地に達していません。ところが

彼女が持っている功の中には如来を超えるものもあります。彼女が修めたのは菩

薩であり、彼女は彼女のことを行なっており、この中にはたくさんの高くて深い

道理があり、これ以上もう話してはいけないのです。これらは人類に知らせるべ

きではないからです。これは我々が想像したようなことではなく、常人のような

上下階級の関係でもなく、まったく違うことです。 

 

弟子：法輪世界の羅漢や菩薩は、他の世界の佛よりも高いと言う人がいますが、

本当にそうですか？ 

 

師：これはそう言えます。一部の世界の佛が他の世界の佛より高いという言い方

は、正しいのです。次元は佛の世界での位置を決めているからです。如来の次元

にいる佛は、もし佛の果位に達した多くの人を導いているなら、これらの人にも

やはり高さの違いが存在しているのです。法輪世界のすべてにこのような現象が

存在しています。法輪世界の羅漢、菩薩は他の世界の佛より高いと言いますが、

確かに法輪世界の次元は非常に高いのです。我々が今日伝えた法はとても大きく、
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法輪世界に限って伝えたのではありません。私が人に知らせるべきものは法輪世

界ですが、法輪世界を超えたものは人に知らせてはならず、人に知らせることは

許されないのです。多くの人はすでに感じましたが、この法はこれほど大きいも

のです。それほど多くの大覚者もこの法に同化するためにやって来ており、これ

は一般の法ではなく、とても高くまで修煉者を導くことができます。これは間違

いのないことです。すべての修煉者はみな法輪世界に限られるということではな

く、これも間違いのないことです。釈迦牟尼、阿弥陀佛も彼の一門の中で修煉す

る人がみな彼のところに行くとか、あるいはどこそこに行くとか言ったことはあ

りません。彼の範囲を超えたら、別のところに行くかもしれません。 

 

弟子：羅漢に達した時の功の高さには基準があるのですか？ 初果羅漢は心性と

功の高さにより決められたのですか？ 

 

師：羅漢の次元は異なる佛の世界で確定された不変の基準です。 

 

 学習者の心性の高さは彼の功の演化形式と同じなのです。すべてこの一歩に達

しなければならず、全部高エネルギー物質によって取り替えられ、それに相応し

て成り立つのです。これらのことについて私はかなり重く強調しました。これら

の問題について輔導員はみな説明できるはずです。世間法を出てからの修煉は佛

体修煉ではありませんか？ 出世間法修煉なら、あなたはすでに佛体であり、佛

体は高エネルギー物質に完全に取り替えられた身体です。世間法を出て浄白体に

なれば、それはすでに全身が高エネルギー物質に取り替えられた透明体ではあり

ませんか？ さらに前へ修めれば、それはもう佛体になったのではありませんか、

つまり初果羅漢に入ったのです。こういうことです。 

 

弟子：身体の中にできた生命体、例えば龍などは六道輪廻の中にありますか？ 

 

師：六道輪廻の中にも幾らかの生物があり、六道輪廻以外にも動物の存在があり、

より高い次元の中にもあります。それは一般的に修めて上がったのではなく、そ

の自然環境の中で生じたのです。高次元において修煉する人の身体に生じた龍な
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どの生命体は当然あなたのもので、あなたの圓満成就に従って高い次元に行くこ

とになるのです。 

 

弟子：身体の中にできた生命体は、修煉する法門によって決められているのです

か？ 修道者はもし専一にすることができれば、佛を修めることができますか？ 

 

師：これは決まった規定がなく、あなたは佛を修めていましたが、その後また道

を修めることになっても、それでも構いません。ただその一門の師父は最初、あ

なたを手放さないのです。どうしても戻らないのなら、彼もあなたに構わなくな

ります。あなたが確固たる意志で修めると決めれば、彼もあなたに関わらなくな

ります。もし二股をかけて修めるなら、それではいけません。どの法門の師父も

あなたに構わず、これは心性の問題であり、二つの法門を破壊するのです。 

 

弟子：邪道を修めるように決められているものがいますか？ 

 

師：います。専ら末法の時期に出て法を破壊するものがおり、様々な形式を用い

るものがいます。公に法輪大法を攻撃し、私を攻撃するものがいて、我々の学習

者はみなこれを識別できます。このような魔は恐ろしくなく、偽気功も恐ろしく

なく、我々の学習者は識別できます。現在皆さんは少なくとも冷静にそれが本物

か偽物かを考えることができ、分かっていれば、以前のようにむやみに学びに行

かなくなるのです。 

 

 最も識別しにくいのは、次のような魔であり、その破壊力はかなり大きいので

す。それも法輪大法を学びに来て、法輪大法は素晴らしいと言い、他の人よりも

感動的に語り、感じた変化も他の人より強く、またいくらかの光景が見えました。

それから彼は突然死んでしまい、あるいは突然反対の道に走り、こうして法輪大

法を破壊するのです。このような人は最も識別されにくく、識別されにくいので

破壊力は最も大きいのです。その破壊形式はこのように按排されたので、彼がこ

のようにすることは決められているのです。彼は影響が大きい方法を選んで破壊

を行います。私が先ほど言った破壊力が大きな魔はこの類に属するのです。 
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弟子：地藏菩薩は佛に成就できますか？ 

 

師：大菩薩はすでに佛と称することができます。大菩薩、あなたが言ったのは地

藏王ですか？ 地藏菩薩は佛とも呼ばれており、つまりこの意味です。しかし彼

は彼のすべきことをするのです。 

 

弟子：人の元神はどのように来たのですか？ 

 

師：このことについて私はすでに話しましたが、原始生命は宇宙の中の各種の厖

大な物質運動の作用の下で生じたのです。 

 

弟子：噂を伝える人がいますが？ 

 

師：これらの噂に耳を貸さないでください。特に私の法に影響があること、我々

の法の形象を破壊することは、誰も伝えないでください。あなたのところに来た

ら止めて、人々がみなこのようにすれば、広まることはなくなるのです。 

 

弟子：他人の功績と過失を論じることは業を作るのですか？ 

 

師：常人の中の良し悪し、功績や過失には、煉功者として淡泊であるべきだと私

は思います。常人の中のことをあなたはそんなに興味津々と論じないでください。

あなたはそれに興味を持って執着しているのですか、それともあなたは修煉した

いのですか？ 常人の中にはこれらのことしかありません。私は言ったではあり

ませんか？ 常人の中のことはこれらのことに過ぎず、あれこれ話しても、それ

はみな常人が常人のことを言っているのではありませんか？ 

 

弟子：人は悟りを開いた後、もう上へ修めることができなくなりますが、なぜ釈

迦牟尼は菩提樹の下で悟りを開いてからも、まだ上へ修めることができたのです

か？ 
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師：人が圓満成就になったらもう上へ修めることはできなくなりますが、悟りを

開いたらすなわち圓満成就になったのです。釈迦牟尼は当時半ば悟りを開いた状

態にあって、彼の記憶は部分的に開かれましたが、まだ開かれていないものが沢

山あり、彼はまだ知らないことが沢山あるので、初めて上へと修めることができ

ます。何でも知っていれば、もう上へと修めることは難しくなります。彼は四十

九年間法を伝えているうちに修煉して如来の次元に達しましたが、それは彼が半

ば悟りを開いた状態がすでに高く達していたからもたらされたのです。我々が半

ば悟りを開くのは、それほど高く達していないのです。なぜなら釈迦牟尼は人を

済度しに来たからです。しかし私は僅かな人、やはり僅かな人には高く開かれる

可能性があると強調したいのです。それぞれの人の情況は同じではないからです。 

 

弟子：人は死後、親族の関係がすでになくなり、元神はそれぞれのところに行き

ますが、なぜ先祖の徳と業力は下へと子孫に積み重なるのですか？ 

 

師：そうです。すなわちこの宇宙にはこのような理があり、それも人を制約する

一つの理です。あなたが業を造り、あなたの死後、子孫はこの業を償わなければ

なりません。ですから子孫のために福を造ろうと思い、彼は沢山の金を稼ぎ、自

分はそれほど使いませんが、子孫に残して楽な暮しをさせたいと思うのです。彼

は世間の事をかなり重く見ており、子孫の事をかなり重く見ています。さらに彼

は死後の名をもかなり重く見て、居なくなった後の名もかなり重く見ています。

これらの要素が存在しているので、彼は業を積み、子孫に業を積み重ねるのです。 

 

弟子：一人が佛になったら、その人の先祖たちも天に昇ることができると言われ

ていますが？ 

 

師：人は大きな善を行い、あるいは良く修煉できたなら、その父母はそのお陰で

上へ済度されるかもしれません。しかしどの次元に済度されるか、それはその父

母自身の情況および我々の修煉の情況により影響されます。先祖が徳を積めば必

ず福の報いが得られます。一人の人が修煉すれば、その先祖も徳を積むことがで



 

 
55 

きると言われていますが、つまりあなたが佛に成就できれば、あなたの父母も大

きな徳を積むことになります。しかし三界を出た者はあまりいません。彼はただ

徳を積んだことになり、良い事をしただけです。あなたのような息子がおり、あ

なたのような娘がいるため、彼も徳を積んだことになるのです。このような要素

が存在しています。しかし父母もこれによって佛になれるというのでは、それは

いけません。それは修めなければなりません。彼はただ異なる次元の天人として

福を受けるだけです。先祖たちがみな天に昇ることができるというのは、でたら

めな言い方です。 

 

弟子：ある日の夜、寝ていた時、夢を見ました。父母は修煉者で、家に祀ってい

るそれらの紙を破って火を付けました。私はやめるように説得しましたが、なか

なか聞き入れないので、師父にお願いして助けてもらおうと思ったところ、師父

が現れ情況を話しました。父母が一枚の紙を燃やすと、その紙は燃えました。そ

の後その人は師父ではなくなり、屠殺業者の衣服を着て、手に拡声器を持って市

場に立ち、肉を売っている姿に変りました。それを見て私は泣き出しましたが？ 

 

師：これは間違いなく魔の仕業です。これは人を罵ることを暗示しています。こ

の魔の位牌が燃やされて、殺されました。その意味は屠殺業者が人を殺した、つ

まりこの意味です。それには少し能力があり、これらのものを演化して、人を惑

わせることができます。なぜ今日これらの魔をきれいに片付けたのでしょうか？ 

皆さん考えてみてください。まさに私が挙げたリンゴの例のように、人類社会は

ここまで至り、人類だけでなく、物質やそれらの動物も、みな業を持って輪廻し

ており、しかもかなり大きな業を持っています。それらは修煉などを知っていま

すが、人類のことを絶対にこれらの動物に妨害させ、主宰させてはいけません。

それらはこのような作用をしています。これはすでに天理に背いたことです。大

逆の魔は殺されるべきであり、これも末法末劫時期の必然です。それは少し高い

功を修めると殺すべきなのです。現在はかなり乱れています。 

 

 私は話したことがありますが、人々が理に適っていると思うことは、高次元か

ら見ればすべて間違っているのです。高次元にいる大覚者から見ると、人類社会
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は妖怪や鬼、魔に乱されて、それらは勝手に人の身体に持っているものを取った

り、人を制御したりしています。それらは良いことをしており、人のために病気

を治療したと思っています。何の病気を治療したのでしょうか？ それらが病気

を治療する時に、それらのものを人の身体に送り込んだのではありませんか？ 

これはすでに悪いことをしたのです。 

 

弟子：以前、我々の発見したそれらの遠い昔の時期の動物に関しては？ 

 

師：今日の動物は進化してきたものだと言われていますが、私に言わせれば全く

違います。大陸プレートの変化、異なる時期の周期的な演化により、生物の種を

変えたのです。もし今の大陸プレートが沈んで、太平洋、インド洋、大西洋の中

から新たな大陸プレートが上がってくれば、その上にまた新しい生物の種が存在

し、新しい生物の種が生じるはずです。それがまた沈めば、また新しい生物の種

が生じるはずです。もしこの大陸プレートが別の大陸プレートに替わり、ある年

代が経ってから、またこの大陸プレートが替わりに上がってきても、その上の生

物の種は元の生物種ではなく、新しい生物種になるはずです。このように変化し

ているので、人々は進化してきたのだと言っていますが、全く違います。進化過

程の中間段階のものがなぜ発見できないのでしょうか？ 発見したのはすべて二

つの生物種の異なる存在形式だけで、中間の過渡段階の形式は存在していません。 

 

弟子：修煉者が佛に成就できたら、どの身体が佛になりますか？ 真体ですか？ 

それとも師父がくださるのですか？ 

 

師：過去、浄土宗で修煉する人は、身体の修煉を重んじないで、ただ心性の修行

を重んじただけです。真剣に坐禅しない法門は特にそうです。その場合は彼の佛

体は迎えに来た佛が演化してあげるのです。彼を迎えに来た時に彼に直接佛体を

あげるのです。真剣に坐禅して修行するそれらの法門では、彼は自分で元嬰を修

め出すことができます。しかも道家と佛家の一部の特殊な修煉方法の中では、自

らの身体を変えて性命双修の目的に達し、また他のものを修め出すことができ、

自分の主元神はそのすべてを主宰します。 
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弟子：元神は高エネルギー物質ですか？ 

 

師：このように理解してはいけません。あなたの元神は最もミクロ的な、最も微

小な物質、最も本源の物質から構成されています。あなたの性格、あなたの特性

は物質の本源によりすでに決められています。ですから、どれくらいの年月が経

っても、生々世々に変らないのです。しかし本性は善良なのです。 

 

弟子：キリストは彼の天国から来た人を済度しに来たのですか？ 

 

師：この言い方は間違っていません。欧州の人種、その最も原始の人種はみな彼

らのその特定の空間から来たのです。彼のところには彼のところの特殊な状況が

あります。 

 

弟子：私が法輪大法を学ぶ前に、夢の中で先生に会いましたが、どうしてですか？ 

 

師：大法を学ぶ前に、私に会った人は多くいます。何年、何十年前にすでに私を

知っていた人もおり、夢の中で私に会った人もいて、このような例は多くありま

す。またかなり昔に占い師に教えられた人もいます。様々です。これは異なる時

空の反映です。 

 

弟子：私の子供は先生に会ったことがあり、先生を知っていると言っていますが？ 

 

師：この子供の根基はかなり良いのです。子供の言ったことは間違っていません。

一部の子供は目的を持って来ており、法を得るために来たのです。 

 

弟子：徳と功は、真、善、忍と同類の物質ですか？ 

 

師：真、善、忍は一般の物質として認識してはならず、同じ概念ではありません。

いかなるものもみな物質により構成されたのですが、それはこのような概念では
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ありません。それは我々人間の元神のようなもので、それと我々人間の身体はど

んな物質から構成されたのかと言えば、私が先ほど言ったその問題と同じで、そ

れは適切ではありません。しかしいかなる物質も物体であり、真実の存在はその

特性であり、法の体現でもあります。徳と功はつまり物質の形式で現したもので

すが、みな同類の物質ではありません。しかしすべては宇宙の特性である真、善、

忍に同化しているのです。 

 

弟子：葱、生姜、大蒜を食べていいでしょうか？ 

 

師：我々は今日常人の中で修煉しているので、この問題を具体的に提出していま

せん。しかし我々の専業修煉者の中で、将来の和尚はこれらものを戒めなければ

なりません。実際皆と一緒に集団で坐禅して修めている人も、食べてはいけませ

ん。過去にはそれが人の修煉を妨害するので、この問題を提出しました。葱、生

姜、大蒜は人の神経を刺激するので、常に食べたり多く食べたりすれば癖になり、

食べなければほしくなり、執着心を起こすことがあります。これらは淡泊にすべ

きです。加熱して食べるなら問題はなく、匂いがないからです。葱を炒めて調味

の香りとして使っても構いません。実際の意味からみれば、当時釈迦牟尼が食べ

させなかったのは、人の修煉を妨害し、その匂いが非常に刺激的で、入静を妨害

するからです。その時、十人、八人の和尚が車座になって入静し坐禅していたの

で、その匂いが放出されると、みな入静できなくなります。坐禅して修行するこ

とはとても重要視されていたので、これらの類いの物を戒めることをとても厳粛

に見ていたのです。 

 

弟子：徳と功は、真、善、忍と同類の物質ですか？ 

 

師：徳は一種の白い物質で、特殊な物質です。業力も一種の特殊な物質です。功

は徳から昇華した一種の物質であり、宇宙のほかの物質を混ぜて形成したもので

す。真、善、忍は法であり、一種の特性で、一般の物質概念で認識してはならず、

超物質なのです。 
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弟子：不壊の身体はどのように理解しますか？ 

 

師：世間法を抜け出したら、すなわち不壊の身体になったのです。佛体は壊れる

ものですか？ 彼は宇宙の中の最も豊富で最も良い物質で構成したので、宇宙が

壊れなければ彼は壊れません。 

 

弟子：法輪大法を修煉する人は、最終的にみな法輪世界に行くのですか？ 

 

師：私の法輪世界には入りきれません！ 真に正果を得て圓満成就した者しか行

くことができません。法輪大法を修煉すれば法輪世界に行くと言うなら、今の世

の中には何億という人がいます！ 将来大法を学ぶ人はもっと多くなります。こ

の生々世々の人もまた代々修めていくので、みな法輪世界に行くなら入りきれな

いのです。圓満まで修めることができない人でも、高次元の美しい空間に行くこ

とはできます。我々の学習者の中の大部分は異なる高次元から来たので、法を得

てから自分の元の世界に戻ることになります。 

 

弟子：私の孫娘は五歳で二期目の講習会に参加したことがあり、夢の中でよく起

きて煉功します。大人が彼女に話しかけても彼女は相手にしてくれません。これ

は正常でしょうか？ 彼女はまたよく先生から文字を教えてもらったり、絵画を

教えてもらったりするのを見ます。また先生が虚空や彩雲の上におられるのを見

ますが？ 

 

師：煉っているものが法輪大法であれば正常です。根基が良い子供ですね。くれ

ぐれも子供にでたらめな功を学ばせないでください。子供を台無しにしてはいけ

ません。このような子供はみな法を得るために来たのです。くれぐれも子供に悪

いことをやらせないでください。全国ではこのような子供は数多くいます。 

 

弟子：新しい学習者を受け入れる基準は何ですか？ 

 

師：ありません。煉功することができれば煉功していいのです。もちろんはっき
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り言うべきですが、二種類の病気の人は修めてはいけません。これは私が提出し

たのです。つまり重病患者は業力があまりにも大きいので、修煉ができません。

精神病患者は思想業力があまりにも大きく、主元神がはっきりしていないので修

煉できません。 

 

弟子：常人の中で修煉する段階では体内の分子構造が変わらないのですが、それ

では我々が出世間法に入ったら体内の分子構造が変わるのですか？ 

 

師：修煉の過程で変えなければ、出世間法に入ってから、あなたはどうやって変

えますか？ 世間法の段階ですでに一歩一歩と変化し向上し、世間法から抜け出

した時、ほぼ全部変わり終えたのです。 

 

弟子：テレビで「達磨の物語」をやっていますが、学習者に見させないのは正し

いでしょうか？ 

 

師：これは構いません。学習者はそれを物語として見るだけで、真似して学ぶは

ずはありません。現在、人には法を教えてあげなければ、学ぶ気がまったくない

のです。たとえ佛教のどの和尚でも、今日ここに座って、いくら彼に言っても学

ぶ気にならないでしょう。我々は講習会の時にすでに強調しましたが、禅宗法門

はすでに存在しなくなりました。現在は存在しなくなっただけでなく、六祖の慧

能に至るとすでになくなりました。何百年の間にそれはとっくに無くなり、残っ

たのは歴史だけです。その禅宗の和尚は今何を読んでいるのでしょうか？ 阿弥

陀佛経までも捜して読んでおり、禅宗のものは無くなったのです。禅宗の法は世

間にはもう無くなり、実は末法時期にはどんな法も無くなり、禅宗の法だけでは

ありません。 

 

弟子：一部の人は講習会に参加したことがありませんが、煉功に参加し、本と法

輪バッジを買いましたが、その後また煉らなくなりました。本と法輪バッジは取

り戻すべきでしょうか？ 

 



 

 
61 

師：彼はすでに買ったので、取り戻すことはできません。彼はお金を払ったから

です。我々には行政的な管理方法はありません。当初、私はこれらのものを持ち

出すべきではないと考えていましたが、学習者、弟子の要求で今持ち出しました。

情況を見守るしかありません。 

 

弟子：「頭頂抱輪」の時、頭がとても重くて上げられません。どうしてでしょうか？ 

 

師：これは気にする必要はありません。頭が重いことは必ずしも悪いことではあ

りません。修めてできた功柱は重量があり、感じることができます。もし上に大

きな光の玉が出たら、それもあなたに圧しかかります。上にもし一人の佛が座っ

ていたら、さらにあなたに圧しかかります。上に何かものがあっても気にしない

でください。煉功にはあり得ることで、すべて良いことです。人の頭上には様々

なものが現れることがあります。気を煉るにしても一つの大きな気柱が現れるは

ずです。 

 

弟子：夢の中でよく試練を受けます。その時の対処は目覚めた時よりも良いので

す。これは副元神によるのですか？ 

 

師：それはもちろん良いことで、副元神ではありません。副元神が事を行うなら

あなたに見せないので、あなたはそれを知らないのです。それはあなた自身です。 

 

弟子：浄白体以上の次元まで修煉できた時、身体の冷たい、熱い、痺れ、腫れな

どの感覚は無くなるのですか？ 

 

師：まだあるはずです。それは異なる次元の異なるものによるあなたの身体での

現れだからです。病気があるような辛い状態はますます少なくなりますが、何も

感じなくなるということではありません。皆さんに教えますが、太上老君が話し

た言葉で、道家の本の中にもこの言葉が載っています。つまり「どれほど高く修

めたにしても、なぜこんなに辛いのでしょうか？ それは常人の中にいるからで

す」と言うことです。 
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弟子：法輪大法は宗教と矛盾していますか？ 

 

師：歴史上、我々は宗教に入っていません。現在、我々の大部分は常人の中で修

煉しているので、宗教ではありません。宗教の目的は、一つには修煉であり、一

つには人を教化して、良いことをするように導き、世の中で道徳を長く保つよう

にします。これは宗教が果たした二つのことです。我々が常人の中で修煉するこ

とはこのような作用を果たしますが、我々にはこのような宗教形式はありません。

将来は専業で法輪大法を修煉する弟子がいますが、現在我々はまだこの一歩にま

で進んでいません。いかにこの問題に対処するのでしょうか？ 現在の和尚には

すでに大法を修煉する者がおり、いずれにせよ、我々のこの法は社会に有益で人

に有益です。我々は政治に干渉せず、政府の政策に違反せず、これらのことに関

わりません。国家に対し常人社会に対し、いかなることに対しても不利益なこと

はなく、有益なことしかないのです。 

 

弟子：私は坐禅する時、よくエレベーターに乗ったように下へ滑り、自分がかな

り小さくなったように感じますが、なぜか分かりません？ 

 

師：これも正常なことです。なぜなら、元神はとても小さいもので、かなり大き

くなることもできるからです。ですから人が煉功する時には身体は外へと拡大す

ることができます。大地にすっくと立っているように感じる人もいれば、とても

小さく変ったように感じる人もいます。これはすべて正常なのです。しかしもう

一面があり、修煉者は一旦あまり良くないことをしたら、下へ落ちるような感覚

もあります。それは次元が落ちたので、身体の容量も縮んでしまいます。 

 

弟子：最近の数か月、私は夢の中でいつも何人かの周囲の親族と一緒に滑りやす

いぬかるみでばたばたと忙しくしています。 

 

師：これはつまり人が常人の中にいるということです。高次元の人から見れば、

人類はとりも直さず泥をこね回しているのです。 
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弟子：法輪大法の中で正果を得るまで修煉できたら、必ず本体を持たなければな

らないのですか？ 

 

師：我々のこの法門が要求した圓満成就は本体を持つことです。本体を持たず、

この身体がこの形式に達していなければそれは許されません。なぜでしょうか？ 

我々はみな達することができるからです。本当に修煉するならほとんどみな達す

ることができます。あなたが果位に入って世間法の修煉から出れば、あなたの身

体はすでにできており、多くの人はすでにこの段階に達していても自分では分か

りません。なぜなら、身体の一部は鍵をかけられ制限されているので、感知でき

ないのです。あなたの修煉につれて益々あきらかになってきます。ただし一つの

問題を説明しなければなりません。一部の人は様々な原因によって限定され圓満

成就に達することができないかもしれず、異なる次元の中で天人（神仙）になる

ことしかできないので、身体の変化は非常に少ないのです。実はこれは一般の人

にとってはすでに高くて及ばないことであり、美しくて求めることのできない大

きな福です。一般の気功の中や憑依した功、邪法の中では決して達することはで

きません。 

 

 提出した質問は終わったようです。私が今日解答したこれらの問題は主に我々

の輔導員と世話人が提出したことに対して説いたことです。もちろん、一部の学

習者は講習会に参加したことがなく、あるいは一回だけ講習会に参加したことが

ありますが、来るべきではないのに来てしまいました。あなたがこの法を聞くべ

きではないと言っているのではなく、あなたが修められないとも言っているので

はありません。あなたがまだこれらのものを受け入れることができず、これがか

なり大きな問題に関わっているのです。あなたを入らせなければ、あなたは不満

があるかもしれず、心性がまだ高くないので、変な文句を言うかもしれません。

入らせればあなたは受け入れられず、疑いを生じてあなたの前途が壊れることを

心配しています。いずれにせよ、聞いたあと信じられなければそれを物語として

聞けばよく、いかなる反発心も起こさないでください。 
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 説いたこれらの法は主に我々の輔導員、世話人に対して説いたのであり、将来

あなたたちが仕事を展開する中で役立ちます。一部の問題は共通性があり、学習

者から提出されて答えられなかったことが、この機に少なくとも一部のことは分

かったはずです。実は私が言ったように、この輔導員の会を開かなくても問題を

解決できるはずです。例えば、私が済南の講習会で講義を終わってそこから離れ

る前に、多くの覚者は私にこう言いました。「この講習会ですべてのことを説きま

した」。その意味は常人に知らせるべきことは全部説いたということです。私に言

わせればこの法に従って学び、完全に理解さえできれば、解決できない問題はあ

りません。私が説いたこの法は、ただ私のこの一法門の中のことだけではなく、

これは一つのとても大きいものです。もちろん我々が今日したことは、過去に伝

えられた功、したこととは同じではありません。他の人は衆生済度を講じ、釈迦

牟尼は動物さえも済度の対象にしているのです。釈迦牟尼は衆生済度を唱え、す

べての生命に対して慈悲を与えるのです。なぜ我々は今日このようにしないので

しょうか？ なぜ我々は人を済度するにもまだ選択するのですか？ なぜ我々の

講習会に入るにもまだ条件をつけるのですか？ それはこのすべてのことは当初

と同じではなくなったからです。一部の人はすでに極悪で救いようがなくなった

ので、淘汰されるべきなのです。一部の人は残されるべきであり、一部の人は修

煉して上がれるかもしれないので、このような問題が現れたのです。 

 

 それでは、我々はどのようにこの会議のことを生かすのでしょうか？ 言うべ

きことと言うべきでないことに関して、どのように対処すべきでしょうか？ 皆

さんはどのようにすべきかすでに分かっているはずで、私もこの問題を強調しま

せん。一言で言えば、我々のこの法に責任を負い、あなた自身に責任を負うこと

に基づけば、あなたはいかにやるべきか分かるはずです。話はこれくらいにしま

しょう。 

 

 ……我々は討論してから、より一層大法に対する認識を深めることができ、認

識も統一できました。将来、学習者に何らかのことを解答する時、きっと役に立

つと思います。これはその一つです。もう一つは、私はまだ責任者にこの事を言

っていませんが、つまり我々は集まって一緒に煉功するだけではなく、私の故郷
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で率先して皆さんを組織して、ある特定の時間に皆さんが集まって一緒に法を学

んでみればどうでしょうか？ 一講一節を順番に皆で読み討論してみます。学法

の時間は煉功と同じように固定すればよいでしょう。こうすればきっと良い効果

があり、問題意識を持ち、こうして我々は将来、実際の問題にぶつかったとき、

法に基づいて対処できるようになります。我々が先例を作れば、全国各地の輔導

站に対して良い先導の役割を果たすことができます。その後、全国各地が同じよ

うにすれば、我々の認識を高めることに対してとても良いことです。ここでこの

ように提案します。 

 

法輪大法長春総站による録音 



 

 
66 

北京法輪大法輔導員会議での提案 

李洪志 

一九九四年十二月十七日 

 
 
 皆さんがはっきり見えるように、私は立って話をします。 

 

 長い間、皆さんと会っていませんでした。功を伝えることに関するたくさんの

事を処理する必要があり、これらはすべて常人があまり知らず、あまり理解でき

ないことばかりなので、講習会の開催を一時停止することにしました。この時間

を利用してこれらの問題を処理しており、現在ほぼ終わりの段階にきています。

本来なら処理し終えてから、これらの事を片付けてから、私は新たに今後の功を

伝えることを按排するつもりでした。しかし、今度広州で開かれる講習会は、当

時慌てて決めたことで、新聞にも報道され、広告も出しており、しかもすでに多

くの人から受講料を受け取りました。やむを得ず、私は手がけている仕事を中断

して出かけてきました。つまり広州の講習会の前に、まず北京に来て少し準備の

仕事を行います。それでこの機会を借りて皆さんと会うことができました。皆さ

んと会えて私は非常に嬉しく思います。 

 

 以前、私はこのように言ったことがあります。つまり現在の人々の道徳水準は

かなり低下しており、各業種の中で浄土を見つけるのは非常に難しくなっていま

す。しかし私はここに来て、我々のこの非常に和やかな場を見ました。法輪大法

のこのところは、浄土であると私は胸を張って言えます。（拍手） 同時に、私は

皆さんのとても喜ばしい修煉成果も見ました。皆さんはみな向上を求め善に向か

う心を持っているので、非常に喜ばしいことです。ここの雰囲気と我々の心の状

態は一致しています。ですから、法を学ぶことは無駄にならず、みな一定の成果

が得られました。私もこの大法を無駄に伝えておらず、これは私にとって非常に

喜ばしいことです。私が当初北京で法を説き、功を伝えに来たばかりの時、第一
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回の講習会は今と同じぐらいの参加者しかいませんでした。しかし、今日まで僅

か二年が経過しました。私が実際には正式にこの法を伝えてから一年しか経って

いません。最初はとても低い気功の形式で法を伝えていたのです。我々は今日に

なって、ただ北京のこのところだけでも、輔導員はすでにこんなに多くの人数に

なりました。これはこの大法がすでにより多くの善良な人々に認識されているこ

とを物語っており、この法の中で向上でき、自らを修煉でき、これは非常に喜ば

しいことです。現在、法輪大法を修煉している人がどれくらいいるのかを具体的

に統計しようとしても、なかなか難しいのです。人から人へ伝えており、数え切

れないほどです。ある地方では一つの県あるいは一つの市に一人か二人しか学ん

でいませんでしたが、現在千人にも達しました。たくさんの地区もこのような形

勢であり、発展は非常に良いのです。 

 

 なぜこのようにできるのでしょうか？ 私が言ったように、法輪大法は人の心

性を修煉し、人の道徳水準を高めるよう要求しているからです。修煉して、なぜ

功が伸びないのか根本原因も示しました。この問題をはっきり示したので、つま

り我々は根本の問題を示しました。以前、私は言ったことがありますが、修煉体

験談の中で「先生のこの法が伝え出されてから、我々の社会の精神文明に対して

とても有益です」と私に言った人がいます。もちろん私はすでに話しましたが、

主な目的はこのことではなく、私はこの法を人々に残し、法を伝え出してもっと

多くの人々に受益させ、本当に向上できるようにさせたいのです。我々の佛家の

言葉で言えば、つまり本当に昇華して圓満成就になるということです。しかし、

これによって必然的にこのような結果をもたらし、人々の道徳水準を向上させる

ことができます。なぜなら、我々のこの功法の要求は、根本的な問題を指摘し、

人に心性の修煉を重視するよう求めているからです。多くの僧侶、専修の道士を

含む多くの人も同じく、彼らはすでにいかに向上できるのかが分からなくなり、

彼らはただ形式上のものを重視し、実質のものを重視していないのです。 

 

 人の心性が昇華できなければ、向上することはありえません。なぜなら心性を

高めずに昇華して向上することを宇宙の特性は許さないからです。もし人がこの

ような程度に達することができれば、つまり異なる程度に向上することができれ
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ば、私に言わせればこの人は圓満になれなくても、社会に対して有益なのです。

人はすべてを知りながら悪事をするはずがなく、悪事をすれば自分にどのような

良くない結果をもたらすかを知っているからです。こうして社会の精神文明、人

類の道徳水準の向上に対して、ある程度の効果があり、これは間違いのないこと

です。我々がこの功を伝えるには、人に責任を持ち、社会に責任を持つことを念

頭におき、我々もこのようにできています。一般の民衆の間でも、修煉者の中で

も生じた影響は比較的良いのです。我々もずっとこの法の要求を厳守してこのよ

うに行なっており、我々のこの功法はずれもなく、ずっとこのような純潔で、純

正な修煉状態を保持できています。 

 

 現在のこの形勢によれば、将来この功はもっと広く伝えられるようになると思

います。近いうち、来年になると思いますが、国外で功を伝えることが多くなる

かもしれません。我々の国内で影響を生じただけでなく、実は国外での影響もか

なり大きいのです。国外から帰って来た人が私に話したことですが、彼らは米国

のある料理店で食事をした時、そこに法輪功を紹介するものが掛けてあるのを見

ました。彼は不思議に思って店の人に事情を聞いたと言います。これは我々が知

らない、まだ把握していない情況です。発展の勢いはやはり非常に速いかもしれ

ません。根本原因は、我々が人の心性の向上を重視しているので、社会に対して

も、異なる階層の人、異なる考え方の人に対しても、みな法輪大法を受け入れる

ことができます。これは私が先ほど言ったことで、ただ簡単に述べただけです。

つまり法輪大法は現在このような発展情況になっています。 

 

 これは輔導員の会議ですから、私はこの方面のことを話しました。各地の法輪

大法の発展情況から見れば、みな異なる長所があり、様々な経験も得られ、大法

の学習に対して、修煉の中で様々なよい経験も得られています。この間に私はず

っと長春の家にいたので、長春の情況を比較的多く把握しています。例えば、今

長春では法を学ぶブームが引き起こされていますが、どのような法を学ぶブーム

でしょうか？ 今他の地区では、動作を煉ることを非常に重要なこととしていま

す。もちろんそれは非常に重要なことで、性命双修の功法なので、当然欠かせな

いことです。しかし長春では、この法をもっと重要な位置に置いて学んでいます。
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ですから毎日煉功し終えてから、そこに座り本を読み、法を学んでいます。一段

落学び終えると皆で一緒に討論します。その後、彼らは本を暗記するようになり

ました。大法はこれほど素晴らしいもので（もちろんこれは学習者が言った言葉

で、私が言ったのではありません）、以前多くの経書は明確に説いておらず、すべ

て曖昧に語っているのに、人々はみなそれを暗記しようと考えました。もちろん

他の理由も言いましたが、私はただその意味を述べており、つまり、こんなに良

いものを我々はなぜ暗記しないのでしょうか？ いつでも我々が常人の中で良い

人になり、向上できるよう要求されており、暗記できればもっといいのではあり

ませんか？ そうすればいつでも対照できるようになるからと、彼らはそう思い

ました。こうして本を暗記するブームを引き起こしました。 

 

 現在、長春では本を暗記している人は一万人以上います。彼らは今法を学ぶ時、

どんな状況になったのでしょうか？ つまりそこに座って学び始めると、本も要

らず、初めから本を暗誦し始めます。前の人が暗誦し終えたら、次の人は少しの

間違いもなく、一字も間違えずに暗誦し続けます。あなたが一段落を暗誦し、彼

が次の一段落を暗誦し、このように続けます。その後また本を写すようにもなり

ました。もし一字でも写し間違えたら、初めからやり直し、全部改めて写します。

目的は何でしょうか？ すなわち法に対する理解と認識を深めるためです。こう

すれば学習者の向上に対してとても効果的なのです。なぜなら、彼はすでに思想

の中に深い印象があったので、行動の中で何かをするとき、いつも煉功者の基準

で自分を要求することができるため、確かに違うのです。 

 

 以前、私はこのように我々の学習者に要求しませんでした。先ほど話しました

が、各地もそれぞれ良い経験を得ています。私も長春輔導站に、あなたたちの経

験を全国へ広めるべきだと言いました。これらの学習者はこのように法を学んで

から向上はかなり速くなり、次元の向上も非常に速くて、それは必然の結果です。

我々の多くはみな煉功者で、在席の皆さんは輔導員なので、私は深いことを話し

ても、問題はありません。私の本の中の一文字一文字は、浅い次元において見れ

ば一つの法輪であり、深い次元において見ればそれは私の法身であり、偏旁部首

でさえ単独の法身です。あなたの口を通して読み出した時、それも違うのです。
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多くの人はすでにかなり高い功を修煉して出しており、読み出した字もすべて形

象があるのです。口から出たものはみな法輪です。つまりこの本は一般の本では

なく、もちろん次元が足りない者はそのような効果が得られないのです。本を読

み、法を学ぶことも向上しているのです。我々は心性の修煉を重要視しており、

理性から法を認識することも向上なのです。 

 

 我々の功法は性命双修であり、動作そのものは主に本体を変えることで、つま

り我々の肉身と各空間に存在しているその物質身体の変化形式を変えることです。

主にこの意義です。まだ一部の術類のものがあります。本当に向上しようとすれ

ば、私に言わせればそれは法において向上しなければなりません。もし心性が向

上できず、法において向上を得ることができなければ、他のことはすべて机上の

空論になります。なぜこう言うのでしょうか？ あなたは次元が上がらず、心性

が向上できず、次元の高さを決める功が無いからです。心性の修煉がなければ功

が得られず、このエネルギーの加持がなければ、あなたが自分の本体を変えよう

としても、どのように変えるのでしょうか？ それは最も重要なものを欠いてい

るのです。このエネルギーの加持がなければ、あなたは何も変えられません。で

すから法を学ぶことは極めて重要なのです。私が思うには、修煉者は多く本を読

むべきで、きっと皆さんの向上を大いに促進することができます。（挿話：先生、

大変お疲れさまです。お座りになってお話し下さい。たくさんお話を頂きたいと

思います） 私にもっと多く話させたいようですね。（熱烈な拍手） 

 

 先ほど、主に法輪大法の発展の形勢を話しました。「法輪功」という名前は我々

が初期に北京で功を伝えた時の呼び方です。私はすでに話したように、気功は現

代人が作り出した呼び名であり、実際には、気功とはすなわち一種の修煉です。

常人の中で普及しているのは、気功の最低形式上のものにしか過ぎません。ただ

人体を変え煉功に向かって進むことができるように、初期段階に過ぎないものが

伝え出されましたが、実はそれはすなわち修煉です。我々の功法は直接高い次元

で伝えたのです。近年来、気功が普及する過程で、人々に気功を初歩的に認識さ

せるための基礎をすでに築いたので、それらのものを再び説明する必要がなくな

ったのです。我々は初めから高い次元で修煉という問題を話したので、これから
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これを気功、気功と呼ばないようにしましょう。 

 

 我々のこの法輪功は、まだ認識されていない時に、あなたがこのように呼んで

も構いません。しかし私が思うには、我々の功法は本来、法輪修煉法、法輪修煉

であり、あるいは法輪修煉大法と呼ぶべきです。ここで話していることは、つま

りこの功法の呼び名の問題です。私はもう一つの問題を思いつきました。つまり

我々の多くの学習者は、黙々と善いことを行なっており、社会においても、他の

環境の中、職場においても、たくさんの善いことを行い、名も残さず報酬も求め

ず、このような事例はたくさんあります。このことは私も知っています。あなた

が言わなくても私も知っています。我々が名を残さないことは、素晴らしいこと

です。しかし、皆さん考えてみてください。この功法は伝え出されてから、現在

社会においてすでに人の心を善へ向かわせ、道徳水準を向上させるという現象が

現れました。この状況が現れたことには、法輪大法の影響も大きな作用があった

と私は思います。ですから私は、一部の人は善いことを行なった時、人に名前を

聞かれても、返事もせず、名を残さず報酬を求めず、功徳を積むことですから、

私が思うには、あなたは返事すべきです。あなたは、私は法輪功を修煉している

者、あるいは私は法輪大法の修煉者だと言うべきです。こうすれば、社会に対し

ても、我々の大法を広めることに対しても良い影響があるからです。人々がみな

正法を求めに来られるならば、これは良いことではありませんか？ これは良い

ことだと私は思います。我々のこのような影響のため、全国各地で功を学ぶ人は

すでに相当多くなり、その影響もすでにかなり大きくなりました。現在、社会に

おいて誰かが少し善いことをしたら、人々はみな不思議に思います。一部の人は、

どうして今になってまだ雷鋒が現れたのか、この人は本当に素晴らしい人間だと

思っています！ 我々ははっきり彼らに教えたほうがよいでしょう。 

 

 最近の一時期に、また幾らかの問題があります。例えば、一部の学習者は修煉

中にたくさんの問題にぶつかり、なかなか解決できず、なぜこうなるのか、これ

は何の意味なのか、というような問題です。在席の輔導員でも、あなたがもし信

じなければ、私がここであなたに質疑をさせるならば、あなたはやはり多くの講

習会で学習者たちが出したことがある質問を提出するでしょう。なぜこうなるの
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でしょうか？ やはり先ほど私が話したように、法に対する認識がまだ深くない

からです。私は異なる次元のものを結び付けて説いたのです。ある人は一回本を

読み終えたら、彼は非常に良いと感じますが、引き続き読んでいけば、また新し

い会得があります。さらに読み続けていけば、また新しい会得があり、字の意味

も変わったように感じます。多くの人はこのような感覚がありました。本の中で

私が異なる次元のものを結び付けて説いているので、あなたの昇華につれて異な

る認識が得られます。これがすなわち法です。あなたが本当に法をしっかり学ん

で、法を以て対照することができれば、どんな問題でも容易に解決できるはずで

す。きっとこうなります。修煉の問題でさえあれば、すべて解決することができ

ると私は思います。 

 

 かつて、済南の講習会で私は最も詳しく説きました。多くの問題をすべて解き

明かしました。ごくわずかの問題はあまり細かく話しませんでしたが、意味は全

部触れました。信じがたいかもしれませんが、皆さんが本当に入念に学ぶことが

できるとき、どんな問題でも解答を得ることができます。ここが辛い、そこが辛

いと言っている人がいるように、たくさんの問題がありますが、多くの人は考え

もしませんが、もしあなたが辛くなければ、私はあなたに構っていないことにな

ります。あなたが修煉したければ、いつも言っている言葉で言えば、そんな容易

いことではないのです。はっきり言えば、人はみな業力をもっているのに、償わ

なくて済むのでしょうか？ あなたの業力を一気に消去してあげて、すぐ佛に成

就させればいいのでしょうか？ あなたを特別に扱うべきでしょうか？ 私はた

だこの意味を言っているだけです。だれでも修煉を経て初めて向上できるのでは

ありませんか？ その修煉過程はすなわち業を消すことで、つまり苦を嘗めるこ

とです。あなたが苦を嘗めなければその業は消去することができません。ですか

ら身体の苦痛は必ずしも悪い事とは限りません。生活の中でぶつかった厄介なこ

とでも、必ずしも悪い事ではありません。あなたは耐えて乗り越えましたが、な

ぜだか分からなかったかもしれません。 

 

 一つの例を挙げて言えば、過去佛教の中で言われたことですが、修煉するには、

たくさんの苦を嘗めなければなりません。あなたはまだ分かりませんが、これく
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らいの苦を嘗めるだけで何だというのでしょうか？ 師父はすでにあなたを見守

っており、たくさんの業を消去してあげました。生々世々で悪い事をしたことの

ない人がいるのでしょうか？ 私に言わせれば今日の人は、ここまで至り、殺生

したことがなく、大きな業を造ったことがない人は非常に探しにくくなりました。

歴史を遡れば、その時、あなたがもっと悪い事をした時、他の人はどんなに大き

な難を受けたのでしょうか？ それなのに、あなたは今日これくらいの難を受け

るだけで、もう耐えられなくなりました。もちろん道理ではこのように言いまし

たが、多くの人は見えないはずです。修煉のことを話しているので、つまり悟性

の問題を説いているのです。あなたには見えないので、それは当然のことです。

あなたに全部見えたのなら、悪い事をすることはなく、修煉の問題も存在しなく

なるのです。ですから人がここまで落ちてきたら、あなたに見させないようにな

っています。迷いの中に落ちて修煉するのです。 

 

 もう一つの問題があり、ここまで話が及びましたので、ついでに話します。我々

の多くの人は天目が開きましたが、異なる次元で天目が開いたのです。しかしそ

れほど高い次元に達しておらず、見えたものは物事の本質ではなく、それの因縁

関係が見えませんでした。こうすれば、一つの問題をもたらすことになります。

つまり彼は勝手に話すかもしれません。彼が勝手に話すと、重大な結果をもたら

すことになります。ある人は、私の修煉はどうしてこの程度なのか、どうしてこ

うなったのかと言います。実は、彼が見たのは正確ではありません。一つ例を挙

げましょう。天目が開いた多くの人は、あなたには憑き物がある、彼には憑き物

がある、みな憑き物があると言っています。私は随分前にすでに言ったことがあ

ります。法輪大法の学習者、本当に修煉している人には憑き物はないのです。私

は全部片付けてあげました。それなのに、なぜ一部の人は動物の形象が見えたり、

このような形象が見えたり、あのような形象が見えたりするのでしょうか？ 皆

さんに教えますが、実は我々の多くの人は主元神、副元神と憑き物の存在形式を

見分けることができません。彼に見えたものはあなたの副元神の前世、あるいは

あなたの主元神の前世であるに過ぎず、このような情況に過ぎません。あなたが

このようにでたらめを言うと、他人に心理的な恐怖をもたらすことになるのでは

ありませんか？ あなたは誰それには憑き物があると言いますが、実はそれは全
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く憑き物などではありません。 

 

 過去、佛教の中で六道輪廻を説いたことがあります。佛教にはこのような話が

ありました。つまり、人から人に転生した例は非常に少なく、動物から人に転生

した場合が比較的多いのです。もちろん、このような情況であるかどうかは別に

して、佛教の中でこう説いていますが、私はただ一つの例を挙げて、その意味を

言っただけです。皆さんも悲観しないでください。生々世々の中で何であったの

かを知る必要があるでしょうか？ 今日は輔導員の会なので、講習会に参加した

ことがない人は、もし信じられなければ物語として聞いても結構です。昔の話に

よれば、人は向こうから転生して来た時、みな動物になりたいのです。動物は複

雑な社会関係がなく、気楽に生きられます。動物になりたくても容易なことでは

ないようで、比べれば人になるのは割合容易です。人になれば苦を嘗めなければ

なりません。すなわちこういう意味です。人は苦しいからこそ、修煉できます。

他のものは修煉できないのです。修煉して上がったとしても邪法なので、高くま

で修煉することは許されません。ですから天目が開いた人は、今後くれぐれもこ

の問題に注意して、でたらめに言ってはならず、あなたは正確に見えません。そ

の他に、一部の事はあなたが感じ取ることができますが、感じ取ったその信号は

どこから来たのでしょうか？ 魔があなたに伝えたのかもしれません。ですから

決してこれらの事に執着してはいけません。 

 

 天目が開いた人が高く、次元が高いと見てはいけません。これらを決めるのは

天目の開いた次元にかかわらず、人の修煉の次元に応じて開くのではありません。

あなたは開いていなくても、あなたは彼よりずっと高いかもしれません。これは

ごく普通のことで、この現象は個別のことではありません。人の修煉が良くでき

ているかどうかは、その人の心性の高さ、法に対する理解の程度を見るのです。

先生がいなくなったら、あるいは先生が功を伝え終えて皆が先生に会えなくなっ

たらどうしましょうか、と言う人がいます。ある人はそれでは修められなくなる

と言いました。修められないはずはありません。皆さん考えてみてください。私

は何のためにこの法を伝えたのでしょうか？ 釈迦牟尼は在世中、文字を残して

おらず、残したのは後人が記憶した断片的な釈迦牟尼の話したことだけで、系統
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的なものではありません。皆さんが見た経書はすなわちこのようなものです。そ

の時は人々にこの程度のものしか知られてはならなかったからです。わざとこの

ようにしたのです。その中には釈迦牟尼がまだ説いていない一部のものが混じ

っています。今日我々のこの法は比較的明らかに説きました。釈迦牟尼は当時戒

律しか残しておらず、釈迦牟尼は在世中文字を残しませんでした。釈迦牟尼は晩

年、修煉の過程において、人々が修煉できるように、修煉して上がれるように、

多くの戒律を制定しました。しかし我々には今日このようなものはありません。

実際は釈迦牟尼が残した最も重要なものは戒律にほかなりません。 

 

 我々は何かを戒める必要はなく、あなたに何をさせるかを規定する必要もあり

ません。なぜでしょうか？ 我々は今日法を残しており、この法はあなたにいか

にすべきかを教えることができるからです。ですから私が言ったのは、私がいな

くなっても、あなたは私に会えなくなっても、「法を師とする」ようにすべきで、

しっかりこの法を学ぶべきです。あなたが成就できるかどうか、やり遂げられる

かどうかは、すべてこの法にかかっています。もし李洪志が今日ある学習者を特

に良いと思って、あなたを特別に扱い、功を与え、上がらせようとするならば、

皆さん考えてみてください。このような事をしたら、私が法を破壊しているのに

等しいのではありませんか？ ですから皆さんは誰であっても必ずしっかり修煉

しなければならず、みな修める必要があり、着実に修めなければなりません。も

ちろん、一部の人は法輪大法に特別な貢献をしましたが、それも修めていること

であり、ただ修煉の形式が違うだけで、別の修煉方法なのです。これほど多く話

しましたが、要するに皆さんに真剣に法を学ばせ、真剣に修煉させるためなので

す。 

 

 私が将来国内で功を伝える機会はもう多くないでしょう。ですから肝心なこと

は皆さんがいかにこの法をよく会得するかの問題です。法は皆さんに残しており、

実は私の目的はすなわちこの法を皆さんに残したいのです。私がずっと誰かが修

めるのを見ていても、私があなたの前にいても、あなたが私の言った通りやらな

ければ、それは何の意味もないのではありませんか？ 何にも役に立ちません。

私は、私の法身があなたを見守ることができると言いましたが、実は私はさらに
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高い状況、さらに大きなことをまだ言っていません。人にはみな別の空間の身体

があり、人はある程度のエネルギーが備わったら、その身体はかなり大きくなり

ます。私が別の空間で修煉した身体はすでに相当大きくなりました。どれほど大

きいのでしょうか？ ある人は私に、先生がアメリカに行かれたら、私はどのよ

うに煉功するのでしょうか、先生は私を見守ることができますかと聞きました。

私はあなたを見守る法身がいると答えました。実はまだ別の一層の意味があり、

私の法身はあなたを見守るだけではなく、相当大きな空間範囲、一定の宇宙空間

範囲はまだ私のお腹の範囲を超えていないのです！ あなたはどこに行っても、

常に私のところにいるのではありませんか！ そういうわけなので、あなたはた

だ修煉に専念すればよいのです。 

 

 もちろんまだ一部の魔の存在があります。なぜこれらの魔の存在があるのでし

ょうか？ 私は言いましたが、最近いくつかの問題を処理しました。その中には

これらの事が含まれています。皆さん考えてみてください。全国各地あるいはど

こかの煉功場でもよくこのような情況が現れており、法を破壊しています。私を

罵る人がいれば、法輪大法はこんなに悪いと言う人もいて、我々の修煉をひどく

妨害しています。しかし皆さん考えてみてください。これは良い事ではありませ

んか？ あなたの修煉の全過程においてずっと法に対する根本的な認識の問題、

あなたに確固たる信念があるかどうかの問題が存在しています。ずっとあなたの

修煉の最後の一歩までも、まだあなたにとって法に対して確固たる信念があるか

どうかの試練があります。この根本的な問題を解決しなければ、他の問題には話

が及びません。まったく語る必要がないのです。そうではありませんか？ あな

たが法に対して確固たる信念を持っていなければ、法に従って行うはずがありま

すか？ そうであれば、他の事はすべて動揺するのではありませんか？ 彼はこ

のすべてがみな偽りのものだと思うかもしれません。故にその全過程にこのよう

な問題が存在しています。ですからこのような魔の形式が存在して我々を妨害す

るのです。もしこのような魔がなければどうなるのでしょうか？ この法輪大法

の中にこれらの破壊がなければ、これらのものの妨害がなければ、それはあまり

にも修めやすく、どのように人が向上する過程を確認できるのかと言う人もいま

す。少しの辛さがあり、身体に苦しみがあって、普段出遭うそれぐらいの厄介な
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ことだけであれば、それでは漏れがあるのではありませんか？ あなたが法に対

して確固たる信念があるかどうかをどのようにして試しますか？ 人が修煉する

には各面においてすべて向上しなければなりません。動揺する心も一種の安定し

ていない執着であり、執着心なのです。 

 

 ここでついでに私はもう一つの問題を提起し、もう一つの事を話します。ここ

まで話が及んだので、皆さんがもう少し多く話してもらいたいと、私はそう感じ

ています。私が講習会を開いた時に話した一つの問題、つまり業力に関する問題

です。悪いことをしたら業力を得、良い事をしたら徳を積み、徳を得ることがで

きます。私は後期の数回の講習会で、人には一種の思想業力が生じることがある

と言いましたが、詳しく話しませんでした。ただおおまかに業力の存在について

話しただけで、思想業力について詳しく話しませんでした。それではこの種の業

力はどのような悪い作用をするのでしょうか？ 皆さんはすべて輔導員なので、

将来このような情況に遇ったら皆さんに説明できるようにしましょう。一部の新

しい学習者は煉功する時、先生を罵り、法輪大法を罵り、思想が安定しません。 

 

 なぜこの情況が現れるのでしょうか？ しかも罵った汚い言葉は非常に多く、

普段思いつかない汚い言葉も口から出てきます。甚だしきに至っては口から出な

くても思想の中でそれを思い出すのです。多くの人はこのような過程を経験し、

特に煉功の初期にこの問題が現れやすいのです。真に修煉し始めれば、多くの人

はこの問題に遇うはずです。そのため、「私はどうして先生を罵るのでしょうか？」

と思う人がいます。その思想は「この法は偽りのものだ、彼に従って学んではい

けない」という考えを生じさせます。思想が安定しない人は、この考えについて

いき、信じなくなり修煉をやめてしまいます。すでに話しましたが、この功法で

の修煉は人の主意識を修煉しており、あなた自身が自分を主導できなければ、誰

もあなたを済度することができません。なぜ我々は精神病患者を講習会に参加さ

せないと強調したのでしょうか？ つまり彼自身は自分を主導できず、自分を管

理できないからです。そうであれば、我々は誰を済度するのでしょうか？ あな

た自身を済度するのではありませんか？ ですので我々はこの問題を強調したの

です。 
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 一部の人は分別することができます。ある人は「私はなぜ先生を罵るのか？ 私

はなぜ法を罵るのか？ それを制御しなければいけない」と思うようになります

が、長い間に精神が緊張状態に陥り、自分ではなかなか制御できません。しかし

私の法身は全部知っており、あなたにこんなに固い信念があるのを見て、あなた

を助けてこの思想業力を消去してあげます。実はすべてその思想業力が悪い作用

をしているのです。あなたは昔人を罵ったことがあり、その良くない思想がみな

湧き出てくるのです。なぜこの情況が現れるのでしょうか？ 皆さん考えてみて

ください。我々が煉功するのは業を消去することです。別の空間のすべての物質

はみな生きているのです。私は以前このことを話したことがあり、講習会で話し

たことがあります。その業力も生きているのです。あなたが業を消滅しようとし

ますが、消滅されるとそれは死んでしまい、無くなってしまいます。それではそ

れが承知しますか？ あなたはそれを殺そうとしていますが、それは承知するで

しょうか？ それは生き物なので、あなたに修煉させないようにします。修煉さ

せないのは、それが生きていたいからです。あなたにそれを消去させないように、

それがあなたの頭の中に汚い言葉を反映し、法輪大法を信じさせないようにしま

す。ひいては私を罵り、どんな言葉でも思いつくのです。一部の人は分別がつか

なくなり、誰かが自分にヒントを与えているのではないか、あるいは自分が本当

に分かるようになったと思い、分別がつかず、そのままついていってしまい、駄

目になり、誰も彼を済度できなくなりました。実はこの思想業力が阻害の作用を

しているのです。 

 

 それは一つの段階で、非常に短い段階です。あなたの信念が固くなってきたら、

それを消去でき、この業力を消去することができます。今まで講習会の時、詳し

くこれを話しませんでしたが、最近多くの人が私にこの情況を訴えました。皆さ

んは心配しないでください。あなたが私を罵っても、法輪大法を罵っても、それ

はあなた自身が罵っているのではありません。きちんと分別しなければなりませ

ん。主意識がしっかりしていなければ、それで駄目になってしまい、誰もあなた

を済度することはできなくなります。多くの地区にこの現象が現れ、ある人は「私

はどうして先生に申し訳ないことをするのか？ 私はなぜ先生を罵るのか？」と
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思い、長春のある学習者は「私はどうして先生を罵り、大法を罵るのか？」と言

って、私の写真の前で「先生、私はもう煉功できなくなりました。煉功したら思

想の中で先生を罵り始めるので、もう修煉できません。誠に申し訳ありません」

と言いました。法輪大法に触れるとすぐ罵りはじめ、本を手にとるとすぐ罵り始

めます。最後に「こんなに良い先生なのに、こんなに良い法なのに、私はたいへ

ん申し訳ないことをしました」と言いました。もちろんこの学習者は思想の中で

は、はっきりしており、しっかり分かっているので先生に申し訳ないと自覚して

います。後に彼は煉功の時、この事を輔導員に話し、輔導員はすぐ総輔導站に報

告しました。皆さんはこの情況に対して、これは魔の妨害だと説明しました。実

はこの種の業力自身も魔の一種の形式なのです。彼が煉功して魔を招かないうち

に、皆で彼を囲んで煉功し、一緒に本を読んでみました。すると、彼の頭はすっ

きりしました。実際はこれで彼を助けて業を滅したのです。 

 

 もちろん、私の本にはこのような作用があります。あなたは信じないかもしれ

ませんが、例えばある人が病気にかかったら、もちろん私は病気にかかったとい

う言葉を使いたくはありませんが、実はその病気、その細菌とウイルスのような

微生物など、すべては業力がこの空間の身体に現れたのです。だから私の本を読

めばそれを消去することができます。本を読む時に打ち出したのはすべて功であ

り、すべて法なので、業を消去する作用を果たすことができます。彼は頭がすっ

きりしたと感じ、とても良かったと思いましたが、帰ったら彼は元の状態に戻り

ました。なぜ元の状態に戻ったのでしょうか？ 実は彼の思想業力がわりと大き

いので、この段階において他の人より多く償わなければならないからです。しか

し彼は道理が分かったので、ずっと耐えました。暫く時間が経ってから、私の法

身は彼を助けて業を消去し、残っている業が消去されて、彼もはっきり目覚めま

した。現在は非常に良い状態になり、何の問題もありません。このような問題が

現れたら、皆さんはそれを精神的な問題、あるいは憑き物だとみなさないでくだ

さい。そのような状況ではありません。 

 

 最後に私は少し希望を出したいと思います。皆さんの時間をさらに多く使いた

くありません。これは輔導員の会議ですから、皆さんは輔導站でまだ他の用事が
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あるはずです。皆さんが今後、学法のブームを一つ引き起こすように希望してい

ます。毎日の煉功を学法よりも重要だと思ってはいけません。毎日の煉功は続け

なければなりませんが、毎日の学法も同様に続けなければなりません。本当にこ

の法をよく理解できて初めてあなたの修煉を指導することができます。何でも先

生に聞きたい、何かあったらいつも先生の答えを待つ人がいますが、実は法の中

には何でもあり、学びさえすれば何でも解答を得られます。もちろんあなたが法

を信じず、動揺するならば、私に言わせれば、それはすなわち悟性の問題です。

その他に、ここに在席する皆さんはすべて輔導員であり、輔導員の仕事を担当し

ています。もちろん、皆さんはすべて無償で務めています。我々は皆さんに対し

てどうすべきか、いかにすべきかを強制的に要求することはありません。もちろ

ん我々は輔導員に真剣に責任を果たすことを要求しており、煉功は専一でなけれ

ばならず、これは揺るぎないことです。我々は行政手段で誰かを制約する必要は

なく、我々にはその権力もありません。修煉は自分自身のことです。我々は皆さ

んをまとめること、皆さんのぶつかった問題を解決できるように手伝うことを担

当しているにすぎません。 

 

 それでは輔導員としては法に対する認識において一般の学習者より少し高くあ

るべきなので、多く法を学ばなければなりません。一部の学習者からの質問に解

答できなければ、これも問題だと私は思います。あなたは学歴がなくてもかまい

ません。皆さんをまとめて法を学ぶ時、本を読む時、認識を交流する時、すなわ

ちあなたの向上を促進しています。私が長春にいた時、彼らが輔導員の会議を開

いた時に、私はこう話しました。つまり、我々の今日のこの修煉形式、常人社会

の中で修煉するこれらの人は常人と同じようですが、実質的には我々は煉功者な

ので、常人とは違います。それでは一人の輔導員として、皆さん考えてみてくだ

さい。あなたが皆さんをまとめて煉功する時、あなたの責任は何ですか？ もし

専門に修煉するならば、それはすなわちお寺の方丈、住職です。皆さん考えてみ

てください。我々はこの仕事をしっかり行うべきではありませんか？ 一人の修

煉者として、あなたは修煉しなければならず、同時に皆さんの修煉を手伝わなけ

ればなりません。皆さんに対して特別に高く要求しているわけではありませんが、

実際はこうなっています。皆さんはぜひとも率先して模範となるような作用を発
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揮し、学習者をまとめ、この法輪大法をより良く発展させて輝かせ、人類に福を

もたらすようにしなければなりません。これは我々が最低次元において話してい

ますが、実際こういうことです。 

 

 もう一つの情況があり、私は今思いつきましたが、先ほど皆さんに対して幾つ

かの要求を提出しました。その他に一部の人は仕事に専念せず、社会の仕事に何

も構わなくなり、ただ劫難が来るのを待っています。さらにこの劫難はいつ始ま

るのか、と私に尋ねる人もいます。私は講習会においてこの問題を話したことが

あります。何の劫難ですか？ 皆さん考えてみてください。その劫難は誰に向け

て来るのですか？ 善い人は劫難と関係なく、本当に劫難があるとしても、善い

人はみな残されるのです。それは悪い人を淘汰するためのものです。ですから、

あなたは修煉者として向上しているのに、それらのことに構う必要があります

か？ この難にしても、あの難にしても、あなたには関係ありません。これは本

当に劫難がある場合の話です。しかし、今日私ははっきり皆さんに教えますが、

この劫難はすでに存在しなくなりました。以前、地球の爆発や、衛星との衝突、

大洪水などが言われていましたが、皆さん知っていますか？ この難は次から次

へと続くように設定されていましたが、異なる次元で設定された難はみな過ぎ去

りました。彗星は木星にぶつかることになり、地球にぶつかりませんでした。あ

の洪水もすでに過ぎ去りました。去年の洪水はかなり大きかったのですが、それ

は世界的範囲のことで、すでにかなり弱くなり、それほど弱くなったものもすで

に過ぎ去りました。多くの事はすでに過ぎ去り、つまりそのような難は存在しな

くなりました。我々はあいまいに言う必要はありませんが、唯一存在するのは将

来一部の人が淘汰されるかもしれず、それらのとても良くない人は、ある種の強

い疾病の中で淘汰されるかもしれません。これは可能性があることです。ですか

ら、一部の人はよくこのような話題を持ち出しますが、あなたはそのようなこと

を考えなくてもよいのです。その災難はすでに存在しなくなりました。いかに修

煉するか、いかに自分を高めるか、これこそ肝要な問題です。 

 

 私の話はここまでにしましょう。それでは、引き続き会議を続けましょう（熱

烈な拍手）。 
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 法輪大法北京輔導総站による録音 
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広州で全国一部分の輔導站責任者に対する説法 

李洪志 

一九九四年十二月二十七日 

 
 
 我々の輔導站は相次ぎ各地区で自発的に設立されています。多くの人は他の地

方で講習会に参加してから、この功法はとても良いと感じ、現地の人々に伝えた

いと思い、公園で積極的に功を教えたり、あるいは他の方法で功を伝えたりして、

法輪大法の影響がますます広まるようにしました。皆さんは多くのことを行い、

多くの貢献を成し遂げました。総じて言えば、より多くの人に法を得させたい、

より多くの人が向上し、より多くの人に受益させたいと思って、皆さんは良いこ

とをしています。輔導站は相次いでたくさん立ち上げられ、将来はますます多く

なります。こうなると、いかに管理するかの問題に直面してきます。これは将来

の一つ重要な問題です。そのため、この時期に皆さんに集まってもらい、この問

題について話してみたいと思います。 

 

 我々の輔導站の管理について、以前からずっと明文の規定があります。皆さん

が知っているように、法輪大法を学ぶことに関して、何かの行政手段を採って、

無理やりに人を学ばせ、人に役職を与えて望みを満足させたり、いくらかのお金

を稼がせたりするようなことは、我々には一切ありません。皆さんはすべて自ら

志願して行い、この法を学びたい、より多くの人に受益してもらいたいと思い、

熱心にこの仕事に取り組んでいるのです。つまり、何の条件もつけず、しかもた

いへん苦労しており、ただ人々のために良いことをし、無報酬で貢献しているの

です。もちろん、無報酬というのは、常人の角度からの言い方で、私に言わせれ

ば大法を広めることは功徳無量のことです。我々は以前すでに何回も規定を定め、

本の中でも輔導站を立ち上げる条件を示しました。我々が輔導站を設立するには、

社会のどの職場や会社、行政機関のようなものにせず、このようにしません。こ

れは我々の最も重要な特徴です。なぜこのようにしないのでしょうか？ それは
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何かの事業をやりたいという心を助長させやすく、この心を起こしやすいからで

す。それに、また幾つかの問題も関連しています。もし我々の輔導站が一つの職

場のようになってしまえば、多くの問題に関わるようになります。例えば事務所

の賃貸、電話の設置、水道料、電気代すべてにお金が要ります。この資金はどこ

からくるのでしょうか？ 皆さんはすべて無償で功を教えており、我々は会費も

取らず、お金も徴収せず、完全に自らの意志によって無償で行なっており、我々

はそのようにしません。本当に修煉するにはそのようにしてはいけません。釈迦

牟尼は当時法を伝える時、人にこの心を起こさせないために、弟子を連れて出家

し、寺院に入って修煉していました。彼はこのように行なったのです。他の一部

の宗教、例えば西洋の一部の宗教はこのようにしませんでしたが、実質上は名利

に淡泊になるように言及しました。つまり、我々が真に修煉し、向上したければ、

この素晴らしいことを行いたければ、このことを営利団体にしてはならず、職場

のようにしてはいけません。皆さんはくれぐれもこのことに気を付けてください。 

 

 その他、この中にはもう一つの問題があります。このことでお金を儲けたり、

お金を稼いだりすれば、完全にこの法を破壊してしまうことになります。法は人

を済度するものなので、経営や商売に使ってはいけません。また、以前多くの気

功師は病気治療や健康相談を行い、ある程度お金も稼ぎました。他の功派の中で

このように行なっているものもあります。それに、お金がなければ道を養うこと

ができないと公に唱える人もいます。実際これらはすべて間違った言い方です。

まるで中国古代の修煉者はみな大金持ちだったようですが、実は彼らは一文もあ

りません。もちろん、我々はあなたが金持ちになるのに反対しているのではなく、

この問題に関して私はすでに話しました。あなたは職業として仕事をしっかりこ

なし、多くのお金を稼いでもかまいません。これは常人の中のことです。我々は

修煉過程でいかにこの法を守り、この法が変わらないようにし、ずれないように

しなければなりません。今日皆さんはこのように学ぶだけでなく、将来の歴史に

おいてもかなり長い間残ることになります。みなこの法を学び、この法に従うの

で、もし最初からしっかりしなければ、初めからすでにずれてしまっては、将来

は完全に面目が変わってしまいます。皆さんが知っているように、私のところで

は、私個人のこの方面で、できるだけしっかりし、いかなる良くないこと、良く
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ない現象も生じないようにしています。将来各地の輔導站も同じで、あなたが行

なったこれらのことは法輪功を代表しており、ある意味では法輪功の形象の体現

でもあります。皆さんは必ず自らの形象、仕事のやり方に気を付け、法輪功に泥

を塗らないようにしてください。もし会社を興し、お金を儲けるようにするなら、

私に言わせればそれはもう法ではなくなります。金銭や物質、利益に関わると、

あなたは多く儲けたとか、私が儲けたのは少ないとか、私は多く仕事をしたので

多くもらうべきだとか、いかに清算するとか、社会からあなたに分担金を求める

とか、などなどのことが現れるはずです。もし本当にこの形式になってしまえば、

それは修煉ではなくなり、完全に一つの会社になってしまうので、これは絶対に

駄目なのです。 

 

 今日この法を伝え出しましたが、伝え出すことができるのは、我々がしっかり

把握し、その形が歪まず、ずれが起きないようにすることができるからです。も

し我々が最初からしっかりできなければ、後世の人々によってどのように変わる

かまったく見当もつきません。昔、李洪志がいた時にどのように行なったのか、

今も同じようにしようと、後世の人々はそう思うでしょう。私がいる時には、皆

さんの間違いを正すことができますが、いなくなれば、変な形になってしまうか

もしれません。ですから、初めから我々はこうするように厳しく要求し、営利事

業を行わないようにしました。功派の管理において、輔導站はお金を貯えず、完

全に無償で指導するのです。我々も団体や派閥を作らず、皆さんは無償でより多

くの人々のために良いことを行うだけです。 

 

 修煉したい人がいればその人を指導しますが、同時に我々自身も修煉者の一員

です。つまりこのような原則なので、だから輔導站を設立しても、事務所や電話

など、あれこれほしいと思うべきではなく、このようにしません。こうしてはい

けません。一部の輔導站は既存の条件、例えば自宅や自分のオフィスを利用して、

非常によく行なっています。どのような条件があるのか、どの程度に機能できる

のかは重要ではありませんが、肝心なのは法に対する理解と認識なのです。堅い

意志で修煉し続けていくことこそが、最も肝心なことです。いかに自分を高める

か、これこそ主要なことであり、他のことは全て二の次のことです。もちろん、
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仕事をやりやすくするために、我々にいくらか便利な条件を提供してくれる人が

いますが、これは問題ないと私は思います。例えば学習者の中に、どこかの機関

や企業、会社の管理職、あるいは取締役をしている人がおり、その便利な条件を

利用して、我々に場所を提供し、皆さんがそこに集まって会議を開くことなどは

問題ないと私は思います。これは金銭の問題に関わりません。各業種にも学習者

がいるので、これらのことを解決できます。しかも皆さんは進んでこのようにし

ており、法輪功のために少しでも無償で尽くし、貢献することができて、非常に

嬉しく思っています。各地にもこのようなことが現れ、法輪功のために場所や便

利な条件を提供するなど、皆さんは非常に積極的にこのようにしています。 

 

 その他に、各地の輔導站は学習者の煉功のために、小さな新聞のようなものを

作っています。例えば「法輪大法 長春にて」、「法輪大法 北京にて」、「法輪大

法 武漢にて」などなどです。この形式もかなり良いと思います。それは新聞や

宣伝ビラというほどのものでもなく、ただ学習者の体験を掲載した内部資料です。

これで皆さんにしてもらいたいことがある時、適時に皆さんに伝えることができ

ます。しかも彼らが行なっているこのことは割合簡単で、一、二枚の紙だけで、

少し上質に印刷できているところもあり、どちらでもよいのです。しかしこの費

用をいかに解決するのでしょうか？ これはお金の問題に関わります。私の知っ

ているところでは、これらのものを作っている地区は次のような方法を採ってい

ます。つまり、学習者の中の一部の人は商売をしており、現在多くの人は会社を

経営しています。あるいは勤め先でこのような仕事を担当しています。また行政

管理の仕事をしているので、このような便利な条件があり、勤め先に印刷工場が

あるので、このような条件を利用して行なっています。また企業家が便利な条件

を提供してくれたお陰で、このことを行なっています。輔導站はお金に触れてお

らず、他の人は我々を助けて作っています。我々はただ原稿を提供するだけで、

完成したら配ります。みなこのように行なっているのです。私はこうしてもよい

と思います。このことを必ず行わなければならず、定期的に行い、条件が整って

いなくても何とかしてやらなければならないと思う人がいますが、原則としては、

不定期にしてもよいのです。条件があれば定期的なものにしてもよいし、条件が

なければ無理にしなくてもよいのです。 
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 輔導站の管理について、すでに明文の規定があり、皆さんはこの規定に基づい

て行えばよいのです。輔導站を設立するにも、要求があります。すでに皆さんに

話しましたが、新しい輔導站を設立した際には、北京あるいはいくつかの大きな

輔導站に報告すべきです。特に省あるいは大都市の輔導站は、その行政区範囲内

の、例えば貴陽市輔導站は、貴州省内のことを担当すべきです。各県の輔導站は

適時に彼らに連絡すべきです。もしすべての輔導站が全部北京に連絡したら、不

便が生じるかもしれません。大都市付近の各県に対しても責任を持つべきであり、

彼らの仕事の展開に便利な条件を提供すべきです。皆さんは法輪功に責任を負う

ことに基づいて行うべきで、あなたが世話をしなければ、彼が勝手に行動し、要

領を得ず、実際にずれてしまえば、これは法輪功に対して一つの損失です。その

他に、武漢のような大きな輔導站は、付近の幾つかの省を全部担当しています。

これも非常に良いと私は思います。彼らには経験が比較的多く、この仕事に携わ

る時間が長くなったので私も安心しています。彼らの法に対する理解は良く、仕

事の展開も比較的良いのです。基本的にこのような状況です。我々の輔導站はく

れぐれもずれないようにしなければなりません。 

 

 輔導站の人員配置に関してメモを提出して聞く人がいます。人員はすべて自発

的です。しかし一つの規定があります。つまり、輔導站の責任者は私の講習会に

参加したことがある人でなければなりません。聴いたことが多ければ多いほど理

解は深くなり、少なければ往々にして深く理解できず、ひいては一部の内容がま

だ分かっていない場合、人をずれた方向へ導きやすいのです。もちろん独自で多

く聴き、多く読み、多く学ぶことができれば、分かるものが次第に多くなり、認

識も深くなります。人を選ぶ時、熱心で、真面目でなければならず、邪で怪しげ

なことをする人を選んではいけません。 

 

 その他に、法輪功の修煉は一般の気功修煉ではなく、高次元での修煉です。こ

のことをするのはかなり難しいことです。人の身体を浄化し、本当にその人の心

性の水準を向上させるのは非常に難しく、私は多くの功を打ち出して彼らの身体

を浄化し、身体を整理して、多くのものを彼らに植え付け、さらに法を分かりや
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すく説き聞かせなければなりません。このことはとても難しいのです。私は短時

間でこれらのことを全部成し遂げることができます。彼らがもし自分で修煉する

なら、この一歩に達するのに何十年もかかるかもしれません。他の一般の師でも、

一、二年の内にここまで到達させることはかなり難しいのです。真に一人の人を

導くのは容易なことではありません。人を駄目にするのはただ一瞬であり、非常

に簡単にできます。ですから、我々は一貫してこのように要求しているのです。 

 

 このような規定があります。つまり、各地の気功協会で役職を持っている人に

輔導站の仕事を担当させてはいけません。しかし一つ特殊な情況があります。例

えば、ある輔導站の責任者のことですが、この人は非常に良く、彼は気功協会を

脱退して輔導站の仕事を担当したいと思いました。彼が所属している気功協会は

ほぼ解体に近い状態であり、この人も非常に良く、自分でしっかりしています。

これは唯一の極めて特殊な例です。他の地区の気功協会の人たちはこの法に対し

て深く理解できておらず、彼らの頭にあるのは、いかにお金を稼ぐか、いかに各

功派を管理するかなどで、以前の観念がまだ深く残っています。こうして、彼が

我々を一般の気功として管理すれば学習者を駄目にしてしまうかもしれません。

ですから、我々は最初から気功科学研究会の人は輔導站の仕事を担当してはなら

ないと指摘しています。輔導站の責任者はみな、我々の研究会から選ばれたので

す。大多数は私が自ら任命し、指定したのです。これは大法がずれないことに直

接関係しています。さもなければ、一般の気功と同じように管理すれば、皆さん

考えてみてください。そこにはでたらめな資料が沢山あり、その資料を持ってき

て売ることができれば、彼は大喜びでしょう。これは金儲けの良い機会だ、沢山

儲けられる、これも売ろう、あれも売ろうと思うでしょう。彼の目的は金を儲け

ることだけで、故意に我々の功法を破壊することではありませんが、それは破壊

の作用を果たします。その中の様々なでたらめなものはすべて学習者を邪魔しま

す。それによって、法に対する理解が深くない一部の人はずれた道に入りやすく

なります。さらにでたらめな気功の本を持って来て売る場合もあります。他の功

派はこのように行なっています。 

 

 現在では講習会を開く気功師が来たら、人々は冷静に考えるようになりました。
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気功師が来て講習会を開いても、以前のように何も考えずにすぐ参加することは

なくなりました。皆さんは非常に冷静になり、本物か偽物かをよく観察するよう

になり、昔のようではなくなりました。そのため、気功師が講習会を行うことは

非常に難しくなりました。彼は受講者をうまく集められない場合、我々の学習者

を参加させるようになります。彼は講習会を開講でき、金儲けもできますが、我々

の学習者を駄目にしてしまいます。我々はこれほど大きなことをしてきて、これ

ほど苦労して行なったことなのに、彼は一瞬で学習者を駄目にしてしまいます。

もちろん一部の学習者に対してはあまり高く要求できません。彼は法を勉強し始

めたばかりで、法の理解はあまり深くできておらず、知らないうちに自分を台無

しにしてしまうかもしれません。我々には以前から一つの規定があります。つま

り、各地の省や市でこのようなことをする輔導站の責任者がいたら、すぐに換え

なければなりません。絶対そのまま留めさせてはいけません。 

 

 各地の輔導站の人や煉功場の輔導員の中に、学習者を連れて他の気功師の講習

会を聴きに行ったり、学習者の中で他の気功の資料を売ったり、あるいは我々の

学習者を連れて邪なことをする人がいたら、このような輔導員を一人残らず換え

なければなりません。絶対残してはいけません。残せばきっと問題になります。

これはすでに重大な法を破壊する行為で、内部から法を破壊することは、絶対に

許されません。これに対しては厳格に、一人残らず換えなければなりません。 

 

 我々の原則は緩やかな管理ですが、煉功に関する問題においては少しもいい加

減にしてはならず、いかなる人にも破壊されてはなりません。我々の組織の形式

は非常に緩いのです。あなたは煉功に参加したければ参加すればよいし、したく

なければ離れてもよいのです。あなたが来たら我々はあなたに責任を持って、ど

うすべきかを教えます。あなたが学びたくなければ、あなたのその心を誰が引き

留めることができるでしょうか？ あなたをここに引き留めたとしてもあなたが

しっかり学ばず、いい加減なことを何でも勝手に話し、でたらめなことを行うな

ら、あなたは内部から法を瓦解し、破壊するのです。我々はこのようなことを許

しません。学びたければ学べばよく、法を認識できたら修めればよく、人の心が

善に向かうのは自らの意志によることで、誰かに強要されることではありません。
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あなたは立派な人にならなければならず、そのようにすべきだと言われても、そ

の人がそうしたくなければ、他の人はどうすることができますか？ 本人が修煉

したくなければ、佛もどうすることもできません。必ず自発的にするのであって、

強要はできません。 

 

 もう一つのことですが、我々の相当多くの学習者は、静かに本を読んでおり、

毎日読んでいます。問題にぶつかる時も本を読んでいます。この点から見れば、

輔導員よりもよくできています。ですから各輔導站はできるだけ皆を集めて多く

法を学ぶべきです。特に各煉功場の輔導員は率先して行うべきです。我々は輔導

員に対して要求があり（一般の学習者であればあなたが学びたければ、学べばよ

い）、専一に法輪功を修煉している人でなければなりません。そうでなければ、そ

れらの学習者は全部彼によって誤った道に導かれてしまうでしょう。輔導員にな

った以上、しっかり責任を負うべきです。我々は輔導員の法に対する理解をより

一層深めさせなければならず、常に多く本を読ませるべきです。もちろん、多く

の輔導員はとても真面目で、熱心にこの仕事に努めていますが、しかし彼の知識

レベルには限りがあり、場合によっては本を読むことも困難で、年もかなり取っ

ていますが、それでも構いません、彼は皆さんに呼びかけて一緒に法を学べばよ

いのです。皆さんに呼びかけて学び、本を読む時、彼は聴くことができるではあ

りませんか？ 皆さんが体験を交流する時、彼も皆さんと一緒に向上できます。

学びさえすれば、誰でも向上することができます。法を学ぶことと動作を煉るこ

とを結び付けて、同時に進行すべきです。 

 

 今、多くの地区では動作を煉ることはよく集まって行なっていますが、法に対

する学習はあまり重視されていません。学習者が質問した時、輔導員は解決でき

ず、説明できないので、ただ先生に聞くのを待つばかりで、先生がどこに行った

のか捜しています。実は提出された質問は全部本の中で説きました。どうしても

解決できなければ、皆さんを集めて録音を聴けばよいのです。多く聴くべきです。

これらの問題は本の中にすでに解答があります。『法輪功（改訂版）』の中ですで

に概括的に話しました。真剣に学べばすべて解決できるはずです。長春では法を

学ぶブームが始まってから、学習者は私に会っても聞くことはなくなり、私に会
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っても聞かなくなりました。以前は、私が街に出かけると誰でも私を知っており、

故郷なので私を知っている人はかなり多く、街を歩くと法を学ぶ人が多いので、

多くの人はあれこれ聞きたがっていました。今会ったら、ただ先生こんにちは、

と挨拶するだけで、何も言うことはなくなり、聞くことは何もなくなったのです。

本を暗記するようになってから、学習者は事後に対照するのではなく、事前にや

るべきかどうかが分かるようになりました。これは非常に素晴らしいことです。

皆さんは法を学ぶことを修煉にとって欠かせないこととして学び、しかももっと

重要なことだと思うようになりました。各地も長春と同じように法を学び、法を

学ぶブームを起こすべきだと私は思います。そうすれば、多くの問題は容易に解

決でき、自分でもこれらの問題を解決できるようになります。それに、輔導員を

選ぶ時、あなたとの関係の良し悪しや友情などを顧慮してはならず、感情から出

発してはなりません。あるいは一旦輔導員を決めた後、取り換えづらいと思って

はなりません。法に責任を持たなければならず、くれぐれもこのようなことに注

意しなければなりません。基準に符合してやれる人であれば、それでよいのです

が、そうでない人ならば、誰かに臨時的に対応してもらってもいいので、いい加

減に済ませてはいけません。私は以前このような問題を話したことがあります。

つまり、お寺で修行する僧侶、お寺の長として住職、方丈と称される人、彼は専

業修行者です。我々は常人社会の中で修めており、この法は素晴らしく、高次元

へと修めることができます。煉功場の輔導員はお寺の方丈、住職と何の違いがあ

りますか？ 皆さんに対して要求が高いというわけではなく、確かに功徳無量の

ことなのです。煉功場でどれほどの人が修めて成就できるのか、たとえ一人だけ

修めて成就できたとしても、この輔導員も功徳無量なのです。これはとても厳粛

なことであり、真剣に取り組むべきです。我々は最も便利な条件を用いて修煉し、

皆さんを向上させますが、便利な条件であっても法に対していい加減に無責任な

ことをしてはいけません。将来、専業修煉者が現れるかもしれず、このような可

能性があるので、必要な条件を提供しなければなりません。 

 

 各地区ではこの間の煉功の中で、さまざまな問題に出遭ったかもしれません。

皆さんはそれを提出してもよいのです。煉功においても仕事においても、どうす

べきか分からないことがあれば提出してください。私が皆さんに解答します。 
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弟子：法輪功の学習者が超能力の実演に参加する問題について。 

 

師：私はこれをまだ見たことがありませんが、これは絶対に禁止します。絶対い

けません。彼は専一に法輪功を修煉する人ですか？ 以前は？ （挿話：この人

は他の功法を学んでいましたが、功が上がらず、法輪功を煉ってから功が上がり

ました。彼は「三花聚頂」に至ったと言っています） 我々はこれらの人に教え

るべきです。法輪功を修煉したければ、法輪功の要求に基づいて行なってくださ

い。彼は元々法輪功の要求に従っていないので、根本から法輪功の修煉者の基準

に符合していません。しかもこの人には憑き物が付いている可能性があります。

彼自身がこうするのがいいと思って求める時、私の法身は何もしてあげられず、

このような情況かもしれません。このような情況は別の角度からみれば、我々の

法を破壊しに来たのであって、絶対に許されません。この人が本当に修煉を続け

るのであれば、我々の基準に従ってやらなければなりません。そうでなければ、

彼にいかなる条件も提供しないでください。彼は法輪功の修煉者ではありません。

他の功法を練る人は法を学びたければ学びに来ればよく、縁に任せればよいので

す。人を学びに来させたり、人を連れて学びに来たり、あるいは学びたくないの

に、皆が学びに来たから自分もついて来たという情況であれば、あまり良いこと

ではないと思います。一部の人は済度してもしなくてもいいので、我々は縁に任

せます。彼がどれくらいの人を連れて来たかを重く見るべきではなく、これらの

人が法輪功を修煉できるかどうか、専一に修煉できるかどうかが重要なのです。

皆さんは帰ってから法を学ぶブームを起こすべきであり、この要求は普遍的に実

行でき、認識できることです。そうしなければ、こういう問題は将来ますます目

立つようになるはずです。 

 

弟子：我々は煉功の世話人を増やしてもよろしいでしょうか？  

 

師：よいです。人を増やして、あなたたちが自分で選んで、一人か二人を増やし

ても構いません。必ず法に対する理解が比較的深い人、熱心にこの仕事に取り組

む人を選択しなければなりません。 
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弟子：ある学習者は、私はすでに三花聚頂に達し、八月十五日、李洪志先生は私

の「法身」を連れて行ったと話しています。 

 

師：皆さん、気を付けてください！ このようなことはすべて様々な執着心によ

ってもたらされた幻覚です。このような人が相次ぎ幾つかの地区で現れました。

正にあなたが今話したように、彼はかなり危険です。彼は、私はすでに三花聚頂

に達した、これほど能力がある、最後には私はすでに佛になった、あなたたちは

李洪志について学ばなくてもよい、私について学びましょう！ と言うかもしれ

ません。そのまま進めば、最後にはこのような問題が現れます。このような人に

対してすぐ指摘してあげるべきで、彼にこれらの執着心を放棄させるべきです。

こういう情況では、大変問題になりやすいのです。最初これらの人はとても私を

尊重し、私に血書を書いた人もいます。指先を切って血書を書き、法輪功の修煉

を最後まで続けると表明しました。結局、彼は自分が「佛」になった、「あなたは

李洪志について学ぶことをやめよう、私について学べばいい」と言い出しました。

彼は落ちてしまい、名利を求める心、歓喜心、さらに魔の妨害により、自ら抜け

出せなくなりました。人前では彼はやはり法輪功が良いと言っていますが、実際、

彼の行為は法輪功を破壊しているのです。これは正に私が話したように、「法輪功

は本当に素晴らしい、法輪功を学んだら何でも気にする必要はなくなり、見てご

らん、私がこの本を持って車道を歩いても、車は私にぶつかることはない」と言

う人と同じです。彼はこれで法輪功を破壊しているのではありませんか？ 表面

上では法輪功を擁護しているようですが、実質上は、法輪功を破壊しているので

す。 

 

弟子：この間、広州地区の気功科学研究会が行なった気功の実演の問題について。 

 

師：一部の地区の気功科学研究会は体育委員会に属しているのです。体育委員会

は気功を一種の体育活動としています。大衆的な体育活動として、時に各門派の

功法が一緒に活動を行い、まるで体操のようにしています。ある状況下で行なっ

た気功活動なので、彼らはそれを一種の体育活動と考えており、良くないことと
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して扱っていません。このようなことに我々は参加したくないのですが、彼らが

どうしても行いたければ、その意見を尊重する意味で、我々は学習者を連れて参

加してもよいのです。体操をするように動作を実演すればよいのです。ただし注

意すべきことは、我々はそれを何かの意味があることとしてするのではなく、や

むを得ず、気功科学研究会の要求に応じて行なっただけです。これを学習者の皆

さんにはっきり説明し、一緒に一、二式の動作を実演して、彼らの体育活動を支

持します。特別な状況下ではこのようにしても構いません。しかし、一つ特例が

あります。つまり、もし他の気功師がエネルギー場を作って実演するようなこと

があれば、我々は一切参加しません。単純な体育活動のような行事なら構いませ

ん。これは皆さんがしっかり把握しなければなりません。 

 

 また一つの問題があります。今、各地の輔導站はみな法輪功を広めています。

一部の地方では講習会の形式で行なっています。我々はやはり「講習会」と言わ

ず他の名称で呼んだほうがよいのです。このことを行う時、誰もこの法を説くこ

とはできず、無論そうしてはいけません。もし誰かが演台に立って法輪功を論じ

たり、どのようにすべきだと話したり、この法を説いたりすれば、それは彼が邪

法を伝え大法を破壊しているのです。法輪大法は一つしかありません。もし彼が

本を持って読むなら構いません。輔導站の責任者が誰かに本を読ませるのであれ

ば、それも構いません。 

 

 その他に、皆さんを集めてビデオを見せてもよいのです。これは全部の説法の

ビデオを指しています。第一講を見てから、止めて功を学びます。翌日に第二講

を見てから、また止めて功を学びます。 

 

 あるいは、録音を聴いてもよいのです。一講ずつ聴きます。それから専任の人

が動作を教えます。これは問題ありません。動作は皆さんが一緒に学んでも構い

ません。今後このような形式を採用すべきであり、これは一番良い形式です。我々

が皆さんを集めて一緒に功を学ぶのは問題ありません。 

 

 それに、個々で学びに来る人は煉功場で皆さんと一緒に煉功し、それから本を
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読み、録音を聴くようにすればよいのです。このようにします。しかし、一つ気

を付けなければならないことがあります。我々は断じてすべての功を伝える活動

をいかなる営利的な性質のものにしてはいけません。備わる条件に合わせて行え

ばよいのです。料金を取ってはいけません。我々は教室や会議室を借りたり、人

が多い時に講堂を借りたりしても構いません。このようにしてもよいのですが、

料金を取ってはいけません。我々はすでに断言しており、営利の仕組みにしては

いけません。くれぐれもこの点に注意してください。もし極めて特殊な情況があ

り、多くの学習者、多く法を学ぶ人がいる場合、広い場所が必要になりますが、

なかなか貸してくれるところが見つからず、どうしても講堂を使用したいのです

が、講堂を借りるには使用料を払わなければなりません。このような極めて特殊

な情況では、北京に直接連絡してください。もし本当にこのような情況であれば、

講堂を借りるだけの費用を取ってもよいのです。一銭も残らないようにしてくだ

さい。要するに、我々は貯金をしてはならず、輔導站も貯金をしてはいけません。

いかなる営利活動もしてはなりません。この問題に関して、私はすでに皆さんに

明確に話しました。これはとても厳粛なことです。我々の功派は正しい道を歩む

ことができ、この一点において他の功派とは根本的な区別があります。 

 

弟子：上海からの話によれば、ある講習会に参加したことのない法輪功の煉功者

は、皆を集めて煉功する前に、「尊師李洪志を拝し、大法法輪功を学び、心性真善

忍を修める」と唱え終えてから煉功を始めます。煉功終了時に「しっかり修めま

す、先生に感謝します」と唱えます。彼は先生に対する崇拝だと言っています。 

 

師：彼は講習会に参加したことがないのですか？（答え：そうです） あなたが

言ったこのことはとても重要なことです。多くの地区の学習者は、彼は本を読み、

あるいは録音を聴いてから、とても素晴らしいと思いましたが、どのようにすれ

ばよいか分からない場合、このような問題が現れるかもしれません。他の地区で

も将来現れるはずです。皆さんはくれぐれも注意してください。このようなこと

を聞いたら、あなたがどの地区の輔導站の人であっても、こうすべきではないこ

とを、彼に教える責任があります。このようなことによって、法輪功を学んだこ

とのない人を知らないうちにその形に連れていってしまいます。実際はこの人は
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講習会に参加したこともなく、あまり分かっておらず、この機会を借りて自分を

表現したい可能性があります。しかしこの人に対して結論を下してはならず、将

来彼は学習に参加した後、この問題にいかに対処すべきかが分かるはずです。こ

れは確かに重要なことです。皆さんはくれぐれもこのことに注意してください。

どの地区で現れたにしても、輔導站は聞いたら、彼に近い地区であれば、皆さん

は電話あるいは他の形式を通じて彼を止めるべきであり、このようなことは正さ

なければなりません。 

 

 上海には将来行く機会があるはずです。私はずっとそう思っています。 

 

弟子：ハルビン総輔導站が一部の輔導員を連れて長春へ学習に行った問題につい

て。 

 

師：ハルビンの情況はかなり良いのです。一部の輔導員は長春に行って総輔導站

の企画した修煉体験交流会に参加した後、彼らの認識もかなり向上でき、各種の

活動を展開しており、この方面ではとても良いのです。長春の総輔導站はすでに

私にハルビンの情況を説明したので、私はすでに知っています。ハルビンの夏は

とても良い季節で、特に松花江の岸辺で皆さんが一緒に座って本を読むことは、

とても良いことです。 

 

弟子：先生をお招きして大慶市で講習会を行うことについて。 

 

師：講習会を行うことについてはもう聞かないでください。将来私はまとめて按

排することにします。今、要請状がかなり多く、大慶からの要請状を私は二通見

ました。去年ハルビンの講習会の時、大慶から学びに来た人もいました。 

 

弟子：先生が講習会を行われたことのない地方で法を伝える問題について。 

 

師：こうすればよいでしょう。今回広州で法を聴いた後、皆さんは帰ってから講

習会に参加したことのない学習者を集めて一緒に話してみましょう。皆さんが録
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音をしている場合、皆と一緒に聴いてもよいのです。済南の録音テープもあり、

とても良くできています。皆さんを集めて一緒に録音を聴いてもよいのです。初

めから終わりまでずっと録音を聴くだけでなく、一段落を聴いてから、自分が理

解できる程度のことを皆さんに話してみて、さらに皆さんから自分の理解を話し

てもらい、活発な雰囲気の中で行なってください。 

 

弟子：寄付の問題について。 

 

師：他人がいくらお金持ちであっても、いくら法輪功に寄付したくても我々は要

りません。なぜでしょうか？ あなたが貯金してもよいのなら、他の輔導站も貯

金してもよいのではありませんか？ すべての輔導站がみな貯金したら、このま

ま続ければ、将来、お金の問題に触れると、すぐ人心が変わってしまいます。で

すから我々はこのようにしません。もしこの人が本当に法輪功のために貢献した

ければ、例えば資料の購入や、あるいは我々が法を学ぶ活動を展開する時に、彼

に活動に便宜をはかってもらったり、実際に物を提供してもらったりするのは構

いません。 

 

弟子：天目が開いている輔導員はどのように活用すべきでしょうか。  

 

師：天目が開いている輔導員はどのように活用すべきでしょうか？ 普段皆さん

の修煉が良くできている場合、彼らには何も言わないほうがよいのです。まだ足

りないところがある学習者に対して個別に教えてあげて、どこがまだ向上する必

要があり、どこに問題があると教えたらよいのです。あなたがもし公に、あなた

の法輪はどれくらい大きく、彼の法輪はどんな様子だと言うなら、皆さんはあな

たを囲んで、毎日こればかり聞くことになります。また自分がどれほど高くまで

修めたかを聞く人がいます。くれぐれも勝手に言わないようにしてください。教

えてあげれば執着心が起こります。この点はしっかり把握しなければいけません。 

 

弟子：煉功は職場で積極的な支持が得られていると言う人がいます。 
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師：多くの地区、寒冷な地区で、冬に煉功するのは大変苦しいことです！ 一部

の職場は積極的に支持し、煉功場所を提供してくれています。このような例もか

なり多いのです。我々の影響がとても良いからです。学習者は煉功を終えてから

その場所をきれいに掃除し、雪が降った時は庭もきれいに掃除することがありま

す。我々はどこでも素晴らしい行動をしているので、職場は自然に便利な条件を

提供してくれます。 

 

弟子：法輪功学習者が集まって修煉体験を交流することについて。 

 

師：長春では録画を撮りました。学習者は心を打つ話を語り、聞いている学習者

もかなり感動し、涙がこぼれる人もいました。交流会は非常に充実しており、雰

囲気も良く、皆さんも非常に喜びました。まさにあなたが先ほど言ったようにそ

の場において、私本人がいない以外はすべて揃いました。我々の講習会の時と同

じく、その場は非常に強いのです。それはまさに法輪功の結集であり、法会と同

じです。だから効果はとても良いのです。将来学習者が多くなったら、このよう

に修煉体験を交流したほうがよいでしょう。さらに学法を合わせれば、向上にと

ても効果的です。功を学んだあとにどんな収穫があったかを学習者自身が話すの

は、ある面から見れば、我々が話すよりも生き生きとしているのです。 

 

弟子：皆さんが修煉体験を交流することです。 

 

師：高次元に達してから見えるこれらはすべて縁によるもので、次元の向上によ

るのです。このようなものは交流してはいけません。交流というのは、ただ心性

の修煉においていかに向上するかのことだけです。我々の修煉は正法なので、複

雑な環境の影響を恐れていません。 

 

弟子：法輪功輔導站と現地の気功協会との関係をいかに正しく対処すべきでしょ

うか？ 

 

師：これはとても重要な問題です。先程言いましたが、原則としては現地の気功
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科学研究会、人体科学研究会あるいは気功協会の人は、我々の管理の仕事に参与

してはならず、輔導站の責任者、輔導員になってはいけません。しかし我々は彼

らとよく協調しなければなりません。なぜなら、今中国気功科学研究会には、明

文化された規定があり、つまり直属する功派は修煉において本派の先生により自

ら管理しますが、地方行政においては彼らの管理に属します。しかし、我々には

行政管理はなく、功派の管理も非常に緩やかなのです。我々は輔導站の責任者を

彼らの所に届け出たり、正式な会議があれば責任者を参加させたりするのは構い

ません。しかし、もし学習者を誘って他のことを行えば、それが我々の規定に符

合しない場合は行いません。これらのことは彼に明確に言ってもいいのです。も

し彼らが何らかの有益な活動を企画し、他の問題に及ばず、体操をするかのよう

な何百人もの大衆的な活動なら、各功派が集まって動作を行い、どのチームがよ

くできるかを競い合い優勝者を選出して奨励します。これはあくまで体育事業の

発展を促進するための活動なので、参加しても構わず問題ありません。我々の功

派を利用して他のことを行うなら、それはいけません。このことを関係者に明言

すればよいでしょう。 

 

 地方の関係部門への届け出は、彼らのところに登録してもよく、登録したにし

ても大した活動はありません。ほとんどあまり関わらないのです。たまにどこか

の気功師が講習会を開く時、参加するように呼びかけられますが、信じるか、信

じないか、学習者が自分で把握すればよいのです。彼らに呼びかけられても行か

なければ、それだけの問題です。人体科学研究会はあまりこれらのことに関わら

ないのです。広州の法輪功総輔導站はすでに広州市人体科学研究会に登録してい

ます。現在ではなく、かなり以前にすでに登録しました。何かの活動があれば我々

の責任者は参加してもよいのです。それは問題ありません。つまりこのような関

係です。大連のような、多くの地区の気功科学研究会と我々との関係は非常に良

く、彼らの多くの人は法輪功を修煉しています。こうして法輪功の活動の展開、

大衆の煉功にとても便利な条件を提供してくれました。障害はなく、これは非常

に良いのです。つまりいかに彼らとの関係をよく協調できるかの問題で、我々は

原則をしっかり守り、つまり法輪功に規定した原則は堅持しなければなりません。

他の事情に至っては、取るに足りない些細なことなら大した問題にはなりません。 
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弟子：僧侶や居士にどう勧めたらよいでしょうか？ 

 

師：時間の推移に従って、彼らは恐らく最後まで取り残されて認識するようにな

ります。現状から見ればほぼこのような形勢です。先に法を得るものはすでに全

部得ました。将来の状況を見ましょう！ 当時私が出山した時、このことに関し

て明確に私は言いました。これらの人はそれらのことがもう確実に存在していな

いと分かった時、むなしく感じるようになるでしょう。一部の人は還俗するかも

しれず、一部の人は法輪功を修めることになるでしょう。このような問題が現れ

るはずです。これは暫く後のことです。居士ならまだ解決しやすいのです。居士

は社会において往々にして気功を学んでみたいと、あれこれ外へ捜しに行き、法

輪功に出会えて学びたくなり、本当にのめり込んだら、つまり法に対して理解で

き、真に認識できるなら問題はありません。すでに出会ったので、学び続けてい

けば、きっと認識できます。重要なのは法を学ぶことです。彼らをまとめて法を

学んでください。 

 

弟子：精神異常の人に対してどう対処したらよいでしょうか？ 

 

師：この問題について次のように対処しましょう。もしその人の話の様子や立ち

振る舞いが異常であれば、これは間違いなく法輪功を学ぶ要求に符合していませ

ん。このような問題が現れた人は、およそ次のような情況です。一つは彼自身の

根基が良くないかもしれません。もう一つはこの人は根基が良いが、執着心のた

めに放下できないものがあり、良くないものを招いてしまったのです。この二つ

の原因でもたらされたのです。彼に説明して放下でき分かってくればそれでよい

のですが、分からなければ仕方ありません。もちろん、最も有効で強制的な方法

が一つあります。もしこの人が非常に良く、周囲に影響も大きいならば、我々は

彼の状態に合わせて、みな一緒に彼に向かって本を読み、彼に学びたいかどうか

を聞き、学びたければ一緒に彼を囲んで本を読みましょう。本を読む時、部分的

に選択して読んでもよいのです。彼は精神がおかしいので、それが魔を招き、魔

を生じたのではありませんか。彼に向かって本を読み聴かせ、彼自身も読んで理



 

 
101 

解します。彼の主元神が強くなり分かるようになれば目が覚めるでしょう。もし

彼が目覚めずに、しかも我々の力を牽制すれば、この人によって学習者が影響さ

れないようにすべきだと思います。およそ精神がしっかりせず、おかしくでたら

めな話を言ったり、あるいは自分がどんなに高いかを言ったり、あるいは摩訶不

思議なあいまいな話を言ったりする人は、きっと精神に異常があり、この人に問

題があります。これらの人に対し、もし輔導員であれば、すぐ止めさせなければ

なりません。もし一般の学習者であれば注意してあげて、それでも直らなければ

煉らないように勧めましょう。彼が煉ろうとするなら、皆さんは誰も彼の言うこ

とを聞かないで、彼のそばに近づかないようにしてください。このような人に活

動の環境を提供しないでください。環境がなければ、その魔はやる気がなくなる

のです。彼の話を聞く人がいなければ、彼は我々の法を破壊できず、やる気がな

くなるのです。 

 

弟子：『文芸の窓』の問題について。 

 

師：『文芸の窓』について私はすでに彼らにこの問題を話しました。編集者から原

稿の提供者まで、彼らの目的は法輪功を破壊しようということではなく、法輪功

を宣伝したいのです。しかし彼らは往々にして文芸の角度に立ってものを書きま

す。文芸作品なら、編集したり、誇張したり、随意に想像したりして、任意に行

うことができます。私はすでに彼らに言いましたが、できるだけ我々のこの法を

理解したうえでしてほしいのです。この原稿の提供者はすでに何回か講義を聞い

たことがあり、しかし彼が一回講義を聞いた後、とても素晴らしいと思い感動し

たので、すぐ書き始めました。しかし彼は深く理解できず、しかもその後の数回

の聴講は、それを書くために聴いていたので、メモを取るのに気を取られ、結局

よく聴き取れず深く理解できなかったのです。最初に提出した原稿はそれほど大

きな問題はなかったのですが、その編集者はただ数回講義を聞いただけで、気ま

まに編集を加えたり、勝手に直したりしたので、面目が全く変わり、仕上がった

ものはそんな内容になってしまったのです。しかしはっきり言えるのは、彼らの

出発点は法輪功を破壊したいということではなく、これは間違いないことです。

それにしても我々に一定の影響をもたらしたことは確かです。私はこう思います。
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彼らの出発点は良いもので、破壊しようということではなく、ただ言葉の使い方

や想像力で発揮されたものは法輪功の要求に符合していない部分があります。も

ちろん、このものを私は見ず、一冊も見ませんでした。我々は学習者にはっきり

と言っておきます。それを我々の修煉のよりどころとしてはいけません。我々の

修煉のよりどころは現在出版された法輪功の本であり、正式に発行された本ある

いは私の講義の録音です。私自身が修煉していたそれらのものに関しては、適当

な時期になれば、それを書くつもりです。今書くつもりはありません。今は法を

伝える時期で、書き出したら人々は信じても信じなくても構いませんが、学習者

はそれほど高い認識がない時、ある種の神秘的なものや功能などを追求するかも

しれません。その他に、理解のできない者は、これは......と思うかもしれません。 

 

弟子：どのように学習者を組織して体験交流を行うかについて。 

 

師：我々は事前に選択して彼が何を話すのかを確認したほうがよいのです。特に

大型の交流会を開く時、必ず発言の原稿を審査しなければなりません。一つ注意

すべき問題があり、もしある学習者が一言間違ったことを話してしまったら、こ

のことに問題をもたらすかもしれません。 

 

弟子：寄付のことについて。 

 

師：私は先程言いましたが、もし、彼の会社の規模がかなり大きく営業状況も非

常に良く、彼が寄付したければ、あるいは彼が国外から来た者で確かに経済力が

あり、我々に寄付しようとしても、各地の輔導站は受け取らないでください。彼

が力添えしたいなら、この情況が現れたらどうすればよいでしょうか？ 彼に研

究会へ連絡させればよいのです。我々は統合して按排し、まとめて修煉の拠点を

設立します。将来学習者はあちこち走り回らなくてもよく、幾つかの地区、北部

地域や南部地域で修煉の拠点を作ります。今まで我々は一切寄付を受けたことは

ありません。 

 

弟子：煉功の動作の問題について。 
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師：さらに高い次元に突破した時、いかなる動作もなくなり、ただ坐禅するだけ

です。佛家にしても道家にしても、いずれも坐禅するだけです。それは完全に自

動的に功を形成するようになり、自動的に上へ伸びていきます。あなたが心性を

高めさえすれば、その功が伸びていきます。くれぐれも注意してください。一旦

他の動作が現れたら、必ずそれを排斥しなければなりません。学習者にはっきり

説明してください。先生の教えていたのが見えた人がいます。しかしそれは偽物

です。私は絶対このように皆さんに教えるわけがありません。 

  

弟子：手印を真似て結ぶことについて。 

 

師：その手印を真似ないでください。なぜでしょうか？ その手印は私が学習者

に語った言葉です。私が今日話した言葉と同様に、あなたは私の立場に立ち私の

話を語ってはいけないことと同じ道理です。 

 

弟子：広東からの話ですが、ある人が「私は法輪功の第何代目の伝承者です」、「李

洪志と同門です」と自称しています。 

 

師：この人はもしかしたら、めちゃくちゃな憑き物に取りつかれているのかもし

れません。お金を稼ぎたいとか、法輪功を破壊したいとか、全部この類いのもの

です。皆さんにはっきり言いますが、この世において法輪功を伝えているのは、

私一人しかいません。法輪世界の他の誰であっても、彼はここに下りて来て法を

伝える勇気はありません。このことを皆さんにはっきり言っておきますが、つま

りこのことを行う人は誰もいません。私の同門の兄弟なども存在しません。皆さ

んはすべて輔導站の責任者なので、私は皆さんに少し高いことを話してもよいの

ですが、我々のこの法輪功は、他の功派と違い、私が今生で誰それについて学ん

だということはありません。皆さんは読んだと思いますが、本の中に私には師父

がいる──全覚法師などなど、また何らかの法師がいると書いていますが、これ

はどういうことなのか皆さんに教えましょう。この全覚法師および八極真人など、

これらの人ですが、皆さん知っているように、天象がこの段階に進んだ時、ある
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いは歴史のある段階でこの大きなことを行う時、すべての歴史がこの段階にまで

進んできて、あるいは発展の過程に現れた現象は、すべてこの法のためであるか

もしれません。そうすれば、この過程の中ですべての魔はすべてこの法を破壊す

るためのものかもしれません。つまり、我々は今日この段階まで歩んできたので、

私が生まれた時、すぐ悟りが開かれるわけにはいかず、開かせてもらうわけにも

いきません。そうなれば、人を済度することができず、私はやるべきこともでき

なくなります。この段階においては私の以前のものを私に提示してくれる方式で、

私に悟りを開かせる人が要ります。この人はつまり私の言った全覚法師です。悟

りを開いた後、私自身のものが分かりました。その後、半分閉ざされる状態でま

た他のものを学びました。私自身のものは動かされていません。多くの人は私が

来たことを知っており、この人も私に良いものをあげたい、あの人も私に良いも

のをあげたい、いずれも私に彼の一門のものを承認してもらいたくて、将来彼が

保護され残されることを望んでいるにほかなりません。つまりこういうことです。

我々はここで少し高いことを話しました。もちろん良いものにも、悪いものにも、

それを量る方法が必ずあります。良いものは必ず保護され、悪いものは取り除か

れるかもしれないのです。しかし本当にこの法輪功を伝え、このことを行い、つ

まり真に法輪功の一門のものを代表するのは私しかいません。他に誰もいるはず

がありません。 

 

弟子：広西省で輔導站を設立したいのですが。 

 

師：よろしいです。そこに今学ぶ人がどれくらいいますか？ 百人あまりですね。

広州の学習者に相談して輔導総站を設立するのを手伝ってもらいます。あなたた

ちはまだ日が浅いので、しばらくの間、広州に頼んで代わりに管理してもらって

もよいのです。将来独自に活動できるようになったら、独立すればよいのです。 

 

法輪大法北京輔導総站による録音 
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北京法輪大法輔導員会議での法を正すことに関する意見 

李洪志 

一九九五年一月二日 

 
 
 皆さん、新年おめでとうございます！ 

 

 お正月休みですが会議のために皆さんに集まってもらったのは、この会議を開

かなければならないからです。多くの学習者はすでに知っていますが、私は間も

なく国外に行って功を伝えることになっています。時間の余裕があまりないので、

やむなく皆さんに集まってもらいました。というのは、幾つかのことを話さなけ

ればならないからです。そうでなければ、今すでに幾らかの兆候が現れており、

これによって我々大法の健全な発展が影響されるかもしれません。 

 

 まず法輪大法の伝播の状況について話します。皆さんが知っているように、こ

の法輪大法の全国各地での影響は比較的大きいのです。今気功界の指導者、また

各地の多くの気功組織、各省や市の気功科学研究会はみな次のような感じになっ

ています。つまり、他の気功グループは沈滞気味になっているのに対し、法輪大

法だけは上り調子の勢いをなしており、しかも発展が非常に速いのです。これは

各地の気功科学研究会や気功管理部門の責任者が言ったことで、私が言ったこと

ではありません。これによって一つの問題が明らかになりました。何の問題でし

ょうか？ つまり、大法の発展は益々速くなり、人数は益々多くなっています。

こんなに速く発展できるには、二つの原因があると思います。その一つは、多く

の気功は偽物で人を騙し、道徳を重視しないので、一度か二度は人を騙すことが

できても、時間が長くなれば、人々は分かるようになります。もう一つの原因は、

法輪大法が伝え出されてから、我々は学習者に責任を負い、社会に責任を負うこ

とに基づいて、多くの人を本当に受益させることができ、多くの人が大法の修煉

の中で社会の気風に良い促進作用を発揮できました。ですから、非常に良い効果
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が得られました。つまり法輪大法の伝播は非常に速く、現在、より多くの人々に

認識され、ますます広く伝わっています。しかし、ここではっきり言いますが、

良い形勢の中から我々自身の不足も見えています。これは確かなことです。各地

の輔導員や多くの煉功者、および一部の古い学習者の多くの行為は、大法の要求

から大きくずれています。これはある程度、法輪大法を破壊し、一種の破壊作用

を果たしています。我々は一人の学習者として、一人の法輪大法の修煉者として、

特に輔導員の仕事を担当している場合、周りの人はあなたを一個人とみなしてお

らず、普通の煉功者と見ていません。あなたがいかなることを行なっている時で

も、周りの人は常にあなたを法輪大法の修煉者とみなしており、法輪大法の形象

を代表していると思っています。これは非常に重要なことです。全国各地で多く

の人々は法輪大法の素晴らしさを知っており、その素晴らしさは心性の修煉を重

んじることで、最も根本的な問題を明らかにしたからです。法輪大法の修煉者は

みな心性を重んじるので、周りの人々は法輪大法を修煉するあなたたちを観察し

ており、その一挙一動を注目しています。行動に問題があれば、あなたたちは口

で言うだけで行いが伴っていないと思ってしまいます。もし口では良いと言って

も、実際その通りでなければ、人々にこのような感覚を与えてしまいます。私に

言わせれば、これは良くないことです。 

 

 先程、私が言ったのは功を伝える情況です。我々もこのような情況が見えたの

で、この会議を開くことにしました。それと同時に私は外国に行く前に必ず皆さ

んにこの問題を話さなければなりません。なぜなら、北京で法輪大法を修煉する

人数がわりと多く、一定の影響力があるからです。私が外国に行って功を伝える

ことは国内で功を伝えることと同じです。皆さんが知っているように、私は今日

東北に行き、明日西南に行き、明後日南方に行き、それからまたあちこちに行っ

たり来たりして、いつもこのように回っているのではありませんか？ 外国に行

っても同じです。地球を一周回っても二日しかかかりません。私がどこかに行っ

たら永遠に戻らなくなるのではありませんが、多くの人はこのように考えている

ようです。また「李洪志が去ったら、私が大王になれる」と言う人がいます。ど

んな考えを持つ人もいます。 
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 我々法輪大法の修煉は心性の修煉を重んじるので、あなたの一挙一動が修煉者

の基準に符合していなければ、学習者はみなそれを察知することができます。し

かし、一部の人はこれらの間違った傾向、誤った表現を明確に認識することがで

きず、これは学習者の多くの執着心、顕示心、様々な心が取り除かれていないた

めにもたらされたことです。皆さんはこの法の素晴らしさを知っており、この法

が人を済度する役割を果たすことができることも知っています。それでは考えて

みてください。この法は人を済度することができますが、なぜできるのでしょう

か？ なぜ人を良くなるように変わらせることができるのでしょうか？ その先

決条件としては、あなたが良くなりたくなければ、誰もあなたを済度することは

できません。しかも、あなたが良くなるということは、あなた自身が良くなりた

かったからです。故に一挙一動でも真の修煉者の基準に符合しなければなりませ

ん。これは非常に厳粛な問題です！ 

 

 ある人は顕示心が非常に目立っており、このまま続けていけば、法を破壊しか

ねず、その他一部の講習会に参加したことがない人や各煉功場の人に間違った認

識をもたらし、場合によってはこれらの人もその人に追随して訳も分からずでた

らめなことを行うかもしれません。ここで話しているのは輔導員としての責任の

問題です。輔導員の責任はとても重要なのです。私は広州へ功を伝えに行く前、

こう話したことがあります。つまり「輔導員の責任は寺院の住職に劣らない」と

いうことです。なぜこのように言うのでしょうか？ 本当に高次元へ功を伝える

ことは、つまり人を済度する問題です。本当に修煉に専念している人は、真に修

煉している人であり、ただ彼は宗教の中で修煉していますが、我々の大多数は社

会のこの形式の中で修煉しているのです。いずれも修煉する人なので、みな一緒

に煉功し切磋琢磨し、一緒に向上する面においては、その責任者、つまりその輔

導員はお寺の住職と同じ役割をしているのではありませんか？ 私に言わせれば、

末法時期には、法輪大法の学習者の心性は和尚よりも高いのです。それでは、我々

の輔導員は寺院の住職、方丈よりも高いはずですが、一部の輔導員はこの要求に

達しているのでしょうか？  

 

 もちろん、在席の皆さんの中に講習会に参加したことがないのに輔導員になっ



 

 
108 

た人がいます。これは一つの問題です。しかし、この点に関して我々は反対しま

せん。将来、全国各地の煉功者がみな講習会に参加して、初めて輔導員になれる

ということは不可能です。重要なのはあなたが輔導員としての基準に符合してい

るか、法に対してどの程度まで理解できているかのことです。もし言葉づかいや

立ち居振る舞いさえも修煉者らしくなく、大法の修煉者らしくなければ、このよ

うな人は輔導員になってはいけません。我々の修煉の目的はとても明確で、つま

り高次元への修煉ができることです。これについて講習会で我々はすでにはっき

りと説明しました。考えてみてください。道を得たその真人、あるいは佛家が言

ったその佛、菩薩は、あなたのような言葉づかいをするでしょうか？ あなたの

ような不純な思想があるのでしょうか？ あなたのようなやり方で物事をするの

でしょうか？ もちろん、我々は皆さんに対してこんなに高く要求しているわけ

ではありません。皆さんはあくまで修煉中の人です。しかし、あなたは厳しく自

分に要求すべきではありませんか？  

 

 大多数の学習者や輔導員はみな非常によくできており、大きな貢献を果たし、

皆を集めて学習することに苦労しています。我々はみな自発的に修煉に来たので、

あなたに官職を与えたり、成果を約束したり、お金を儲けさせたりすることはあ

りません。我々には何の権力もなく、しなければならない義務もなく、いくら給

料を貰えるということもありません。皆さんはみな自発的に無償で働いており、

熱意と法に対する敬愛によってこのことを行なっているのです。そうであれば、

なぜこのことがよく行われていないのでしょうか？ 先ほど私が話した講習会に

参加したことがない人に対して、将来我々は定期的に新しい学習者あるいは輔導

員に対して養成訓練を行う必要があり、必ずこうしなければなりません。さもな

ければ追いついて来られないのです。古い学習者が一人もいない地区もあります

が、それでも輔導站を作らなければなりません。その場合、彼らに対して必要な

養成訓練を行わなければなりません。もちろん養成訓練はこれからのことですが、

あなたが講習会に参加したかどうかにかかわらず、我々の要求としては、今から

すべての輔導員はこの法をよく理解できるようにしなければなりません。能力の

ある人、若くて精力旺盛な人は、年を取って記憶力が良くない人を除いて、皆さ

んはこの本を暗記すべきです。私が提出したことはかなり高く、要求があまりに
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も高すぎたかもしれませんが、多くの地区で、多くの学習者がみな非常によく暗

記できており、法を学ぶ時に本が要らなくなり、みな暗唱できます。この人たち

に比べてみれば......私の故郷は東北にありますが、いつも北京に滞在しており、

北京は研究会の所在地でもあり、私がここで行なった講習会の回数も割合多く、

つまり我々の現在の基礎はここにあるのです。ですから、北京の学習者は率先し

て模範の役割を果たすべきだと私は思います。本来ならこの模範の役は北京の学

習者が果たすべきですが、現在全国各地の学習者はみなすでに学び始めました。 

 

 法を学ぶことにはどんな良いことがあるのでしょう？ それはつまり学習者が

問題にぶつかったら自分で解決できることです。もう一つは、もし誰かがでたら

めなことを行うなら、学習者は自らそれを識別できるので、邪なこと、でたらめ

に行おうとする人はそれができなくなり、周りに許されないのです。今後、我々

は規範を設け、あなたが法輪大法を修煉するならば、大法の中で修煉したければ、

あなたは法を学ばなければなりません。ただ動作を煉るだけでは認められません。

これは皆さんに対する要求が高くなったわけではなく、このことはすでにひどく

我々の法の名誉を傷つけたからです。動作だけを煉って心性を修めず、社会にお

いて何の配慮もせず、したい放題で、常人の中で常人の行為よりも良くなく、私

に言わせればこれはいけないことです。ですからこのような要求を出しました。  

 

 一部の学習者は顕示心が取り除かれていないため、このような様々な情況が現

れました。例えば、常に自分を顕示したい人がいます。私はここで輔導員のこと

を指しており、これは輔導員の会議だからです。私が学習者のことを指摘しても、

学習者には聞こえないので、ここでは輔導員のことに限って話しています。顕示

心が取り除かれないこの主要な原因は多くの輔導員は法に対する理解が非常に低

く、一般の学習者にも及ばないからです。これによって一つの問題が生じます。

つまり学習者が分からない問題にぶつかった時、以前は本を読まず、学ばず、本

を読んでも続かず、そうすると次のようなことが現れます。つまり彼は様々な解

決できない問題にぶつかったら、輔導員に聞きに行きます。聞かれると、輔導員

自身の心性の問題で……輔導員も法を学ばず、本を読まず、法に対する理解が中

途半端なのです。それによって次のように思う輔導員がいます。「もし答えられな
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かったら、私は威信を失ってしまい、皆さんを呼び集めて一緒に煉功することが

難しくなるのではないか」。もちろん、目的はこの法を護るためかもしれません。

つまり皆さんを集めて一緒に煉功することはやりにくくなるのではと心配してい

るのです。そのために一部の輔導員は自分がまだ分かっていない問題に対して勝

手に結論を下し、でまかせに話し、あるいは自分の感覚に頼って話してしまうの

です。これは実質上、法を破壊することであり、非常に厳重に法を破壊するので

す。私は以前この問題について話したことがあり、自分の感覚で、自分のいる次

元で悟ったことに頼ってこの法を解釈してはいけないのです。この問題について

すでに明確に説明したではありませんか？ つまりこういう問題です！ ですか

ら皆さんはくれぐれもこのことに気を付けてください。 

 

 皆さんの目的は良く、この法を護るためです。自分の威信を高めるためではな

く、「皆さんを集めて煉功できなくなれば、自分が仕事をうまくできなくなる」と

心配しており、このような目的に基づいているかもしれません。しかし皆さんに

教えますが、この問題を解決する唯一の方法、唯一の道は、あなたがこの法を会

得し法を深く理解することです。それができれば、人に聞かれたら、あなたはこ

の法に従って説明すれば、すなわちこの法を講じているのです。功能の状態の各

種の現れに関して、説明しなくてもよいのです。「様々な功能には万に上る表現形

式があり、どうやって説明してあげるのですか」と言えばよいのです。各種の状

態、この状態、あの状態がありますが、あなたが自分を一煉功者とするなら、そ

れらのことに構わなくてもよいのです。ある状態は感じ取ることができますが、

ある状態はまだ感じていないうちにすでにその段階は過ぎてしまいました。その

功能は万にも留まらず、身体の中でちょっと動けば感じられます。その功能は強

力な電気や磁気を含んでおり、まだ他のものもあり、それらのものが動くとあな

たに感覚があり、非常に敏感なのです。様々な状態、また演化によって生じた各

種の生命体、これらのことをどうやって解釈してあげるのでしょうか。これらの

ことは解釈してあげなくてもよいのです。「これらのことはすべて正常な反応で、

みな良いことです」と言ってあげたらよいでしょう。もし法を深く理解できたら、

法に基づいて説明してもよいのです。我々は以前ずっとこの法を守りたく、皆さ

んに多く解釈してあげたいのですが、皆さんがよく理解できないことを心配して
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いました。法を深く理解できなければ、当然人にうまく説明することができませ

ん。説明できないから面子を失うことを恐れ、でまかせに話してしまいます。そ

ういうことはこの法を破壊することではありませんか？  

 

 このような顕示心がさらに強くなれば、個人の名利に対する追求を助長するは

ずです。それは元々名利に対する追求から生じたものだからです。さらに強くな

れば、自分の勢力を形成し、自分はボスになるでしょう。そうなれば、「あなたた

ちはみな私の言った通りにしなさい！ 李洪志さえも何かをする時、私の言った

通りにしています」と言うでしょう。いずれも学習者は知らないので、彼は勝手

に言うのです。甚だしきに至っては、彼は「李洪志も魔だ！ 私の言う通りに従

わなければならない」と言うかもしれません。現在このような人がすでに一人現

れたのではありませんか！ これらの問題は非常に深刻なことです。この法の中

で、今在席の輔導員の中や、北京のこのところで、このような事件はもう二度と

現れるべきではないのですが、それでもやはりまた現れました。このことは我々

の法に対する理解が非常に浅いことを物語っているのです。そのために、現在何

人かの人は過激なことを行い、非常に問題になっています。また一部の人は盲目

的に彼を崇拝しています。これらのことに関して、我々はそのこと自体を問題視

しており、人を指して言っているのではなく、つまりそのことだけを言っている

のです。皆さんはくれぐれもこれらの問題に注意しなければなりません。 

 

 もう一つの情況は輔導員の中に現れており、つまり一種の事を為す心です。こ

れは歴史上かつてなかったことで、今日のこの特殊な情況下に現れ、特殊な歴史

時期に現れたのです。なぜこの情況が現れたのでしょうか？ 歴史上に中国人、

または世界の他の地区の人々もみな同じですが、すべて家庭を中心としていたの

です。しかし現代人、特に中国人はみな仕事を持っており、一生の間仕事を続け

てきたので、もし仕事がなくなったら精神が潰れてしまいそうになります。その

ため、このような情況が現れ、法輪大法を一種の事業として行おうと、多くの輔

導員はこのような心を抱いています。彼も法は素晴らしいと分かっており、そう

でなければこのようにするわけはないのですが、その前提は間違いなく素晴らし

いと知っています。しかし、彼はいかに法をよく学び、法をよく認識し、いかに
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法の中で自分を高めるかを講じるのではなく、一種の事を為す心を抱いているの

です。自分はすでに晩年に入り、今すでに退職しており、あるいはもうすぐ退職

するので、することがなく、今回することが見つかって楽しくなり、しかもこの

功は素晴らしいからだと彼はこのような心を抱いています。皆さん考えてみてく

ださい。このような考えは、法の要求からあまりに離れたのではありませんか？ 

我々はこの法に責任を持たなければならず、あなた個人の感情に責任を持つので

はありません。あなたは自分がすることがないため、心を寄せるところがないた

め、やることを見つけたいと思い、そうではありませんか。これは一つのとても

目立つ問題です。どんな考えを持って法に対処するのか、これはとても厳粛な問

題です！ 

 

 人が修煉し、真に高次元へ修煉するのは、それはすなわち他人を済度し自分自

身を済度する問題です。あなたがこの思想の要求についてこられなければ、あな

たはこの仕事をうまくやり遂げることができません。そうではありませんか？ 

私は重ねて強調しており、全国各地でこの問題について話したことがあり、我々

はこの事を一つの事業団体、経済実体、あるいは一つの企業部門としてやっては

いけません。私はよく次の例を挙げますが、釈迦牟尼は当時法を伝えていた時に

も、人がこの形式に陥ってしまうことを警戒していました。その時はまだこれら

の問題に及ぶことはなく、ただ名と利に対する追求の問題だけでした。釈迦牟尼

はあなたにそれを絶たせるため、あなたを深山に連れて行き、山の洞窟に入って

修煉し、何もあなたに持たせず、物質から絶たせ、各種の執着心、名利への執着

をすべて捨てさせるようにしました。しかし我々は常人社会の中にいて、皆さん

は常人社会で修煉しており、みな自発的に修煉しているのです。実は私はここで

皆さんを批判するつもりは全くなく、修煉に対してただ責任を持つため、これら

の高次元への修煉にひどく影響する障害を指し示しただけなのです。しかし我々

は輔導員として、責任の問題があり、もしあなたが良くできなければ、そのグル

ープの人はみなあなたによって誤った道に入るかもしれません。もしそのグルー

プの人がみなあなたによって誤った道に入ったら、自分がどうなるかは別にして、

あなたはこの人たちを駄目にしてしまうかもしれません！ 私はよくこの問題に

触れ、この事を為すという心を指摘しています。もちろんそれにはそれなりの良
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いところもあり、この関係に正しく対処しなければなりません。皆さんは誰も事

を為したいという心がなく、誰も輔導員になりたがらなければ、我々の仕事もう

まく進まなくなくなります。皆さんはこの事をしたい熱情を持たなければなりま

せんが、しかし出発点はこの法のためでなければいけません。法を学び、法を得、

法を広めて人を済度するためなので、出発点はもっぱら何かの事を為すためにし

てはいけません。この点において我々には不足があり、我々はよく反省すべきで

す。 

 

 今後、輔導員は必ずこの法を深く理解しなければなりません。そうすれば、こ

れらの問題は解決できると思います。講習会に参加したことのない学習者も含め、

必ず法を深く理解しなければなりません。ですから、輔導員に対する基準も高い

のです。また、個人の感情に頼って対処する人もおり、「我々二人は仲が良く、以

前から仲が良いので、彼を連れて来て輔導員にさせます」と、このようにこの問

題に対処してはいけません。必ず我々の中のよく学んだ人、よく修煉できた人に

この仕事をさせるべきです。ここで皆さんに対する要求は高いかもしれません。

地方の状態に関して私は知っていますが、何と言ってもここは北京であり、法輪

大法研究会もここにあり、中心はここにあるので、ここのことがうまくできなけ

れば他の地区にも影響を与えてしまいます。 

 

 これ以上多く話したくありません。何と言ってもそれらは不足の面ばかりで、

皆さんを批判するつもりはありませんが、話したことはやはり不足のところです。

この会に関係者以外の人を参加させないのも、今後の皆さんの仕事に影響が及ぶ

ことを心配しているため、関係者以外の人を参加させず、輔導員だけを参加させ

ました。輔導員が模範を示して、それらのことが良くできれば、我々の功派の樹

立、今後の順調な発展は問題ないと思います。 

 

 また「李洪志が外国に行って、もう帰らないかもしれない」という噂がありま

す。この話をする人は私を一般の常人と同じようにみなしています。私が外国に

出て、そこで少しお金を稼いで持って帰る、あるいはそこに永住すると思われて

います。私はそのような人ではありません。皆さんが知っているように、私は国
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外に親戚がおり、外国に出ようと思えばいつでも出られ、そこの生活もここより

良いのです。しかし私はこれらのものを追求せず、名誉や利益、享楽などいずれ

も追求しておらず、それらは私にとって何の意味もありません。しかし一部の人

はこのことを知らず、このような考えを持っているかもしれません。私がいない

場合、一部の地区ではこのような問題が現れるかもしれません。修煉を指導する

ため、私がいない場合、一切のことは法輪功研究会によって統一して決定し、皆

さんを率いて修煉するのです。以前、研究会が出したすべての決定はみな私の同

意を経ており、私がどこにいても、彼らが決定を出す時には、必ず電話やファッ

クスを通じて私と連絡をとっているのです。もう一つのことですが、私はすでに

彼らに言いましたが、これも研究会に対する一つの試練です。つまり私がいない

場合、うまく皆さんを率いることができるかどうか、これは彼らに対する試練で

もあります。もちろん問題はないと思っています。なぜなら、彼らは私に付いて

いる時間がかなり長いので、私のやり方や、やりたいこと、法を広めるために全

体的にやろうとすることを、彼らは比較的よく知っているからです。ですからこ

こで明確に言いますが、私がいない時、研究会が出した決定に、全国各地の輔導

站はすべて従い、行わなければなりません。輔導員としてはさらに率先してその

ように行うべきです。 

 

 輔導員に話題を戻しますが、我々の多くはそれを一種の肩書としています。我々

が皆さんに常人の中の職位、職務の名称を呼ばせないのは、つまりこのことを避

けたいからです。輔導員は何の官職でもありません。さらに言えば、もしあなた

が煉功場で威張るなら、その人が顔を背けてあなたを相手にしなければ、あなた

はなす術もありません。あなたがさらに強く言うなら、相手は「私が煉功に来な

ければいいのでしょう」と言うかもしれません。ですから我々には何の権力もな

く、皆さんは奉仕する気持ちのボランティアで行なっており、皆のために良いこ

とをしているのです。ですから我々は仕事のやり方においても少し注意すべきで

す。何かの権力でも職位でもないので、輔導員の更迭はいつでもできると思いま

す。このことに執着してはいけません。「私に輔導員をやらせるならやりますが、

そうでなければ、私は一般の煉功者として皆と一緒に煉功すればよい」という覚

悟を持つべきです。実際は、輔導員は奉仕の仕事にすぎず、あなたに輔導員をさ
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せたらあなたは必ず圓満成就できるということでもありません！ そういうこと

ではなく、ただ皆のためにより多く貢献し、より多く魔難を受け、多く仕事を行

うだけです。多くの地区にもこの情況が現れ、輔導員を更迭されたら意気消沈し、

甚だしい場合は人を束ねて派閥を結成する人もいます。これらは法輪大法の中に

現れるべきではないと私は思います。修煉の人はこのようにやってよいのです

か？ 私は輔導員に対して言っています。我々はこのレベルでこれらのことを話

しています。これらのことはあまり重く見てはならず、決して重く見てはいけま

せん。 

 

 しかし、それらの真にこの法を傷つけた人に対して、彼が誰であっても構わず、

そのような人が現れたら、すぐ取り替えなければなりません。我々は学習者に対

して何の要求もなく、あなたが学びたければ学べばよく、そうでなければ、それ

も仕方ありません。しかしあなたが学ぶなら、我々はあなたに責任を持たなけれ

ばならず、教えなければなりません。輔導員としては同じようにしてはなりませ

ん。あなたが良くできなければ、周りにも影響を及ぼし、他の人を妨害してしま

うからです。ですから、でたらめなことを行う人が現れたら、すぐ取り替えなけ

ればなりません。ここで正式に皆さんに言いますが、四季青公園の煉功場のある

学習者は、一時期のやり方にたいへん問題が多かったのですが、今になっても自

分の誤りを認めていません。もちろん我々は彼が誤りを認めることを求めていま

せん。これらのことは彼が自分で直すべきですが、いまだに改める兆しがありま

せん。しかもその影響は非常に良くないと聞いています。彼は表面上からも裏か

らも、私に対して関係ありませんが、彼はこの法に影響したため、もう輔導員を

させてはいけないのです。例えばある人は、「私は佛だ、私は誰それで、ここに下

りてきたのだ、私の法輪は家ほど大きい」と言ったり、あるいは「私は李洪志よ

りも強い」と言っていますが、彼が何を言っても構わず、私も彼に干渉しません。

しかし法輪大法の輔導員の基準に符合しなければ、それではいけません。我々は

彼を辞めさせなければなりません。今後問題がなくなったら、また彼に站長をさ

せるかもしれません。我々は一時的なことで人の未来を判断してはいけません。

つまりこういう問題です。ここでは誰かを批判し、誰かを責める意味はありませ

ん。我々はそのこと自体を問題視しており、人を指して言っているのではありま



 

 
116 

せん。つまり例を挙げているだけです。他に触れていないところに、このような

ことはありませんか？ もちろんあります。ただそれほど突出していないだけで

す。 

 

 その他に、前回すでに話しましたが、つまり我々は法を学ぶブームを起こさな

ければなりません。必ずそうしなければなりません。法を深く理解し、この法を

深く理解することができれば、誰かがでたらめにやろうと思ってもその環境が得

られなくなります。彼の一念、一言に対して、あなたはすぐ彼の言ったことが正

しいかどうか分かります。そうすれば、彼はまだでたらめなことができるでしょ

うか？ 邪なことやでたらめなことはできないはずです。必ずそうなるのです。 

 

 皆さんはこの法が素晴らしいと知っていますが、実は、私は毎回の講習会で異

なる角度から話しているのです。ある人は「私が聴いた今日の講義では先生はこ

う言われたのですが、別の講義ではあのように言われました」と言いました。実

は同じ問題ですが、私は異なる角度から話したのです。しかし私が毎回説いた法

は、あなたの今後の修煉の中で、あるいはあなたの今後の向上の中で、あるいは

異なる時期にこの本を読む時に、あなたを指導するものがすべて含まれており、

全部この本の中にあることにあなたは気づくはずです。この法の中には多くの異

なる角度、異なる成分、異なる状態の下で説いたものが含まれていますが、私は

全部一つの状態の下でそれを説きました。ですから、あなたが理解していけば必

ず収穫が得られます。皆さんがしっかりこの法を学べば、問題はないと私は思い

ます。私の第三冊目の本──『轉法輪』はもうすぐ出版されます。その中には私

が説いた内容がすべて含まれており、比較的、全面的なもので、もうすぐ出版さ

れます。最も早くこの本を読むことができ、最も早く受益できるのはやはり北京

の学習者です。皆さんは法を多く学び、よく法を理解しなければなりません。 

 

 私はあれこれ話しましたが、目的は皆さんが真に向上できるようにするためで

あり、そのためにこれらのことを話したのです。こんなに急に皆さんを呼び集め

たのは、皆さんが将来の修煉過程でうまく把握できず、あるいはよく理解できず、

あるいは私があなたを正しい道に導くことができず、途中で挫折してしまうこと
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を心配しているからです。そうなれば、皆さんに申し訳ないと思います。ですか

ら、皆さんを集めて再度説明しました。修煉は自分自身のことであり、将来誰か

が落ちて、誰かが駄目になっても、私はあなたを特別に扱うことはできません。

「私から見ればこの人は悪くない」と言って、あるいは私に情況を説明したから

と言っても、我々は特別に何かをしてあげて、あなたを上がらせる、これはいけ

ないことです。皆さんが知っているように、私が今日伝えたものは法であり、こ

の法は宇宙の法です。もし私がこの法に従って行わなければ、私は率先してこの

法を破壊することになるのではありませんか？ ですから完全に皆さんが自ら修

めることによるのです。法は素晴らしく、人を済度することができ、人を救うこ

ともできます。ただ皆さんがいかに法を理解し、いかに法を認識するかにかかっ

ています。皆さんを呼び集めたのは、これらのことを話したいからです。くれぐ

れもこの会議を、私が皆さんの不足を見たので、皆さんを叱責したい会議だと見

なさないでください。そうではありません。一部の問題は即時に指摘したほうが、

後で指摘するより良いと思います。各地の輔導站の站長に、あるいは輔導員の中

に問題がある人を見て、すぐ責任者の役をやめさせました。この人は猛反省して、

徐々に自分の問題を認識し、改めて修煉を始めました。站長や輔導員を担当する

かしないかにかかわらず、同じように最後まで修煉できます。猛反省したので、

かえって彼にとっては非常に良かったのです。彼は自分でも自覚できたので、ず

っと修煉し続けています。一部の人は、再三に機会を与えましたが、どうしても

悟らず、最後にはもう間に合わなくなって、すでに完全に落ちてしまい、魔のよ

うな状態に変わりました。これは教訓です！  

 

 私は真っ直ぐに話をするのが好きなので、遠回しは好みません。この時期に、

我々の輔導站、分站、各煉功場の輔導員にしても、確かに多くの仕事を行いまし

た。それによって、この法は今日こんなに大きな影響があるようになりました。

もちろん、法が素晴らしいことはその主な一面ですが、皆さんが多くの貢献をし

て、この法を護り、この法を宣伝するのも重要な一面です。実はこの法は、私に

言わせれば、つまり宇宙の法であり、皆さんもこの中にいて、この法の中に含ま

れています。そうであれば、この法はあなたたちのものでもあります。この法を

護るかどうか、この法を宣伝するかどうか、この法を広めるかどうか、将来この
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法に同化するかどうか、すべて皆さん自身のことです。私はただこの法を説いて、

正しい道に皆さんを導いています。これは私が行うことです。真に将来圓満成就

になるのは、それはあなた自身が修めたことによるのです。 

 

 皆さんの時間をあまり多く使いたくありません。本来多くの人は先生が輔導員

の会議で高次元へのものに関して何を説くのか聞きに来たのです。追求、執着、

知識を探索する心を抱いて来たのです。これは非常に良くないことだと思います。

私はもう多く話しません。これくらいにしたいと思います。何か問題があれば、

特別な問題があれば、少し時間を残して、問題を出してください。北京総輔導站

は写真を撮るように段取りしていますが、後で各輔導站、各分站も皆さんを集め

て写真を撮ってもよいのです。皆さんと一緒に写真を撮っても構いません。これ

から皆さんは何か特別な問題があれば提出してください。私の話はこれぐらいに

しましょう。 

 

 また一部の学習者が各煉功場を見て回りたいということを私は聞きました。各

煉功場を見て回ることも良いことで、互いに連絡を強め、相互に経験を学び、こ

れも良いことです。しかし一部の人は別の煉功場に行く時、一種の顕示心を抱い

ているようです。「私はあれこれのことを知っています」と噂を伝え、あるいは「こ

れらのことをあなたたちは知らないが、私は知っています」と言いふらして、い

つもそうして……潜在的なそのような僅かな兆候があります。僅かですが、この

法を利用して自分を持ち上げようとしています。これも顕示心なのです。明確に

自分を持ち上げるつもりではなく、そうではありませんが、ただ僅かな顕示心が

あるだけです。この顕示心は修煉者にとって非常に有害なものです。 

 

弟子：悟りを開いていない人にはなぜ法身がありえるのか、と尋ねる学習者がい

ます。 

 

師：悟りを開いていない人は注意してください！ 悟りを開いていない人が、も

し修煉が佛の次元に達したら法身もありえます。しかし我々の学習者の中に今は

一人もおらず、他の功派の気功師を含めて一人もいません。私の知っている限り
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法身があるのは私一人しかいません。あなたは夢の中で我々の輔導員、我々の站

長、また他の何かを見ましたが、それはあなたの考えとあなたの空間場の作用で、

あなたの空間場との対応関係によって映し出されたものです。これらのものの作

用であなたの空間場の範囲内に映し出されたそのような一つの状態です。その他

に、一定の程度まで修煉できたら、もし鍵をかけていなければ分身することがで

きます。つまり彼の主元神、身体は分身することができます。しかし、それはす

べて小手先のもので、とても低い次元のやり方です。 

 

弟子：ある人は自分が韋駄菩薩だと自称し、先生から学習者に植え付けられた法

輪を取り出すことができると話しています？  

 

師：それは彼自身の心から魔が生じたことで、自分の心で演化したもので、彼自

身が想像したものです。彼は取り出したのでしょうか？ 取り出したのは彼自身

が想像したものです。彼の空間場範囲内で自分が想像した影です。彼は何もでき

ません。韋駄菩薩と自称しているのでしょうか？ 私は皆さんに教えますが、す

でに皆さんにこのことを話したことがあります。末法の時期に高次元の生命でさ

えも劫難の中にあります。保護すべきものはみな保護されましたが、保護されて

いないものはみな爆発とともに壊滅され、今は誰もいなくなりました。多くの人

は観音菩薩を見ましたが、その像を持って開眼する学習者もいます。皆さんに教

えますが、人が佛を拝むその瞬間に現れた心は最も慈悲で、最も善良な、最も良

い心なのです。あなたのこの心を護るために、あなたに観音菩薩の形象を見させ

たのです。実はすべて私の法身の現れです。以前の講習会で私はすでにこの問題

を話したことがあります。 

 

法輪大法北京輔導総站による録音 
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再版の言葉 

 
 『法輪大法義解』は当初出版した時、主に輔導員の素質と輔導能力を高めるた

めでした。一般の新しい学習者が受け入れられなければ、大法に損失と妨害をも

たらすので、発行の範囲を縮小させました。 

 

 全国の弟子が法を学び着実に修煉することを展開してから、皆さんは大法に対

する理解を深めました。着実に修煉することを通じて大法の広大さと次元の向上

との緊密な関係を実際に感得し、認識も著しく向上しました。この情況下で、私

は『法輪大法義解』を再発行することにしました。ただし、皆さんは一つの傾向

に注意すべきです。つまり、大法の中で新奇を探し求めてはいけません。確かに

絶えず私がまた何を説いたのか、また何か新しい本が出版されたのか、また何か

新しい指示があったのか……などなどを探している人がいます。心が動ぜず着実

に修めなければなりません。実はさらにいくら経書を出版しても、いずれも『轉

法輪』のための補助にすぎません。真に修煉を指導するのは『轉法輪』しかあり

ません。その中には常人の次元から無比に高い次元までの内涵が含まれており、

あなたが修め続けさえすれば、『轉法輪』は永遠にあなたが修煉して向上すること

を指導できます。 

 

 『轉法輪』は文章の表面上においてきらびやかではありません。甚だしきに至

っては、現代の文法に符合しないこともあります。しかし、私がもし現代的な文

法でこの大法の本を整理したなら、一つの重大な問題が現れます。文章の言語構

造は規範的で美しくても、さらに深く、さらに高い内涵がありえないのです。そ

れと言うのも、現代の規範的な語彙では、大法のさらに高い異なる次元での指導

と法の各次元での現れを示し、学習者の本体と功の演化ならびに向上のこの種の

実質的な変化をもたらす術がまるでないからです。 

 

この『義解』も同様に皆さんが『轉法輪』をよく理解できるように補助として出
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版したのです。大法弟子が法を師として妨害を排除し、堅実に修めるよう希望し

ます。これがすなわち精進です。                      

 

李 洪 志      

 


